
Study Series AJb. 28                 March

    Transcript

       of
Finanz-Wissenschaft

       von
 Prof. Carl Menger
     (c. 1888)

        Takeshi Mizobata

1993

:

:



目 次

謝辞………・………・…………………・…・……………・6……………・…・・……・・…………・…………3

Part　I．．序論：C．メンガ「の財政学・…………・……・……・……・……・…・∴……一…・…………　5

Part豆．　Finanz－Wissenschaft　von　Prof．　Carl　Menger（c．1888）……・・……一・…・………23



謝 辞

　ここにC．メンガーのヴィーン大学における財政学の講義録のトランスクリプトを公にするにあ

たって，私は，なによりもまず，このトランスクリプションを勧めて下さった京都大学の八木紀一

郎教授に感謝しなければならない。トランスクリプトと原講義録との読み合わせ，序論の草稿につ

いての多くの有益な御指摘，さらには公表の機会に至るまで，いろいろとお世話下さった。このよ

うな八木先生の言動両方の激励がなければこの公表がなかったといっても過言ではない。ここに改

めて心から感謝したい。

　また私の力では解読・判読できない箇所については，京都産業大学講師の塘茂樹氏のお力をお借

りした。解読に多くの御協力を頂いたことに感謝しなければならない。

　そしてこの講義録の原資料を所蔵しているヴィーン大学図書館がこの公表を許して下さったこと

に感謝する。

　最後に公表の機会を提供して下さった一橋大学社会科学古典資料センター，とくに，いろいろと

お世話頂いた永井義雄教授に感謝したい。

　このような多くの御協力を得て公表の運びとなったとはいえ，ここに公表されるもの一切につい

ての責任はすべて私にあることはいうまでもない。

溝　端 剛

3



　　　PART　I

　　序　　　論

C．メンガーの財政学



序論

C．メンガーの財政学

1．Cメンガーと財政学

　ここに公表されるのは，ヴィーン大学図書館所蔵のC．メンガー（C．Menger，1840一ユ921）の

未公刊の1888年のヴィ．一ン大学での財政学講義の講義録（標題は“Finanz－Wissenschaft　von

Prof．　Carl　Menger．”「［同大学図書館蔵書目録皿398．505］であり，以下「1888年講義録」と略記

する。）のトランスクリプトである1）。

　その序論として，以下，この「1888年講義録」のもつ意義を，まずメンガー経済学の研究との

関連で，次に当時のハプスブルク帝国とくにオーストリアの国家・経済研究との関連で，述べるこ

とにしよう。

　C．メンガーについては，これまで，その経済学理論と方法論を中心に，議論されてきた。しかし，

K．トライ．ブら2）によって提唱された「経済学の制度化」1というドイツ経済学史へのアプローチ＝

大学での経済学教育のテキス’トに焦点をあてたドイツ経済学史の再構成＝にたってC．メンガーを

みた場合，彼の学問的中心には，経済学理論とならんで財政学が位置していたことがわかる。

　まず，C．メンガーと財政学との関係を，ヴィーン大学での彼の講義からみることにしよう。

ヴィーン大学での経済関係の講義目録については，すでに八木・池田両氏によって，紹介されてい

る3）が，それによれば，C．メンガーのヴィーン大学私講師就任後初めての講義は，「銀行制度と貨

幣制度」であり，それは『国民経済学原理』（1871年）を出版した翌年のことであった。さらに，

員外教授に昇進し．た1873年以降，退官する（1903年）まで，1874年を除き，彼は，毎年ほとんど

冬学期に「国民経済学」を担当している。そしてこの「国民経済学」と並行する形で，彼は，1875

年から1891年まで毎年夏学期に「財政学」を担当し，それに連続する形で，1892年から1903年ま

で毎年夏学期に「財政学，とくにオーストリアの予算立法を中心に」を担当している。この後者の

科目は，1895年以降はフィリッポヴィッチ（E．v．　Phillipovich，1858－1917）と並行して開講さ

れ，1904年以降はヴィーザー（F．Wieser，1850－1926）がC．メ．ンガーの後任者として担当する

ことになる。以上の〈「国民経済学」〉と＜「財政学」および「財政学，とくにオーストリアの予算

立法を中心に」〉のいわば2系列の講義（国民経済学と財政学）と並行する形で，というよりもむ

しろそれらを総合する形で，C．メンガーは，1875年から．1903年まで，夏学期・冬学期の相違はあ

るものの，1880年を除き，毎年「国民経済学と財政学のセミナー演習」を担当している。このよう

に，ヴィーン大学でのC．メンガーの担当講義は，その当初から，経済学理論と財政学を2本柱とし

て構成されていたことがわかる。・

　では次に，C．メンガーの学問的体系の中でその財政学がどのように位置づけられているかを見る
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ことにしよう。周知のようにオーストリア学派とドイツ歴史学派との間で展開された「方法論争」

の口火を切ることになった1883年の『社会科学，とくに政治経済学の方法についての研究』と，

1889年の「経済学の分類の根本的特徴」のなかで，彼の学問的体系を知ることができる4）。彼は，

「人間精神が経済現象の研究にあたって設定することのできる3つの主要課題」にしたがって，「人

間経済に関係する学問の全体」を3っの大きな群，つまり1歴史的な群，∬理論的な群，皿実践的

な群に分類している。その第一群に属しているのはく歴史的経済学（historische　Wirthschafts－

wissenschaften）〉であって，それは「国民経済現象の個別的本質と個別的連関」を研究し，叙

述する学問である。この学問には，「状態という観点」から接近する統計学と，「発展という観点」

から接近する歴史がある。第二群には，「国民経済現象の一般的本質と一般的連関（法則）」を研究

し，叙述するく理論経済学（theoretische　Nationa16konomie）〉が属している。最後の第三群に

属するのがく実践経済学（praktische　Wirthschaftswissenschaften）〉であり，それは．「国民経

済の領域での（事情の相違に応じた）合目的な行為にたいする原則」を研究し，叙述する学問であ

る。そしてこの実践経済学は，さらに，国民経済政策（Volkswirthschaftspolitik）と実践的単一

経済学（praktische　Singularwirthschaftslehre）に分類され，前者は「公的権力の側での「国民

経済」の合目的的な（事情に適した）・助長のための原則」を研究する学問であり，後者は「単一経

済の経済目的が（事情に応じて）最も完全に達成されうるにあたっての原則」を取り扱う学問であ

るとされる。そして，財政学は，実践的私経済学とともに，この後者の実践的単一経済学を構成す

るものであって，「国民のなかの最大の単一経済，政府の財政の，その他の財政権を与えられた経

済主体の，合目的的な，事情に応じた運営のための原則」を研究する学問と位置づけられている。

彼は，このように学問を分類した上で，〈理論経済学〉とく実践経済学〉の両方をもって，＜政治

経済学（politische　dekonomie）〉としている。したがって，彼の学問的体系の中では，財政学は，

理論経済学および国民経済政策とならんで，〈政治経済学〉の構成要素として位置づけられている

のである5）。

　もちろんこうした分類は，C．メンガ「に固有のものではない。19世紀前半のドイツにおいて，

当時主流となりっっあったA．スミス（A．Smith，1723－1790）の経済学と，伝統的なカメラリ

ズムの融合をはかり6），「新しい経済学」を展開する7）ことになつだK．H．ラウ（K．　H．　Rau，1792

－1870）以降のドイツの経済学者に共通したものであった。この点において，C．メンガーもその

K．H．ラウを源流とする新しいドイツ経済学の伝統のなかにいたといえよう。

似上，C．メンガーと財政学の関係をみてきたわけであるが，総体的なメンガー経済学の研究と

いう観点か・らすれば，彼の経済学理論を中心とした研究だけではなく，彼の財政学と経済政策論に

関する研究が，前者の研究と比較して蓄積が少ないだけに，なおさら，必要であると言えよう。そ

してこの後者の研究の欠落といっても過言ではない状況は，第ピ次文献の未公表という資料上の制

約によるところが大であったが，この制約は徐々にではあるが改善されつつある。

　たとえば，彼の経済政策論については，C．メンガーが，1876年1月から8月にかけて，フラン

8



ツ・ヨーゼフ　（Franz　Josef　I，1830－1916）の一人息子であるオーストリアの皇太子ルドルフ

（Ruddf，1858－1889）に行なった講義のノート（メンガーのノートではなく，ルドルフのノート

であるが，メンガーによって訂正が施されたノー’トである。このノートについては註9）の文献を

参照のこと。）が』1987年に解読され8），それをもとにした研究が発表されている9）。

　さらに，このルドルフのノートには，財政学に関する資料（Finanzwirtschaft且ber　Steuer血I

1876とFinanzwis6enschaft廿ber　Steuern皿1876）lo）も含まれており，直接税・間接税などにつ

いての議論が展開されている。しかし，これをもってメンガーの財政学を語るには，質・量ともに

不十分であろう。

　このような資料研究状況から判断して，C．メンガーの財政学に関する資料の公表が待たれるわ

けであるが，ここに公表される「1888年講義録」は，もう一つの（2種類の）未公表の「1890年

講義録」［ヴィーン大学図書館蔵書目録皿365£53，皿580．441］11）と合わせて，彼の財政学に関す

る研究にはもちろんのこと，彼の経済学に関する総体的な研究にとっても，重要な資料的価値があ

るものといえよう。

2．C．メンガーの財政学「1888年講義録」の構成と特徴

　「1888年講義録」の内容に言及する前に，その構成を一瞥することにしよう。

　「1888年講義録」は，115ページのページ付けがなされている本文と，その最終ページと次ペー

ジ（以後ページ付けなし）にわたって書き加えられた「国債（Staatsschulden）」と題された手書

きのメモと，最後の2ページにわたる目次から構成されている。この目次は，1概略的には，本文の

構成にそって後で付け加えられたものと思われるが，標題・標記・ページ・構成において，本来と

はやや異なっている。そこで，本文にそくした目次を作成すれば次のようになる。（＊印は巻末の

目次と異なっている箇所がある’ことを示す。）

＊序論（Einieitung）

　皿．財政学史（Geschichte　der　Finanzwissenschaft）

皿．文献（Literatur）

財政学の叙述（Darstellung　der　Finarlzwissenschaft）

　　1．経済の諸原理（Grundsatze　der　Wirtschaft）

　　H．国家経済と私経済との相違

　　　　　（Der　Unterschied　zwischen　Staats－und　Privatwirtschaft）

＊第一部（Erster　Thei1〈sic＞）

　＊予算制度（Das　Budgetwesen）

　　　1．概念（Begriff）

1

3

9

16

16

17

19

19

19
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　＊H．歴史的基礎（Geschichtliche　Grundlage）［標題のみ］

　＊皿．予算作成（Die　Bildung　des　Voranschlages）

　＊IV．予算の内容（Inhalt　des　Voranschlages）［標題のみ］

　＊V．予算の種類（Arten　des　Voranschlages）

　　＊A．総予算（Das　Brutto－Budget）

　　＊B．純予算（Das　Nettobudget）

　　＊C．通常予算（Das　ordentliche　Budget）

　　＊D．特別予算（Das　auBerordentliche　Budget）

　　＊E．共通予算（Das　gemeinsame　Budget）

　　＊F．帝国予算（Das　Reichsbudget）

　＊VI．国家財政における均衡（Das　Gleichgewicht　im　Staatshaushalte）

＊1．国家収入の．体系（Das　System　der　Staatseinnahmen）

＊1．

＊H．

＊皿．

＊IV．

＊V．

＊VI．

序論（Einleitung）

国家収入の歴史（Geschichte　der　Staatseinnahmen）［標題のみ］

レガーリエンと手数料との相違

（unterschied　zwischen　Regalien　u．　Geburen〈sic＞）

レガーリエンと間接税（Die　Regalien　und　die　indirecten〈sic＞Steuer）

異なる諸見解（Abweichende　Ansichten）

自治行政の財政制度と財政史

（Das　Finanzsystem　und　die　Finanz－Geschichte　der　Selbstverwaltung）

［標題のみ］

＊A．国家の経済的収入（Das　wirtschaftliche　Einkommen　des　Staates）

　　＊1．私経済的収入（Das　privatwirtschaftliche　Einkommen）

　　　　　国家の私経済的事業の経営

　　　　　　（Die　Verwaltung　der　privatwirtschaftlichen　Unternehmungen　des

　　　　　Staates）

　　＊2．国家経済的収入　賦課

　　　　　　（Staatswirtschaftliche　Einnahmen，　Auflagen．）

　　　　＊1．序論（Einleitung）

　　　　＊H．賦課の転嫁（Uber　walzung　der　Auflagen）

　　　　　a．　レガーリエン　（Die　Regalien）

　　　　　＊交通レガーリエン（Regalien　des　Verkehres）

　　　　　　＊1．貨幣鋳造権（Das　MUnzregal）

　　　　　　＊H．国家紙幣発行権（Das　Staatspapiergeld－Regal）．

20
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21
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28

28
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32

32
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40

45

53
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　＊皿．富くじ発行権（Das　Rottoregal）

　＊IV．郵便事業独占権（Das　Postrega1）

　＊V．電信事業独占権（Das　Telegrafenregal）

　＊U鉄道事業独占権（Das宜isenbahnregql）

消費レガーリエン（Verbrauchsregalien）．

　＊皿．塩専売権（Das　Salzregal）

　　　　　［田．はV皿．のミスであろう］

　＊皿．タバコ専売権（Das　Tabaksregal）

　　塩専売とタバコ専売との相違

　　（Der　Unterschied　zwischen　Salz・u．　Tabakmonopol）

a．手数料（Die　GebUren〈sic＞）

c．．．d税（Die　Steuem）

　1．直接税収益税＊算定税

　　　（Die　directen　Steuem．　Ertragssteuem．　Schatzungen〈sic＞．）

　　α．土地税（Die　Grundsteuer）

　　　　　ヒ　　　　オーストリアにおける土地税の発展

　　　　．（Die　Entwickhmg　der　Grundsteuer　in　Osterr．）

　　β．．家屋税（Die　Gebaudesteuer）

　　γ．営業税あるいは取得税

　　　　（Die　Gewerbe－oder　Erwerbesteuer〈sic＞）

　　δ．所得税（Die　Einkommensteuer）

　　　　個人所得税（Die　Personal・Einkommensteuer）

．2．間接税（Die　indirecten〈sic＞Steuem）

　　α．飲料税（Die　Getrankesteuer）

　　　　1．　ビール税．（pie　Bidsteuer）．

　　　　H．火酒税（Die　Branntweinsteuer）
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　以上の構成から留意すべきことは，まず第1に，標題だけで本文が展開されていない箇所が見ら

れるように，「1888年講義録」それ自体のもつ不完全性である。これが，C．メンガー自身に由来す

るものか，筆記者に由来するものか，は判定しがたい。これは講義録と呼ばれる資料一般に必ず付

随する問題でもあるが，ここではただ，．この「1888年講義録」の標題のみの箇所が，先に触れた

もう一つの2種類の「1890年講義録」12）でも，独立して展開されてはいないということだけを指

摘しておきたい。

　次に，「1888年講義録」．に見られるC．メンガーの財政学体系についてであるが，大別すれば，
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財政学史，予算論，国家収入論の3本柱から構成されているということがわかる。そのなかでも量

的に全体の8割が国家収入論に充てられているということが何よりも特徴的である。このことは2

種類の「1890年講義録」においてもまったく同様にあてはまる事柄であって，この点では，C．メ

ンガーの財政学体系の特徴と言っても過言ではないであろう。しかし，ドイツ財政学という観点に

立ってみた場合，この特徴は，C．メンガーの財政学に固有の特徴であったとは言い難い。たとえ

ば，C．メンガーと時期を共有してヴィーン大学で1861年から1885年まで毎年財政学を担当した

L．v．シュタイン（L．　v．　Stein，1818－1890）の『財政学教科書』（第3版，1875年）の構成をみ

ても，同様のことが言えるのである13）。ここには当時のヴィーン大学での経済学講義が官僚教育と

しての「国家学」の一部として位置づけられていた14）という事情が反映されているのを見ると同時

に，こうした国家収入論を重視するという特徴は，島氏が指摘されているように，「官吏養成のた

めに必要な大学の財政学講座と密接な関係」をもち，したがって「官僚の立場にたった財務行政論」

であったドイツ財政学一般に共通した特徴15）でもあった。C。メンガーの財政学講義も，広く，「官

吏養成のために必要な大学の財政学講座」という枠組みの中で行なわれていたのである。所与とし

ての国家経費をいかにして調達するかが当時の官僚に課せられた重要な仕事であったということが，

こうした財政学における国家収入論の重視という形をとっていると理解することができよう。

　さらに，その国家収入論のなかでもレガーリエンの占ある割合が比較的大きいということが，

L．v．シュタインとの比較においても，　C．メンガーの財政学の特徴として挙げることができる。

国家収入のなかでレガーリエンの占める割合が大きいということは，税制がまだ近代化されずに旧

制度をひきずっていることの証左であるが，後にみるように，このC．メンガーの講義が行なわれ

ていたのは，税制の近代化をめざしてオーストリアでさまざまな税制改革が行なわれていた時代で

あった。つまり，この近代化される前の当時のオーストリアの税制を客観的・具体的に講義した結

果がこうした特徴となって表われていると理解することができる。

　最後に，そのC．メンガーの国家収入論の構成をL．v，セユタインのもの16）と比較してみると，

まず，取り上げられている租税の種類の少なさや，先に触れたようにメモとして講義録に書き加え

られていることに象徴されているような国債論の取り扱い方をみれば，講義録と体系的著作という

ことからして当然のことかもしれないが，C．メンガーの国家収入論はかなり粗い構成になってい

ることは否定できない。ただここでは，間接税の分類について，L．　v．シュタインは関税を別にす

ると消費（飲食）税（Verzehrungss£euern）と奢修税（GenuBsteuern）に分類しているが，　C．

メンガーはこれに反対し，積極的にそうした分類を行なっていないということを指摘しておきたい。

というのは，C．メンガーは「1888年講義録」のなかで，「多くの著述家が消費税（Verbrauchs－

abgaben）を消費税（Consumsteuer）と奢修税（GenuBsteuer）に分類し，前者として肉税・パ

ン税・ビール税・ワイン税等を，後者として火酒税・タバコ税をあげている」ことに対して，肉を

例に取り上げ，肉は状況に応じて消費財にも奢修財にもなりうるとして，こうした分類は「完全に

間違っている」と批判している（S．108－S．109）からである。C．メンガーの頭のなかでは，こ
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の「多くの著述家！の一人にL．v．シュタインがいたことは確かであろう。

　また，以上のことと関連して興味深いのは，「1888年講義録」の学史部分である。これを通じて，

C，メンガー自身がその財政学講義を準備するにあたって，どういう経済学者を自らの視圏内に置

いていたかを知ることができるからである。これに関しては節を改あてふれることにしよう。

3．C．メンガーの財政学史

　「1888年講義録」ではS．3－S．16にかけて財政学史が展開されており，それは，アテネのクセ

ノフォンではじまり，A．ワグナー（A．H．　G．　Wagner，「1835－1917）で終わるという構成になっ

ている。ここでは絶対主義期からA．ワグナーまでの彼の議論の流れを概観することによって，財

政学者メンガーの視圏を考察することにしたい。

　C．メンガーはまず絶対主義への移行期の経済学者としてC．クロック（C．Klock，1583－1655）17）

とV．L．ゼッケンドルフ（V．　L．　Seckendorf，1626－1692）をあげ，「最低生活費（Existenz　Mi－

nimum）」という考えを初めて表現したC．クロックのなかに「財政制度の絶対主義時代への移行」

を見るとともに，V．L．ゼッケンドルフをその『．ドイツ王侯国家』（1656）をもって「絶対主義の

先駆者」として位置づけている（S．10－S．11）。

　絶対主義期の経済学者としては，まず，W．v。シュレーダー（W．v．　Schr6der，1640－1688）の

『王侯財政論』（1686）が取り上げられ，C．メンガーは，彼のなかに「絶対主義」と同時に「啓蒙

的絶対主義への移行」を見ている。そしてその「啓蒙的絶対主義のオーストリアの主要な代表者」

として取り上げられているのが，J．　H．　G．　v．ユスティ（J．　H．　G．　v．　Justi，1705－1771）とJ．　F．

v．ゾンネンフェルス（J．F．　v．　Sonnenfels，1732－1817）である。とはいっても，　C．メンガーは

ゾンネンフェルスの『行政，商業および財政の原理』（1776）・については「その見解はユスティと

同じである」　というだけで，ほとんどユスティのマリア・テレジアに捧げられた　「国家経済学』

（1755）とフリードリヒ大王に捧げられた『財政体系』（1766）に議論を集中させ，ユスティは「ド

イツ財政学の発展にとって大きな重要性」をもらていると位置づけている（S．11－S．12）。

　それに引き続いて，C．メンガーは1土地単一税を展開した重農学派＝ミラボー（Mirabeau，

1715－1789）と，A，スミスのいわゆる公平・明確・・納税の便宜・徴集費の節約からなる「4っの

課税原則」に言及している。そのスミスの弟子としてのJ．B．セー（J．　B．　Say，1767－1832），さ

らにはD．リカ晶ドウ　（D．Ricardo，1772－1823），　J．S．ミル（」．．　S．　Mill，1806－1873），マカ

ロック（McCulloch，1789－1864）の著作が列挙されている。ここでC．メンガーは，「ドイツでは

財政学はスミス以前にかなり発展していた」とコメントしている（S．12－S．14）。

　こうした英仏の自由主義的経済学についての言及の後に，ゾーデン（G．F．　J．　H．　v．　Soden，

1754－1831），ロッッ（J．F．E．　Lot署，1771－1838），．ヤコブ（L．　H．v．　Jakob，1759－1827），マ

ルフス（C．A．　F．　v．　Malchus，1770－1840）の著作が列挙されているが，そのなかで，　C．メン
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ガーは，周知のように1820年代にカント哲学の影響を受けながら伝統的なカメラリズムにA．ス

ミスの理論を融合しようとしたヤコブめ『国家財政学』（1821）についてふれ，それが「K．H．ラ

ウの著作の基礎」となっているとしている（S．14）。

　C．メンガーがこの学史部分で最も高く評価しているのは，そのK．』H．ラウの「財政学』

（1832）である。簡潔ではあるが「推薦できる最良かっ最も明瞭な著作」というのがその評価であ

る（S．15）。

　そして最後に最も最近の経済学者としてA．ワグナーが取り上げられている。彼については，財

務行政の目的に，「社会的目的」の追求・「自己の社会プランの実現」を付け加えたとしている。

そしてこの「社会主義者」A．ワグナーが「自由貿易主義者」K．H．ラウの先の著作を編集したこ

とにより，K．H．ラウの著作は“anderen　Character”を1もつに至ったと述べている（S．15）。

　これ以外にもウムフェンバッハ（Umpfenbach）や「租税転嫁論の研究に大なる貢献」18）をした

ホック（C．v．　Hock）などが，著作だけではあるが，列挙されている。その他の19世紀後半のド

イツ財政学を代表する経済学者についていえば，L．v．シュタインはこの学史部分では名前だけが

挙げられているにすぎないが，「賦課」のところで（S．51－S。54），彼の議論について言及されて

いる。ただC．A．ディーッェル（Dietzel，1829－1894）と1868年から1870年までヴィーン大学

教授であったA．E．シェッフレ（Schaffle，1831－1903）が取り上げられていないのが意外である。

　以上，「1888年講義録」にみられる絶対主義期以降のC．メンガーの財政学史を概観してきたわ

けであるが，ここでは，さしあたり，財政学者C．メンガーにとって，ユスティ，K．H．ラウ，　L．

v．シュタインの3人が重要な経済学者であったということができよう。

4．C．メンガーの財政学と税制改革の時代

　最後に，C．メンガーの「1888年講義録」のもつ意義を，当時のオーストリアの政治経済社会状

況との関連で，考えることにしよう。

　周知のように，19世紀ヨーロッパは19），イギリス・フランス・ロシア・プロイセン（ドイツ）・

ハプスブルク帝国の5大国家が支配した時代であると同時に，19世紀初めのナポレオン戦争を一

つの契機として始まるナショナリズムの時代でもあり，大陸では特にそのナショナリズムの高揚に

より各国・各民族が闘争に明け暮れた時代でもあった。その結果，それは，ある意味では，各国が，

生き残るべく，さまざまな近代化の改革を行ない，確固たる近代国家どしての骨格を築き上げてい

こうとする時代でもあった。

　19世紀後半のハプスブルク帝国史に焦点をあてれば，1848年の革命と反革命，1853年のクリミ

ア戦争，1859年のイタリア戦争，1864年のデンマーク戦争，1866年の普填戦争，そして1867年

のドイツからの追放・イタリアにおける支配権の喪失，「妥協（Ausgleich）」によるオーストリア

＝ハンガリー二重帝国への変形，そして，1引き続くその後の国内の民族問題，などがその主要な政
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治的・軍事的経験としてあげることができる。

　こうした諸問題に対してオーストリア国内では近代的立憲国家に向けてのさまざまな政治的動き

が見られた。1867年以降に限ってみれば，「最初のブルジョア内閣」でありドイツ人自由派からな

るカルロス＝アウエルスペルク内閣（1867年）による自由主義的改革，ホーエンヴァルト内閣

（1871年目のもとでの商務大臣A．E．シェッフレによる連邦主義（諸民族の平等）政策・選挙権

の拡大・広範な社会改革の導入，「1ドイツ人自由派からなるブルジョア内閣」であるアドルフ＝ア

ウエルスペルク内閣G871年）によるドイツ人偏重政策，このドイツ人偏重政策に対する批判と

1873年恐慌によるドイツ人自由派の支持基盤の動揺の結果として生まれた保守派と教会派の支持

を受けた「妥協の名人」ターフェの内閣（1879年～1893年）による諸民族を「おだや力臓不満の

状態」におく「均衡」政策というように，その国内政治は，民族問題・立憲政治の導入を中心に展

開されていったといえよう。

　しかしこれらの19世紀後半の一連の動きを財政的視点からみれば，これだけの相次ぐ戦争とそ

の敗北ということだけを取り上げても，オーストリアが財政の疲弊という問題と無関係でいられる

はずはなかった。たとえば，1853年のクリミア戦争一っを取ってみても，オーストリアはフランツ

・ヨーゼフの武装中立政策により「破滅的な支出」を強いられたのであった20）。そして1848年以

降のオースト．リアの国家財政21）を見れば，1867年の「妥協」（＝パンガリー財政の分離）等により

1868年から1873年までは一時的に財政黒字を経験するが，1873年の経済恐慌をきっかけに黒字幅

が減少し，1876年以降1888年まで1886年を除いて再び財政赤字が続いている。総じて，この間（1848

年～1888年）は，慢性的に赤字基調であったということができる。そしてその後（1889年～

1908年）は一転して黒字基調で推移しているが，この赤字基調から黒字基調ぺの転換は，1880年

代の間接税改革さらには1890年代の直接税改革といった一連の税制改革がオーストリアで行なわ

れた結果であった22）。この点からすれば，19世紀後半とくに80年代から90年代にかけては，オース

トリアにとって，近代国家にふさわしい税制を確立しようとする税制改革の時代でもあっためであ

る23）。

　このようなオーストリアの政治経済社会状況をC．メンガーという個人から捉え直すと，まず，彼

の兄のM．メンガー（M．Menger，1838－1911）が，リベラルな国会議員として，このオーストリ

アの税制改革の中心にいたことを考えれば，C．メンガーにとってもこの税制改革問題は非常に身

近な問題であったことは容易に想像できる。兄のM．メンガーは，1874年に設立された「税制改

革委員会」の一員として，議会自由党の領袖であるプレーナー（E．v．　Plener，1841－1923）とと

もに，国家財政の確固たる基盤を確立するために個人所得税の導入を中心とする直接税の総合的改

革を，提案している。最終的にこの税制改革案が可決されるには1896年まで待たなければならな

かったが，その間，M．メンガーは1891年から1896年まで「税制改革委員会」の委員長として，またプ

レーナーは1893年から1895年まで大蔵大臣としてこの税制改革に積極的に貢献していた。M．メン

ガーはプレーナーとともにオーストリアの税制の近代化の最前線にいたのである24）。
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　さらに，大学で財政学講義を行なっていたC．メンガー自身にとっても，直接的に，この税制改

革の動きは，重要な関心事であったに違いない25）。1874年には収益税と個人所得税とを組合わせ，

独立した土地税・家屋税・取得税・資本利子税を導入しようとする提案がなされた（S．107）こと

や，自由主義者および政治家（die　Staatsmanner　u．　die　libera董e　Partei）が資本の利害を擁護し

て間接税に賛成し，直接税を間接税に変えようとしているのに対して，社会主義者および大衆

（die　Socialisten　u．　die　groBen　Massen）は，一般的個人所得税に賛成している（S．108，　S，110）

といった指摘が，「1888年講義録」に見られるが，これらは当時のオーストリアの税制改革を踏まえ

た議論であることはいうまでもない。

　以上，C。メンガーと当時のオーストリアの政治経済社会状況との関わりをみてきたわけである

が，オーストリアが近代国家にふさわしい税制を確立しようと努力していた税制改革の時代のまっ

ただ中で，C．メンガーは国家収入論（租税論）に力点を置いた財政学講義を行なっていたのであ

る。

　とはいってもこの「1888年講義録」は，論争的なものでも抽象的なものでもない。全体として

は，オーストリアの財政・税制についての客観的な叙述が大部分を占めている。たとえば，1849年

の所得税法や1869年の新土地税法などに言及しながら，土地税，家屋税，所得税め歴史などが，

おもに18世紀から1880年代の初め（1882年頃）までを対象に，語られている。これも，すでに

ふれたように「官吏養成のために必要な大学の財政学講座」という枠組みのなかで講義が行なわれ

ていたことを想起すれば，当然のことであって，「1888年講義録」に論争を求める方が間違ってい

るといえよう。

　この「1888年講義録」は，このような性格をもったものであるがゆえに，見方を変えれば，オース

トリアの財政・税制についての資料を我々に提供してくれているということができるのである。こ

のC．メンガーの「1888年講義録」は，ちょうど，A．ワグナーの『財政学』がプロイセン（ドイ

ツ）の財政に関する資料を提供してきたように，「1890年講義録」と合わせて，オーストリアの財

政・税制研究に対して価値ある資料を提供していると同時に，オーストリア学派の生誕の場へと

入々を導き入れる入口の一つであることはまちがいないであろう。
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　　ヴィーン大学図書館の蔵書目録の記載事項に基づき，「1890年」の講義録と呼ぶこ・．とにする。しかしその

　　内容からするとその成立年代を1890年とすることについては疑問がある6た．とえば，．1890年のイン

　　グランドの歳入・歳出の資料が両講義録に共通して出てきている（［皿1365．653］S．36，［皿580．441］

　　S．53）こと，さらには正891年の資料も見られる（［皿365．653］S．132，［皿「580．441］S．188）ことだけ

　　をみても，少なくとも，1890年よりも後の講義録だと判断せざるをえない6とすれば，すでにみたように，
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　　C．メンガーが「財政学」の講義を担当したのは1891年の夏学期までであり，それ以降は「財政学，とく

　　にオーストリアの予算立法を中心に」を担当していることから，これらは，後者の「財政学」講義の記録

　　だと推定するのが妥当だと思われる。

12）この2種類の「1890年講義録」（皿365．653：全i84ページと皿580．441：全256ページ）には目次はない

　　が，参考までに，本文にある標題から目次を作成すれば，次のような構成になっている。またこの両講義

　　録の構成比較から明らかなように，この2っは，メンガーの同一講義の，別々の2人の筆記者による講義

　　録であると言えよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿365．653　皿580．441

　序論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．1　　　S．1

　財政学の補助科学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　6

　財政学における理論と実践関係，およびこの学問あ実生活に対する大きな　　　　7　　　　　9

　重要性

　財政学の実践的意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　11

　財政学史　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　12

　財政学自体の叙述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　27

　　国家財政，その制度，およびその特殊性

予算制度

　さまざまな種類の予算

　国家財政における均衡

　今日の財務行政の一般的特徴

国家収入の理論

　概説

　租税の区分

　個々の国家収入の相互関係

　1　国家の私経済的収入

　　　国有地行政の方法

　H　国家経済的収入

　　　　強制分担金，賦課

　　A　一般論

　　　賦課の転嫁

　　B　国家経済的収入論：特論

A　レガーリエン

　1　貨幣制度のレガーリエン

　　　1　貨幣鋳造権

　　　2　銀行券・国家紙幣発行権

　　　　国家紙幣制度の歴史

　■　交通レガーリエン

　　　1　郵便事業独占権

26

28

34

35

36

38

40

42

52

55

71

78

79

83

87

90

37

40

49

52

53

　　56

　　59

　　62

［該当標題なし］

　　82

104

113

115

120

127

130
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　　　　　郵便制度の歴史

　　　　　郵便料金制度の発展

　　　　　郵便事業の収益

　　　2　電信事業独占権

　　　　　料金制度の発展

　　　　　電信事業の国際的規制に向けての努力

　　　3　鉄道事業独占権

　皿　消費レガーリエン

　　　1　塩専売権

　　　　　徴収形態

　　　　　塩専売権からの収入

　　　2　タバコ専売権

　　　　　タバコ制度の徴収形態

　　　　　塩専売権とタバコ専売権の制度における相違

　　　3　富くじ発行権

　　　その他のレガーリエン

　　　硝石レガーリエン

B　手数料論

　　手数料の歴史的発展

　　オーストリアにおける手数料制度の歴史

　　手数料の種類

　　1850年の手数料法に関する概説

　　1840年の税法

　　軍事手数料あるいは防衛手数料

C　租税論

　　専門用語

　　a　算定税

　　　1　土地税

　　　　　土地税制度の歴史

　　　　　1869年の土地税法

　　　2　家屋税

　　　　　家屋税の免除

　　　　　家屋税の収益

　　　3　取得税

　　　　　オーストリアにおける取得税の収益

　　　4　資本利子税

　　　5　賃金所得税

　　　　　純個人所得税

　　　　　　　　　　　　　　　　一19一

　　91

　　93

　　97

　　98

　100

　102

　103

　106

　108

　111

　112

　113

　116

　117

　121
［該当標題なし］

　122

　122

　125

　128

　129

　131

　132

　133

　135

　135

　142

　147

　148

　154

　155

　156

　162

　163

　165

　166

　132

　134

　140

　141

　145
［該当漂題なし］

　148

　153

155

159

160

162

166

168

173

174

174

175

178

182

184

187

189

190

192

193

202

209

211

219

219

220

229

230

233

235



　　　　　　　b　消費税あるいは支出税　　　　　　　　　　　　　　　　　169

　　　　　　　　支出税の形態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　170

　　　　　　　　支出税の国民経済的影響　　　　　　　　　　　　　　　　　172

　　　　　　　　砂糖税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　173

　　　　　　　　砂糖課税の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　173

　　　　　　　　ビール税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　176

　　　　　　　　火酒税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　179

　　　　　　　　石油税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　181

　　　　　　　　印紙形態における間接税　　　　　　　　　　　　　　　　　　182

　　　　　　　　1829年の一般的飲食税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　183

13）L．v．　Stein，五θ加伽魂dθr　FZηα鵜漉ssθηso加≠彦，3．Aufl．，1875を参照。

　　国家経済理論，第1篇本来の国家経済，第2篇国家支出，

　　ていて，全840ページのうち700ページ弱が第3篇の国家収入論に充てられている。

14）八木紀一郎，『オーストリア経済思想史研究』，名古屋大学出版会，1988年，p．225．

15）島　恭彦，『財政学概論』，岩波書店，1977年，p．15－p．21．参照。

　　ワグナーの財政学体系とを比較して，「経費論のウェイトが軽く，重点は収入論，

　　　　　　この第3版は，

第3篇国家収入と財政学という構成になつ

　238

　239

　242

　243

　244

　248

　251

　254

　254

　255

序論財政学と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このなかで島氏は，A．スミスとA．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とくに租税論におかれて

　　いる」ということをもって「ドイツ財政学の一般的特徴」として捉えられている。（p．17－p．18．）

16）L．v．　Stein，　op．　cit．チL．　v．シュタインの国家収入論（第3篇のH）は次のような構成になっている。

　　　国家の経済的収入：国有財産とその収入，レガーリエン，手数料

　　　租税：直接税　A収益税：土地税，家屋税，資本利子税

　　　　　　　　　　B取得税：営業税，職業税，企業税，流通税（印紙税）

　　　　　　間接税　A消費（飲食）税

　　　　　　　　　　B奢三二：飲料税（ワイン税・火酒税・ビール税），砂糖税，タバコ税，新聞税

　　　　　　　　　　C関税　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　所得税

　　　公債：財政信用，国債制度：A国債の制度，B国債行政

　　　またし．v．シュタイン（第5版1885－1886）の国家収入論については，シュタイン，神戸正一訳，『財

　　政学序説』，1937年，有斐閣の「訳者序説」p．24－p．33．を参照。

17）C．クロックは，L．　v．シュタインによって本来的な財政学展開の出発点という評価を受けている，いわゆ

　　る前期カメラリストである。池田浩太郎・大川政三，『近世財政思想の生成』，千倉書房，1982年，p．43．

　　ならびにL．v．　Stein，“Zur　Geschichte　der　deutschen　Finanzwissenschaft　im　17．　Jahrhqndert”，　in：

　　F伽鵜過ro伽，1，Jg．，1884，　S．29．を参照。

18）高木壽一，前掲書，p．276．

19）矢田俊隆「ハプスブルク帝国と民族問題」，「世界歴史20』，岩波書店，1979年，p．115－p．154を参照。

20）ハンス・コーン，稲野・小沢・柴・南塚共訳，『ハプスブルク帝国史入門』，恒文社，1982年，p．58．

　　さらに，財政赤字の原因としては，この戦争以外の要因も考えられる．たとえば，フランツ・ヨーゼフに

　　よる’「大規模な都市改造」（1857年に「都市拡張委員会」が設置され，その後約30年にわたって行なわれ

　　た，中世以来の城壁の撤去・リングシュトラーセの建設・公共施設の建築などのウィーンの再開発）や，
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　　ドナウ運河建設（1871年より始められたドナウ河治水対策）などがあげられる．これらの点については，

　　加藤雅彦，『ドナウ河紀行』，岩波新書，1991年，p．41．および森本哲郎p『ウィーン』，文藝春秋，1992年，

　　第7章・第13章を参照

21）八木紀一郎，『オーストリア経済思想史研究』，p．66の表3－1を参照。

22）佐藤勝則，・「国際金本位制とオーストリア・ハンガリー帝国主義の史的展開」，『西洋史研究』，新輯15号，

　　p．132－p．133を参照。

23）この時期のオーストIjアの税制改革については，　G．　GroB，“Steuerreform”，　in：E．　Mischler／J．　Ulbrich

　　（Hrsg．），0¢s彪㎜∫醐s腕θs　S伽’sωδπθ7伽碗，1．　Aufl．，2Bd。，　Wien，1897，　S．1158－S．1176を参照の

　　こと。また税制改革問題はなにもオーストリアだけの問題ではなかった。プロイセン・ドイツにおいても，

　　租税制度を資本主義的に改革するという問題は19世紀後半における主要な歴史的課題であった。（木村元

　　一，『財政学』，春秋社，1949年，第4章を参照。）また，ドイツのビスマルクの税制改革（間接税・保護

　　関税重視）に対するドイツ・リベラリストの態度については，J．F．　Harris，五S’嘱y勿孟勉跳θoηαπ4

　　肋。’乞cg（ゾ0¢㎜αηL必θπ彦Zお勉一E4παπ！ムαs舵鴬1829－1884，　University　Press　of　America，1984，の

　　VI．を参照のこと。進歩党→国民自由党→自由連合という政治的経歴を持つドイツ・リベラリストのE．ラ

　　スカーは，社会改革に必要な財源として，「経済的に不平等な負担であるだけでなく政治的にも差別的であ

　　る」間接税ではなく，直接税とくに所得税中心の税体系を提案している。（pp．96－97．）

24）以上のM．メンガーの税制改革活動については，K．　Yagi，“Max　Menger’s　Liberal　Position”，　in：7物

　　ゆ。あ翫勿硲吻Eooηo〃3¢o　Rθ加。ω，　Vol．　LXI，　No．1，Whole　No．130，　p．2－p．6を参照。

25）1879年の冬学期に私講師としてヴィーン大学で「国民経済学」の講義を行なったべーム隔バヴェルク

　　（B6hm＝Bawerk，1851－1914）が，次年度の冬学期には「オーストリアの税制改革」についての特別講義

　　をしたいという提案を（それは彼がインスブルック大学に招聰されたために実現しなかったけれども）文

　　部大臣に行なっている。（S．Tomo，‘B6hm＝Bawerk’s　Innsbruck　Lectures’，　p．3，　in：S．　Tomo，

　　（ed．）“Earlier　Lectures　on　Economics　by　B6hm＝Bawerk”（S伽4y　Sθ惚s　13．　Center　for　Historical

　　Social　Science　Literature，　Hitotsubashi　University，1987．）まさに大学においても税制改革問題はhot

　　issueであったといえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（みぞばたたけし京都大学研修員）

一21一



PART ll

Finanz-Wissenschaft

von

Prof. Carl Menger



［凡例］

1．ここに公表されるのは，ヴィーン大学におけるC．メシガーの1888年の財政学講義の講義録：

　　翔ηα鵤一例ssθηso加ガσoηP呵．　CαγZ！吻ηgθ7（ヴィーン大学図書館蔵書目録皿398．505）の

　　　トランスクリプトである。

2＝原文に忠実であることをトランスクリプションの基本原則とした。

3．講義録のページはくs．学で豪わし，そこからそのページが始まることを示している。

4．E ｺ線部はラテン筆記体で書かれているところを示している。

5．

6，

7．

8．

9．

（）は，講義録によるものである。

〔〕は，講義録に後に書き加えられたものであることを示している。

（A）〔B〕は，Aに（）が付け加えられた上で，　Bが書き加えられていることを示している。

［］は，編集者による補足を示している。

【】は，単語を単位に，判読不可能であることを示している。ただし【】に？がついている

ものは，誤解を恐れずにできる限り判読しようとした結果であることを示している。

10．講義録で使用されている主な省略形については次の一覧を参照のこと。

盃

1．

tg．

sg．

rg．

99．

ng．

lg。

gbg．

sch．

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

bestif五ten：bestimmten，　Eink6而en：Einkommen

量tal．：italisch，　wirtschaftl，：wirtschaftlich

Verwaltg．：Verwaltung，　Bedeutg．：Bedeutung

Auffassg．：Auffassung

Besteuerg．：Be串teuerung，　Regierg．：Regierung

Befrie4igg．：Befriedigung，　Rechtfe至tigg．：Rechtfeltigung

Erscheing．：Erscheinung，　Berechng．：Berechnung

Erf且llg．：．　ErfUllung

Gesetzgbg：Gesetzgebung

Staatwirtsch．．Staatwirtsch，aft

SOgen．：SOgenant

besond．＝besonderns

insbes．：insbesondere

resp．：respektive

pr．・per

r6fn．：r6misch

franz6s．，franz．：

Osterr．：Osterreich

6sterr．：6sterreichisch

Frank．：Frankreich

franz6sisch

Art．：Artikel

verschied．：verschieden

6konom．：6konomisch

beziehungsw．：beziehungswe量se

Einkommenst．：Einkommensteuer

Grd．：Grund

Ges．：Gesetz

Jahrhdte．，Jhrdt．：Jahrhunderte

J．：Jahr

V．：von
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　　Eng．：England　　　　　　　　　　　　　　　　R．：Recht

　　Deutschld。：Deutschland　　　　　　　　　kr．：Krone

　　Hktlr。：Hektoliter　　　　　　　　　　　　　Fl．，fl。：Florin

　　Ctr．：Zentner　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pf．：Pfund

　　wol：wohl，　zalen：zahlen，　zalen：zahlen

11．講義録では［k］，［z］が［c］で，［ier］が［ir］で，［t］が［th］で表記されている場合が多い。原

　　文において文法および単語のつづりで間違っていると思われる箇所だけでなく，このような現

　　代ドイツ語のつづりと違っているものについても，原文のままであることを示すために，その単

　　語の後に＜sic＞と表記した。
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                             Finanz-Wissenschaft

                                    von
                              Prof. Carl Menger.

                                  EiRleitung

Die politische twonomie ist die theeretiseh practisehe Wissensehaft von der Volkswirt-

schaft. Sie besteht alls drei Teilen : 1) 'Iheoretische National=(}konomie, theoretische

Volkswirtschaftslehre, die das "esen und die Gesetze der Volkswirtschaft enthalt. 2)

Volkswirtschafts=Politik od. Volkswirtsehaftliche Verwaltungslehre,die die Grundsatze

lehrt , nach denen eine Regierung aip zvveekmdeigsten die F6rderung der Volkswirtschaft

betreiben kanfi. 3) 'Bie Fifianz-Wissensch'aft oder Staatswirtschaftslehre, d. i. die WisseR-

sehaft von defi Grundsatzen zur zwecknaBigsteR Einrichtung des Rechtshastshaltesi'.

Der Staat hat so gut wie der Eifizelne seifie bestifiten Zwecke, die Staatszwecke. Zur Er-

reichung dieser Zwecke bedarf der Staat wie jeder Einzeine eines Einkomfnens,einer Ver-

waltg. und einer zweckuaBigen Alisgabe dieses Einkommens. bie Gesammtheit<sic> der be-

dingtsngen<S.2> und Ordnungen aller Aufgaben und Arbeiten zur ErreiehuRg dieses Zweekes

nenfien wir bei dem Einzelnen die Wi'rtschaft, bei dem Staate die Staatswir'tschaft. Die

Staatswirtschaft ist somit die auf die I)eckui}g seines Guterbedarfes gerichtete Tgtig-

keit des Staates. Die Definition der Finanzwissenschaft naeh der herrschendeR detttschen

Auffassg ist also diese : Die Finanz=WisseRschaft ist die Wissenschaft,veelche ufis die

'allgemeinen Grllndsatze lehrt , nach we!ehen eine fegierung oder ein Staat seinen llaus-

halt seine Staatwirtsch. am zvteckmEBigsteft einzurichten vermag.

Andere verwandte Wissenschaften sind :

Die FinaA esetseskunde , lehrt uns die auf den Staatshallshalt bestlfiter tander bezdg-

liche Gesetzgebung kennen ; z.B. die 6sterreiehische, die englische u. a

Die Finanz-Statistik hat die Aufgabe- llns den ZttstaRd der einzelfien Finafizen in deR
                                       '                                      'eifizelnen Landern darzlllegetu '-
Die Finafiz--Geschichte enthalt die Entwick!ung des Staatshaushaltes 'in den einzelnefi

Landern.

In betreff der unwichtiger Definitionen der Finai)zeft ware zu bemerken : Man faBte frth-

her die Finanz-Wissenschaft in einem viel' engeren Sinne auf und sagte: die Finanz-Wis-

senschaft lehre uns die Grunds6tze, nach welchen der Staat aJR zweckuasigsten sich seine

Einnahgien verschafft.-(Sonfienfels,Malthus<sie>2'.)Das war in den Epochen des audersteR

Absolutismus. Das ist nicht richt'ig ; denn ein Staat kann noch so hohe Ei-nnahmen haben

und dennoch nicht gute finafizielle Stel!ung einnehmen.Die EinRatuRen mtssen aiich zweck-

maBig verwaltet und ausgegeben werden.Daher muB auch die Lehre von den Ausgaben in be-

tracht gezogen werdefi.

                   <S.3>R.beschichte der Finanzwissenschaft.

Das Alterthuik<sie> liefert uns' sehr weRig beachtenswertes. Wir 'haben eilt einziges
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Schriftchen<sic> itber die Finanz-Wissenschaft aus dem Alterthume<sic>, namlich Xeno-

phonstut E cDv oEo6vauchpmt tlbAthimgennant,woriner
den Athenern Ratschlage erteilt, wie sie am zweckmaBigsten den Staatshaushalt refer-
miren<sic> k6nnten. Ferner besitzeR wir eiB Pseude-Aristetelessches Werk otrcovoxLerc6g

lops und endlich einige Andelltungen bei wwDemosthenes Sokrates u. ,Cicero. Die wichtig-

ste Quelle ist das cor us 'ur. civ. Wol<sic> aher hatte die Gesetzgbg. des Alter-
thumes<sic> groBen EinfluB allf die Gesetzgbg. des Mittelalters geUbt. Die Steller spie-

lte eine groBe Rolle und in dieser beziehung sind die Griechen - R6mer mustergiltig

<sic>. Die mittelalterlicheR Kaiser u. K6nige nannten sich Nachfolger der r6mischen u.

die Steuern, welche im cor . 'ur. civ. aufgezeichnet waren, zu verlangen,hielten sie sich'

far berechtigt. Im Alterthume<sic> waren die Steuern nie etwas regelmaBiges, stabiles,

sie wurden aufgeschrieben, wenn ein Krieg auszubrechen -drohte, war der Krieg zu Ende,

wurde das triblltum,sogar zureckerstattet. Es war also eine Art Darlehen. Was das MiV

telalter betrifft, so hatte sich noeh ztt keiten Karl d. GroBen ein bannus entwickelt,

ein Heer, zu welchem alle Freien einberufen wurden. Sein Nachfolgerhatte ein eigentim-

iiches System eingefahrt. Die eroberten tander w"rden,an Personen gegen erbliche Ver-

pflichtung zn Heeresdiensten ausgegeben. Dadurch ist e'in Vasallenheer u. der Feudal-

staat entstanden. Die gr6Beren Vasallen ubergeben einen Teil ihrer Lande･r an Sub=Va-
sallen, wodurch eine f6rmliehe Organisa:tion des Vasallenverhaltnisses entstand. Dib an-

deren Staaten haben dann dieses System der Karoli er nachgeahmt.

<S.4>Jeder Vasall hatte auf seinera Territorium dieselben Pflichten zu erfif11en,wie der

FUrst auf dem Seinigen, er hatte Recht zu sprechen,J"stiz u.Polizei ztt handhaben u.s.w.

Der Vasall konnte daher auch nicht zu Steuern herangezogen werden,weil fthr sein Terri-

torium der Fthrst nichts geleistet hatte. Steuern zu zalen<sic>, galt damais als kichen

der wirtschaftlichen AbhEngigkeit,der Unfreiheit.. Der freie Mann zinst niehts" , hieB

es damals,weil jeder freie Mann auf seinem Territorium die Aufgaben zu erfUllen hatte,

die heutzutage staatliche Aufgaben sind. Wenn er einzelne Leistungen dem F"rsten darr

bot,so waren es solche, die aus dem Vasallen=Verhaltnisse erfolgten. So gaben z.B. die

Vasallen, wenn eine Tochterder FUrsten heiratete, Geschenke zur Aussteuer, woraus sich

spater eine Steuer entwickelt. (Heute in England.) Oder wenn der FUrst in Not war oder

gefangen vvurde, waren die Vasallen gleichsan verpflichtet,ihn auszu16sen, ihm aufzuhel-

fen. Eine eigeRtliche Verpflichtung dazu bestand nichts, sondern es war mehr ein Act
der btgRgygle!!Lie l nt . Der Staatshaushalt des Mittelalters fiel daher mit dem fUrstlichen

Haushalte zusamen. Kar1 des<si¢> GroBen Staatshaushalt entsprach dem eines GroBen von
Heute; er verwaltete seine G"ter, und zog die sogeR. Feudalre alien ein. Er hatte eine

Instruction<sic>, die gl}!!it!g!jt 1ar d vill s Uber seine G"ter erlassen. Es war also eifie

Privatwirtsehaft.

Je weiter der Feudalstaat zerbr6ckelt wurde,desto raehr waren.die F"rsteR gen6tiget, die

Treue der Vasallen durch groBe finanzielle Qpfer erkaufen zll m"ssen,insbesondere durch

Abtretllng von BesitzuRgen. Ein Umschrung trat mit dem Untergange der Feudalheere <S.5>

ein. Die Vasallen konnten im entscheidenden Momente die Treue kifndigen, wie beispiels-

weise Heinrich der L6we vor der Schlaeht bei Lswo . Die Feudalheere hatten thberhaupt.
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einen starken Zllsamenhangi Ihr Kern bestand in sehwer bewaffneten Reitern,･ welche den

gew6hnlich leicht bewaffneten FuBtruppen nicht Stand halten konnten. (Sehlacht bei Mar-

g@!g:t!iglg!!h ,TUrkenkrie s.) Es trat daher eine f6rmliche Revolution ira Heerwesen ein. Die

Feudalheere konnte･gegen･leichte FuBtruppen nieht auswichten, daher entstanden aberall

k6nigiiche FuBtruppen , welche ' nicht aus dere Feildalheere entnommen Wurden , die sogen.

S61dnerheere.

Kar1 V. hatte in seinem Kriege mit Franz deta I. bereits Laxidsknechte, eine Art Soid-

truppen, welche fUr Geld- kagrpften.-Im 16 Jahrhdte.wurde dies allgeme!n u. estrittieine
neue Epoche des Heeres u. auch des Finanzwesens ein. Jetzt waren die FOrsten ohne Ar-

meen ungeneigt, Truppen zu ,mieten,･ die sie bezalen<sic> muBten, ohne die Mittel dazu zll

haben.AuBerdem entstand zu derselben heit ein hoher Luxus -ltach dem beispiele der fran-

z6sischen u. ital. K6nige wahrend die Filsten bis dahineinfachen Haushalt fUhrten.

Aueh die sonstigen Aufgaben des Staates wurden intensiver, besond. die Verwaltung. In

Folge dieser Ursachefi ,entstand ein Widerspruch zveischen Staats-Einnahmen u. Attsgaben.

Die Folge war,daB die'Fursten allenthalben sich gezvtungen sahen, ihre Finanzen' zu ver-

bessern, sie waren bestrebt,neue Hilfsq"el!en des Staa;tshaushaltes zu er6ffnen. Aller-

hand Mittel wurden versucht. Die DomEnen muBten besser bewirtschaftet werden,-das Va-

sallenverha'ltnis wtirde ･atisgebeutet, die Vasallengthter eingezogen,Abgakien strenger ein-

gefordert, die schon bestehdnden nicht nachgelassen. Diebereits bestehenden <S.6> H-t-

heitsrechte,RLegal/.ig!}, wie jene,MUnzen zu schlagen, wurden strenge ausgebeutet, <weii) oft

sogar miBbraucht. Die Farsten zogen namiich die alte gute MUnze ein und gaben schlecht

unter demselben Nanen heraus. P.as Alles aber reiehte nicht aus. Deshalb verfie!en die

FUrsten auf ,andere dedankeni Das Naehste ware gewesen, Steuern einzufthren, a!lein das

lag dem Geiste jener kitferne. Die Stande waren zu nichts weniger geneigt, als zu sta-

b-ilen Steuern. ･Daher griff man zu dere Mit'tel die wirtschaftl. Erwerbsquellen auszubeu-

･tenidie'Hoheitsrechte, insbes. die Erwerbsrechte zu vermehren u. sie auBerst auszlibell-

ten. So wurdeft neue Gewerberechte begrundet, z.B die Rechte <ausschlieBl. R) mit Ta-

bak, Salz u. a Handel zu treiben. Die bestehenden fechte mit gefufidenen Schatzen, auf

herrenlose Erbschaften, w"rden erweitert.Spater hat man'einen groBen Teil- dieser sogen.

Finanzregalien allerdings wieder aufgehaben; doeh im 16 u. 17 Jahrhdte. gab es deren

vie!e Hunderte. In Frankreich u. Englftnd wurde (soviel) sogar der gesahte Handel zu

einem Regal,so dagl ･nur derjenige Handel treiben dUrfte, dem dies der Fitrst ausdrUcklich

Der zweite dedanke, welche zll einer wichtig in Norrairung<sic> gefUhrt hat, die noch heu-

te besteht, sind daher die bebOren<sic>. Sehon frther haben die FUrsteh das Recht, far

gewisse 6ffentl. Dienstleistungen eine Entschgdigung zu verlangen,sowol<sic>, fUr sich
seibst, als far ihre Dienen Die Beanten waren urspr"nglich erblich u. nit Grundstfucken

belehnt; spater/mit･dem Niedergange des Feudalstaatesbezogen sie sogen. Spor'teln (ais-

 ortulae wel,che in spiterer kit Festgesetzt undGebUren<sic> genannt wurden. Und diese

war'en der kauptsEchl-iche Einkommenzweig, auf welchen die beanten bestellt wurden. bie

Fersten benutzten nun diesen <S.7>Gedanken ein bedeutenderes Einkormen aus den Stants-

functionen<sic> zu ziehen;,siebestellten die beasnten, za!ten<sic> ihnen aher kein beld,
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sond wiesen sie an die GebUren<sic> an ll.suchten zugleich aft den Geb"ren<sic> zu par-

ticipiren<sic>. In den Straf- u. Civilgesetzen jener Zeit wurden Uberall die Dienste

der Beh6rden aufgedrangt um diese Einkormensqllelle zu. vermehren.

Der dritte Umstand, der eine groBe Einnahmsqllelle bildete, war die Verleihttng von jlrn-

terfi,Titeln u. W"rdeft. I>er FUrst hatte das Reeht, gewisse Amter zu besetzen,geistliche

u. weltliche; es' gab geradezu verkaufliehe Aiater in der Regel u. dauerte bis zur fran-

zOs, fevolution ; in Engiand waren sogar bis auf die neueste Zeitalle Officiersstellen

<sic> kauflich. Ira jahre 1660 hat man den Capitalswert<sic> der Amter auf 96eO[?] Mil-

lionen Livre geschatzt. Dieser Wert stieg immer h6her u.es wurden spater ganz nelle im-

ter lediglich zti diesem Zwecke gegrUndet. Im J. 17g9 wurden um 5eO Millionen Livre neue

Amter eingefuhrt.

Diese Verhaltnisse muBsten natUrlich sehr verderb!ich wirken. Se wurde durch die MOnz-

verschlechterung die Volkswirtschaft schwer geschadiget. Es wurde ndnlich der Nominal-

wert behalten, der innere Wert verschlechtert. Der Sehuldner konnte miteiner schlech-

teren MUnze zalefi<sic>, hatte aher eine bessere erhaiten.Der FOrst gewann eine Million,

die Volkswirtschaft verlor derefi Hundert. Auf diese Weise wurde mehr Schaden an gerich-

tet, als wenn Steuern erhoben wurden.

Es zeigt sich demnach im 17. u. 1& Jahrhvnderte ein groBer Kampf ura die besteuerungs-

rechte zwischen FUrsten u. Standen. Die Stande hielten daran fest, daB die bev61kerung

nur ausnahmsweise ein Kriegsfalle zllr Steuerzalung<sic> verpflichtet sei ; die F"rsten

verfolgten die entgegen<S.8>gesetzte Tendefiz. Die Stande werden schw6cher,es tritt cter

Absolutismus ein 17. u. 18. Jhrdt.,die FUrsten fragen nicht mehr die Stande; sie erhe-

ben einfach die Steuern ; ohne die Stande einzuberufen. Der absolutistische Grundsatz,

daB kein (ehren) StaatsbUrger.von der ehrenhaften Pflicht,Steuern zu zalen<sic> ausge-

schlossen sei u. daher zu den bedUrfnissen des Staates beizutragen habe, gelaiigt erst

in der franz. Revolution in der franz. Verfassung u. J. 1791 Art. 13 zur Anerkennung.

Das war die Epoche des Uberganges des Regalismus in die Finanzwirtschaft des Polizei-

staates. Es war ein bedeutender Fortschritt far die Finanzwissenschaft, aber er wurde

miBbraucht. Die Filrsten haben die Befriedigg. ihrer eigefien bedttrfnisse mit dem Staats-

zwecke identificiert<sic> u. verwechselt u. so ist es gokomen, daB die raeisten FUrsten

die Staat$einnahmen zu ihrem Zwecke verwendeten. Der Absolutismus hatte aber das Gute,

daB die Staatsidee erwacht ist u. daB die Barger eingesehen haben,da8 sie verpfliehtet

sind, zu den Staatsausgaben beizutragen. ･ Aber die Ftirsten hielten sich fthr berechtigt

es zu fordern. !tt!"l!!ig-ls-2d XIV 1643-1715,Aussprttch. 1'etat cest moi",bedeutet, daB der

FUrst berechtigt sei, die Staatsmittel zu seinen pers6nlichen Zwecken zuverwenden, wie

dies heute noch in RuBland der Fall ist.Erst in den constitutionellen<sic> Staaten ist

die moderne Idee hervorgetreten , daB diebevolkerung verpflichtet sei , zll den bed6rf-

nissen des Staates beizutragen, daB aberanderseits die fegierung verpflichtet sei, die

Staatsmittel lediglich fUr Staatszwecke zu verausgaben, f"r die befriedigg. der pers6n-

1. bedUrfnisse des Fifrsten jedoch fillr soweit, als sie mit den Staatsbedthrfnissen iden-

tisch sind;der FUrst muB z. B existiren<sie> k6nnen,einen gewissen Pomp fthren, welcher

mit der Stellttng <S.9> des Monarchen verbunden ist. bei uns betragt die Civilliste 9

- 30 -'



Millionen,wovon jede koichshalte die ffal.fte aufzubringen hat.,

                                 M. Li te ratur.

In der'altesten Epoche gab es kein specielles<sic> Werk aber die Finanz=Wissensehaft ;
man schrieb ifber das Staatswesen die allgemeine Staatswissenschaft u. in diser wurden

die einzelnen Teile der Staatwirtsehaft<sic> behandelt. Gew6hnlich findet man unter dem

Titel {d!eLpep!lb!.!gae e bl ein Ca ital de aerareis de fisco decontributionibus etc. 'Kurze Er-

Orterungen finden sich bei tpat ,Bartolus u. Balbus. '
lt!g{u!-!}g{!2.g,ean Bodin ein franz6s. hechtsgelehrter' u. Publicist<sic>, geb. zu Apa 1530, gestor-

ben 1596 schrieb sein Werk !t!e-zel!y!;tl-l{;bl (1577) , worunter ein Capitel pmte aerario in

welchera er die Ansicht entwickelt, daB Steuern nllr im gr6Bten Notfalle z. g im,Kriegs-

falle einztthebefi u. die Domaanen jedem Emderen Einkomen vorzuziehen sin{1. Er ist daher

ein'entschiedener Gegner des Dewinenverkaufes.

Daraus ging dann'eine doppelte･ Richtung in der Literatur hervor.Es gabt,die Rechte des

Landesherren, auf diese Weise Einkilnfte festzustellen u. so entstad die Fiscal-Jurispru-

denz, deren hauptvertreter spater Klock de acrario> geworden ist.

Ge arius Tholosianus(1597) Seine Werk pmte blica nit dem Capitel de aerario vertritt

eine gleichmaBig verteilte Steuer, die auch den Ade! u. den Clerus<sic> treffen soll.

Die Steuer soll aber nicht stabil, sond. nur'fUr den Notfall, also vorUbergehend sein.･

Namentlich stellte er die Forderitng, der Luxussteuer auf. Das DomEnen=Einkoranien steht

bei ihm aueh im Vordergrunde.

Der erste aber, der ein'eigentlich finanzwissenschaftliches Werk schrieb,war Fromonteau

<sic>3', <S.10> mit seinera Werke: Les secrets des finances. 1551.

Der alteste deutsche Schriftsteller･ist in dieser Richtung Bernitz mit seinera Werke .

Aerarinm" (1612>. Er spricht gegen den betrieb yon Hande! u.Gewerbe u. ist ein Lobred-

ner der Domanenwirtsehaft. Bei den Steuern verficht er zwar VerhaltnismaBigheit, ist

aber fUr die befreiung des Adels, des Clerus<sic> u. der Scholaren.

Beso'ld(1615) De aerario. Er raeint,man m5ge unter dem Vorwande der absoluten Herrschaft

keine neuen Regalien mehr begranden. Er tritt gegen die GeldbuBen,gegen Monopol u.Lot-

toregal und gegen die Steuerfreiheit mancher Stande, so der Ritter u. a. auf. Steuern

sollen nur mit Bewilligung der Stande erhoben werden und die Stande sollen ein Con-

trolreeht<sic> haben.

K:!lg!;!g-s,k C (1632) De contributionibus, (1671) de arario. Er bespricht die Finanzefi der

Turkei,Chinas,Et}glands Uberhallpt aller Stoaten, ist daher Uberall eingedrungen. beide

Werke sind sehr umfai}greich. 'Im ersteren- ist er noch ein Verfechter der standischen

Freiheit.,Die Unterthanen<sic> sollen nllr in subsidis, wenn etwa die Bomanen=Einkllnfte

nicht'ausreiehten, besteuert werden. Jede Besteuerung ohne Consens<sic> der Stande sei

ungerecht,eine Tyran･nei.Im･Werke de aerario hat er seine liberale Anschauung zum Teile

fallen lassen. Er ist nicht fUr Begitnstigungen des Adels, alieh nicht fUr die Unvandlung

der Naturalin<sic> deldleistungen. Bie Steuern sollen nlir einen Teil der FrUchte nieht

dasCapital<sic>aJigreifen,nllrvondenFritchten-genomllienwerden,pmddt b -
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ltSX!!ls-{xLgibus tc . Im Notfalle so!len Zwangssteuern (Anlehen> aufgenommen werden. Es

spricht den bedeutenden Satz aus: Dasjenige was der <S. 11> Mensch unbedingt zu sienem

Unterhalte braucht, durfe nicht rait Steuern belegt werden.

Er ist der erste, der diesen Gedanken des. Existenz Minimum" zum AusdrOcke bringt. Un-

zufriedene Unterthanen<sic> sollen harter behandelt werden, als friedliebende. bei Klock

bemerkt mEm sehon den Ubergang zur absolutistisehen Epoehe des Finanzwesens.

Schriftsteller des Absolutismus sind:

V.L.Seckendorf,geb. 1626,gest. 1692, Gelehrter u. Staatsmann 1656. Der teutsche FUrsten-

staat. Er meint,in einenm neu begrifndeten Staate sei es zweckndBig, daB sich der Staat

mehr auf die Steuern als auf die Dornanen verlege. Er spricht gegen die Ausbeutung der

Regalien, naJeentlich des M"nzregales in se･iner Verderblichkeit.Er ist der Vorltiufer des

Absolutismus.

Schr6der (1686) FUrstliche Sehatz- und Rentenkariiuter.Er ist ganz absolutistisch. Er ist

eiR Bewunderer tLgdt!tlg.Ls-2XIV , warnt vor der Beschrankung des Fifrsten durch die beam-

ten. Er ist ein Gegner des Einflusses von Seite der Sttinde, als auchvon Seite der beam-

ten. Er verteidigt eine greBe standige Armee, wohlgefOllte Cassen<sic>,wUnscht aber zll-

gleich durch zweckmaBige MaBregeln die Volkswirtschaft des Volkes zu bereichern. bei

ihn merkt man schon den ebergang zum aufgeklarten Absolutismus, dessen Hauptvertreter

die 6sterreichischen Schriftsteller justi llnd Sonfienfels sind.

Justi (1755) Staatwirtschaft. 2 Bande. Gewidnet der Maria Theresia pmt ste d F -

wesens, 1766. Gewidmet Friedrich Dera<sic> GroBen. Er ist ein Mann, der wolwollendsten

<sic> Tendenz, Ailes fUr das Volk, aber nicht durbh das Volk Jede reelle Aufbesserung

des Finanzwesens bederfe Opfer der Volkswirtschaft;die beste Vermehrung des Staatsein-

kormens <S. 12> ist das AufblUhen des Volksverm6gens. Er stellt folgende groBe Regele
auf: 1)Das Capital<sic> darf durch die Steuer nicht angeriffen werden, 2)Eine gewisse

Gleicheit der Abga;ben nach gewissen allgemeinenGrundsatzen. 3>Die Abgahen massen sich

nach der Natur und dem Zustande des Staates riehten,je naeh der verschied. Entwicklung

der VQIker. Hierin steht er unter dem Einflusse tLgt!!!es!u!it . 4)Die Steuern dUrfen zu

keiner betragerei u. keinem MiBbrauche Veranlassung geben,wie es z. B. bei der Verpach-

tung der Steuern zu geschehen pflegt. 5.<sic> Alle Ausgaben dUrfen nur zun Wole<sic>

des Staates gemacht werden.

Justi ist von groBer Wichtigkeit fUr die Entwicklung der deutschen Finanzwissenschaft.

Er spricht fer die Vereinfachung der Verwaltung, gegen die Steuerverpachtung u.･gegen

die Steuerfreiheit der Rittergthter.

Sonnenfels ,seit 1763 Professor an der Wiener Universittit. Grundsatze der Polizei,Haus

tt. Finanzwissenschaft 3 Bde. 1776. Seine Ansiehten sind mit denen von Justi identiseh.-

tpmteSehuled Ph krt.DiesegingenvonderMeinungaus,daBallesReineinkoinmen
der BUrger nur aus Grund ll. Boden bezogen werde. Die Fabrikanten, Lohnarbeiter,schaffen

keine Neuwerte in der Volkswirtschaft,sondern sie verarbeiten nurbestehende Werte.Wah-

rend der Production<sic> wird ebensoviel consumiert<sie> als die Vermehruag des Wertes

der verarbeiteten Producte<sic> betragt. Daher schlieBen sie: 1)Nur das koineinkommen

von Gr"nd u. boden soll besteuert werden. 2>Da nur der Grundbesitzer ein koineinkouaen
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hat,so kann nur die class disributios besteuert werden, also wwt , eine einzige
Steuer, d. i. die Grundsteuer,

Joseffi war sonst ein strenger Anhanger der Mercantilisten<sic>; aber in dieser Bezie-

hung ein Anhanger der Physiokraten, wie man aus der selbstverfaBten Einleitung zum

Grundsteuer-Patente v. J. 1701 ersehen kann, wo es heiBt: Grund u. Boden ist die einzige

Quelle, aus welcher ein Einkommen bezogen wird. Daher dUrfe nur eine Steuer besteheR, die

Grundsteuer.Der Hauptvertreter dieser 'Iheorie ist Mirabeau 176g. pmt 1 i ot <eber die

Steuer. )

Adain Smith behandelt die Finanzwissenschaft als einen Teil der polit. Okonomie. Im 5

Bucke handelt das 1. Capitel von den Stantsausgal)en, das 2. Capitel von den Staatsei"-

nahmen, das 3. Capitel von den Staatsschulden. Was besonders sein Werk kennzeichnet, lst

der Umstand, daB er den Staatshaushalt immer ima Zusamenhange mit der Volkswirtsehaft

auf die Volkswirtschaft zurUckwirkt u. ilberall stellt,er das Princip<sic> der Gerech-

tigkeit auf. SeiRe 4 Grundsatze der Besteuerung lauteB: 1.)Die StantsbUrger sollen zur

                                                   JhErhaltung der Regierung u. des Staatshaushaltes beisteuern, jeder soweit als ra6glich,

nach MaB seiner Fahigkeiten, dh.<sic> ira Verhaltnisse zum Einkofernen, welches er unter

dcu Schutze des St&ates geRieBt. Hier ist a!so das Princip<sic> der A!lgemeiRheit u.

VerhaltnismtiBigkeit der Steuern 4ufgestellt. 2.)bie Steuerquote, welche Jeder zu zalen

<sic> hat, soll genau bestihit und der WillkOr der Finanzorgane entzogen werden. 3.)Je-

der Steuer soll in jenem kitpuncte<sic>' u. in jener Form erhoben werden, die dem Steu-

erzaler<sic> an bequemsten ist. 4.)Jede Steuer soll so erhoben werden, daB sie m6glichst

wenig <S. 14> Uberden den Stantscassen<sie> zuflieBendeit Betrag den B"rgern entzieht.

Auch $oll der Zei.traum zwischen dem Zeitpuncte<sic>,wo die Steuer entzogen wird u. je-

nem,wo sie in die Staatskassen einflieBt, m6glichst ku･rz sein. Adam Smith war ein Geg-

ner der Steuerpachtung. Er sagt, der Steuerpaehter paChte die Ste.uer ura einen geringeren

Preis,als sie ihm eintrdgt, die Finanzen kamen also dem Pachter u. 'nieht dem Staate zu

Gute. Ferner das Geld soll nieht zu lange todt liegen bleiben. So lange es in der Handen

der Burger ist, ist es productiv<sie>;bleibt es todt liegen, Rach deen es dem' BUrger enV
zogen wurde,so ist es ein Schade f"r die Volkswirtsehaft.

Oie wichtigsten Schriftsteller nach Ad. Smith waren,u. zw. in Frankreich:

!!,.Ela"l SchOler Smith's. Er gibt seine Ansicht itber Finanzwissenschaft nicht in einera

gai}zenWerke,sond.im3.Bucheseiner[tCpalleA:gggas}!!!l.e-pgl-l.!igggtd lt 1803undweitlaufiger

"99!!ES-!;9!!!Pl/.t lti 1828wieder.`
In England:

Ricardo. Princi ies of olitical econom and taxation 1817.

J.StllartMill.2t!L!n£.!121!slss;C-12gUti!pt-s!}ggg!I!ylf1it1.5･Buch.

M'Culloch<sic>. On taxation 1846.

In Delitschland war die Finanz=Wissensehaft schon vor Smith ziemlich

Graf Soden. National=Okonomie,1805. 6 Band.

Lotz, Handbuch der Staatswirtschaftslehre. 3 Bd.
Jakob. Staatsfinanzwissensehaft 1821. Dies bildet die Grundldge des

Ma!chtts. Handhuch der Finanz=Wissenschaft und Finanz=Verwaltung. 2

entwicke1t.

 Werkes veR

Bcle. Sehr

Rau.

trecken
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aber gediegen.

<S. 15>Rau Xar1 Heinr. geb.1792,gest. als Professor der National=Okonomie ift ltlei.{le.!beggd lb

187e. Finanzwissenschaft. Als 3.-Teil seiner. Pelitischen Okonomie" 1832, 5. Aufl. 1864,
                           "--.--2 BEnde. Dies ist das beste und klarste zti empfehlende Werk,es wurde spater von WLag!)gn

u.Nasse hearbeitet, wodurch es einen anderen Character<sic> erhielt;denn WLagQes ist So-
tiLlll'lll;ll5Ilb}iSg<SillC>Lgha,"bi2fiFdeg'efil9):'d.'i;l-i;iissensch.issg.

Stein.

tstate.
Pfeiffer

In neuester Zeit ist in Deutschland eiRe besond. Richtiung zu Tage getreteft,deren lei-

tender Wrw ist. Dieser geht von der Ansicht aus, daB die Finanz=Wissenschaft eiRer
Reform bedarf. Die Finanz=Verwaltung hat nicht nur den heeck, Einkonmen zu verschaffen,

sie soll aueh sociale<sic> Zweckle verfolgen.

Alle Staatseinnahmen seinen in ihrer Rthckwirkung auf die Verteilung der GUter. Daher

verlangt er eine Reforra des Staatscreditwesens<sic> und meint die FiBanzverwaltung

habe nicht nur den 2)weck, die Finanzen zttverwalten;die Finanzgesetzgebung solle demnach

die gleichmaBige Gaterverteilung befriedigen;Reiche sollen mehr zalen<sic> u. dies soll

den Armen gegeben werden. Er betrachtet also die Finanzwissenschaft als ein Mittel zur

Verwirklichung seiner socialen<sic> P!ane. ,
                       Historische und statistische Werk

B6ckh. Staatshaushalt der Athener.

Markwart u. B6cker. Handbuch der r6mischen AltertUmer.

gHeggy!g. Finanzwesen des r6m, Staates.

Hauer. Geschichte der 6sterr. Finanzen 18ng.

<S. 16>Ten otovski. De finances de 1'tutriche.

Hock. Darstellung des Finanz=Wesens in Frankr.

Vocke. Geschichte der engl. Steuern 1846.

Parlieu.tpmtd t.
Garnier. Eine kleine Darstellung des Finanzwirtschaft in Frankreich. Sehr verbreitet.

                      ptttlldF hft.
                         I.Grundstitze der Wirtschaft.

SoH man die. Grundsatze nach denen der Staat ain zweckmaBigsten seine Wirtschaft ein-
riehten soll, 'untersuchen, so muB man wissen, welche Grllndsatze (i(}i}> die zweckmaBigste

Einriehtung der Privatwirtschaft gelten. Diese sind; Der Erfolg der Wirtschaft wird um

so gr6Ber sein; 1.)je mehr es dem wirtschaftenden Sllbjecte<sic> gelingt,sieh m6glichst

groBe Mittel u. Einnahmen zu verschaffen.

2.)je zweckrnaBiger es diese Mittel zur befriedigung seiner bedOrfnisse verwendet; d. i.
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die 6kenom. Verwendung der Einnahigen.

Dasselben gilt vom Staate.

Die zwei Hauptgrundsatze, welche die ZweckmBigkeit der Aufgabe des wirtschaftenden

Subjectes<sic> regeln,sind

1.> Je mehr er mit den iim verfdgbaren Mitteln die wichtigeren bedarfnisse mit Hintan-

setzung miBder wiehtiger befriedigt,desto groBer werden die Erfolge,desto zweckmatiBiger

die Befriedigg. der BedUrfnisse.

Kein Mensch, selbst der reiehste, wird jeden Wunsch seines Herzens befriedigen k6nnen,

sondern er wird eine Wah1 zwischen denselben treffen mOssen. Es gibt keinen Menschen,

der alle seine BedUrfnisse befriedigen k6nnte. Man raag sich dessen nicht bewuBt sein,

<S. 17> aber practisch<sic> wird jeder zuerst die wichtigeren, dann dieminderen bedthrf-

nisse befriedigen. DSe ufEigekehrte Reihenfolge ist eben Luxus. Dasselbe gilt von den

StaatsbedUrfnissen. Jeder Staat muB die wichtigsten Bedurfnisse mit Hintansetzung der

minder wichtigen befriedigen.

2.<sic>Der zweite Grundsatz hinsichtli¢h der Ausgaben ist der, ,daB jedes einzelne be-
dilrfnis mit dem Aufwande der gerii}gsteR 6kenomischen Mittel befriedigt werden soll. Un-

bewttBter Veise oft wird dies besorgt; jeder sucht si.ch die Waare<sic> an billigsten ztt

verschaffen.

Auch dieser Grundsatz ist der oberste u. wichtigste in der Finanz=Wissenschaft. Man
wthrde es gewiB tadeln,wenn auf einer Volksschule Professoren angestellt wUrden.

            ll.Der Unterschied zwischen･ Staats-'und Privatwirtschaft.

Maii hat vor Al!em gesagt, daB die Staatswirtschaft sich durch ihre GroBartigkeit von

der Privatwirtschaft unterscheide. Das ist allerdings in den meisten Fallen richtig,

qber ein unterseheidendes Merkmal ist es nicht. Mqg.)che Privatwirtsehaften haben ein

gr6Beres Blldget,als 2.B. das FUrstenthura<sic> Lpm' ht t u. St.Marino. Da ist die

Privatwirtschaft des FUrsten viel gr6Ber.Das unterseheidende Merkmal-ist vielmehr das:

1.>DaB der Stant sittliche lvecke zu erfallen hat.Diesen Character<sie> muB die Staat-

wirtsch. habelt, diese Zwecke mthssen Einnahmen und Ausgaben enthalten. Ein Staat kan'n

keineR Erwerb betreibeR,der die Sittlichkeit gefahrdeR wwrde. Wie th6richt<sic> ist es

sich durch Institutionen, wie z.B. das Lotto, Eifinahmen zu verschaffen, um sittliche

<S. 18>'Z)wecke zu f6rdern. Dasselbe gilt von den Ausgaben. Der Staat darf keine unsitt-

lichen Ausgaben raachen;' jede Ausgabe welche dieser Regel nicht entspricht, ist wirV

schaftlich ungereehtfertiget. , . ,
2.)Das zweite unterscheidende Merkual ist, daB der Sta,at sich seine Einnahmen aus dem

Titel der Fifianzhoheit zwangsweise zli verschaffen vermag. Der Pri,vate ist allf die Er-

tragnisse seines Verm6gens od. seines pers6nlichen Erwerbes streng begrenzt. Jeder, der

mehr Einnahmen erzielen will, rauB mehr Krafte einsetzen. Der Sta,at braucht nur einen

gr6Beren Anteil der Bifrger far sich ift Anspruch zll nehnen,ohne daB derjenige, diejeni-

gen,welche an der Spitze stehen,sich raehr austrengen. Das ist ein Unter'sehied, welcher

namentlich dort in betracht kommt,wo es sich um Erh6hung der Stantseinnahmen handeit.
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3.)Das dritte Unterscheidungsmerkrnal ist, daB die Staatwirtschaft ewig ist wie der

Staat, die Privatwirtsch. blos<sic> zeitlich. Der Staat kann fthr die Zukunft Ausgaben

machen u. Einnalunen einziehen. Er raacht ein Anlehen, welches er fUr die Gegenwart ver-

wendet, die Zinsen desselben mUssen aber die Barger auch Jahrhundertelang tragen. eft

hat er sogar die Pflicht,Ausgaben f"r die Zukunft zu machen,z.B. Reforrnen auszufthhren,

Krieg zu fbhren,welche nicht der jetzigen Generation zu Gutekomraen. Er darf solche Aus-

gaben nicht zurgekweisen. Eine falsche Ansicht aber diesen [rnterschied ist die, daB der

Private seine Ausgaben nach den Einnahmen richte, der Staat aber ufEtgekehrt, indem er die

n6tigen EinnahiAen sich eventuell durch Steuern zu verschaffen suche. Das ist falsch ;

auch bei dem Praivaten richtensich die AusgabeR nach den Einnahmen, wie umgekehrt. Je-

der Einzelne sucht seine Allsgaben u.Einnal)men in Einklang zll bringen, bei dieser <S. 19>

Tatigkeit seine Einnahmen zu vergr6Bern u. die Allsgal)en zu verringern. Ganz gepau so

ist es beim Staate. Es ist Irrtum,daB zunEchst die Ausgahen' bestimt u. dann die Mittel

zur Deckung gesucht werden. Der Staat sueht die Einnahmen u. Ausgaben u. limgekehrt an-

zupassen. Auch der Staat befriedigt nicht alle BedUrfnisse, weil er nicht die Mittel

dazu hat. Schon bei der bestimmung des Budgets wird allf die voraussichtlichen Einnahmefi

Racksicht genomraen. Der wahre finanzielle Grundsatz ist der, daB der FinaRz=Minister die

Ausgaben mit den Einnahmen in's Gleichgewichtztt bringen sucht. Dabei ist zu befolgen,

daB bei jedem einzelnen Bedthrfnis genau untersucht werden muB,ob die epfer; welche zur

Befriedigg. desselben dem Barger, auferlegt werden, durch den Nutzen ersetzt werden,

welcher aus der Befriedigung dieses BedUrfnisses fUr die BOrger erwacbst.

Die BedUrfnisse der Privatwirtsch. sind einzelne bedUrfnisse des wirtschaftl.Subjectes

<sic>,die Bedurfnisse der Staatswirtsch. sind es aber nicht; der. Stant als wirtschaft-

liches Subject<sic> an sich hat fUr sich keine bedUrfnisse;er hat sie nur fUr die ein-

zelnen Mitglieder der Gemeinschaft; f"r die BOrger ttnd Einwohner. Erbesorgt also nicht

seine,sondern die BedOrfnisse seiner Mitglieder.

                                Erster 'Ihei1.

                              Das Bud etwesen.

                                 !B ff

Das Budget bonehs--Tisch) ist der Voranschlag der vorallssicht!ichen EinnalMnen und Aus-

gaben fUr eine bestifute FinaAz=Periode, (in <S. 20> Osterreieh eine einjahrige ; in an-

deren Staaten auch eine dreijahrige,in Bayern eine sechsjahrige. D?] die Finanzperiode

fallt bei llns mit dem Solarjahre zusamen, frther dauerte sie bis zum Jalu'e 1862 von

31. 0ctober<sie> bis 1. November.

Im englischen Sinne ist das Budget<wesen) der Voranschlag der Sta,atseinnahmen li.

Staatsausgaben fthr eine Periode der Finanzen(F.P.) welcher als desetzentwurf deR Ver-

tretungsk6rpern zur parlamentarischen Behandlung Obergeben wird, ein Voranschlag der

Regierung fUr das Parlainent. Im Frankreich i$t das Budget der bereits zum Gesetze ge-

worden Voransehlag ifber die Einnahmen llnd Ausgaben, also das Finanz=desetz od.'Finanz =

Etat.
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Vom Finanz=Plan unterscheidet sich das Budget dadurch, daB der Finanz=Plan weiter auf

eine unbestimte Periode hinausgeht;z. k in Fallen wo sich im Staatshaushalte ein bedeu-

tendes Deficit<sic> herausstellt, da arbeitet der Finanz=Minister einen Finanz=Plan
aus,dem d･ie Vergleichung der Einnahvaen u. Attsgaben in einer bestifeten Reihe von Jahren

zu Grunde liegt.

                             '
                         ll.feschiehtliche Grundl e;

                       M.Die Bildun des Voranschl es.

Sie ist die Feststellllng der wahrscheinlichen Ziffern der komenden Einnahmen u. Ausga-

ben u. ihrer･ gegenseitigen er(lnlingen, im Unterschiede yon der Bilanz, welche die Ver-

gleichung der Endergebnisse des VoraAschlages u. die Herstellttng der Harmonie zwischefi

Einnahmen tt. Ausgaben bildet, deren Inhalt also das Erge!)nis des Voranschlages enthalt.

Es ist namlich niemals der Fall, daB sich Einnahme u. AusgabeR vollstai)dig deckefi. Die

Ar<S. 21>beit, die Harmonie zwischen beiden herzustellen hat, nennen wir die Aufstellung

der Bilanz. Das erste Element der Bilanz ist der Staatsbedarf od das Erfordernis. Das-

selbe wird fur jeden Zweig der Verwaltung (Etat) vom betreffen der Ressort=Minister

zusamengestellt. Die Zusammenstellung aller Erfordernis ist dann das Gesammterforder-

nis. Dieses wird vora Finanz=Ministerium allfgestellt.

Das zweite Element sind die EinRahmeR, welche auf den Finanz=besetzen beruhen. Beider

Aufstellung derselben zu einer annaherfiden Sicherheit zu gelangen,ist eine der schreie-

rigstn Aufgaben. Als Princip<sic> dabei gilt, daB dieser Wahrscheinliehkeits-Rechnung

stets die Durchschrittsrechnling der vergangenen Jahre zu Grunde ･liegen･ muB und GaB ein

Abweiehen voR den Durchschritten immer eifter besoRd. begr"ndung bedarf, um gelten zu

k6nnen. Im allgemeinen kann man zwar, wenn die wirklichen Einnahmen eine regelmaBige

Steigerung erfahren haben, eine solche' auch fUr die Zukunft als wahrscheinli¢h setzen.
Aber es muB da in's Detail eingegangen werden und die Quelle der Steigerung,$owie alle

Verhaltnisse, welche die Zuoder die Abnahme bestimmen k6nnen,genau untersucht werden.

IV. Inhalt des de$ Voranschl es.

V.Arten des Voransehl es.

A.Das Brtttto-Bu et.

Dieses hat einen doppelten Sinn: a)Im weiteren Sinne ist das Bruttebudget dasjenige,in

we!ches alle in die Staatskassen einflieBenden Einnahmen, sowie alle Ausgaben aufge-

nomen sind, auch danfi, wenn sie nieht sur Rech<S. 22>nung des Staates erforderlich sind

z.B. wenn sie fUr Rechnung der {d!er!ecymglt t (KronlEnder) geschehenoder durchlaufende

PosteB sind. Dies ist die franz6sische Auffassttng. b>Im engeren Sinne ist das Brutto-

budget jenes Budget, bei welchem alle fOr Recimung des Staates zu machenden Einnahmen

ll. Ausgaben der betreffenden Finanzperiode auf genohien sind,auch dann,wenn die Einnah-

men nicht der eigentlichen Verwalt"ng ztt Gute kommen, wenn die Ausgabe keine eigent-

liche Verwaltungsattsgabe ist; z.B. der Er16s atis dem Tabakverkaufe wird mit 57 Mil-
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lionen eingeste!lt und auf der andern Seite unter den Attsgaben finden sich die Ausga-

ben fUr den Kauf von Tabak u. die Regiekosten mit 18 Millionen, so daB das Netto erst

berechnet werden muB. So ist es beiallen directen<sic> Steuern in Osterrei¢h; auf der
einen Seite ist das Ertragnis der Steuer, auf der andern die Einhebungskosten.

B.Das Nettobu et.

In dieses werden nur die reinen Einnahmefi u. die unmittelbar filr die Verwa!tung erfol-

genden Alisgaben aufgenommen,also die Einnahmen naeh Abzug der Einbringungskosten.

Am zwecknaBigsten ist ein Bruttobudget im engeren Sinne, weil die parlainentar Barger-

schafteR einen Einblick erhalten, ob die Nettoposten aueh wirklich auf rechtliche Weise

entstanden sind. Und dieses Brlittebudget ist um so vortrefflicher,je detaillirter<sic>

es ist. Die Nettopesten sind nicht notwendig, weil sie sehr leicht berechnet werden.

C.Das ordentliche Bu et.

<S. 23>Dieses enthtilt die ordentlichen Einnahmen u. Ausgabelt, dn.<sic> jene, welehe im

regelmaBiger Verlaufe einer jeden Finanz-Periode zur Erscheing gelangen.

D.Das auBerordentliche Bu et.

Es enthtilt die auBerordentlichen Einnahmen u. Ausgaben, welche nur vorUbergehend od.in

einer beschrankten Periode in demselben erscheinen, wie z.B. Baukosten. So geh6ren die

Zinsen der Staatsschuld zum ordentlichen, die RUckzalung<sie> derselben(Verlosungen)

zum auBerordentlichen Budget. Manche fassen den Unterschied unrichtig auf u. meinen or-

dentl. Budgetkosten seinen die voraussichtliehefi, die nicht voraussichtlichen seinen

auBerordentlich. Das ist unrichtig; denn es werdenUberhaupt nur die voraussichtliehen

Posten aufgenomen, bei den unvoraussichtlichen ist ja die Aufnalllne unm6glich. Andere

wieder sagen : Ordentliche Budgetkosten seien die, welche unentbehrlich sind, auBeror-

dentl. die entbehrlichen. Auch das ist unrichtig, weil unter Umstanden ordentl. Ausga-

ben auch entbehrlich sein k6nnen, z.B. die besoldung der beamten Uber den vorgeschrie-

benen Stand ; u. umgekehrt k6nnefi auBerordentl. Allsgaben unentbehrlich sein z.B Bau-

kosten,Rifckzalung<sie>, der Staatsschuld,Kriegskosten. Wieder andere behauptefi, die or-

dentl. Posten seien stabile, die auBerordentlichen variabel. Auch dies ist nicht rich-

tig; es gibt ordentl. Budgetkosten, welche variahel sind u. umgekehrt; z& der Gehalt
eines Beamten ist ordentlich u. doch variabel.

E.Das erneinsame Bud et.

Dasselbe enthalt die gemeinsame Auslagen und Einnahmen

24> hat nur vier Verwaltungszweige u. zwar.

1)Die diplomatische u. ce!emercielle<sic> Vertretung im

und ist ein Nettobudget. Es <S.

Aus1ande.･
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2)Den Heers etat.

3)Das geraeiRsame Finanzrainisteriura.

4)Den gemeinsaitie ohersten Rechfiungshof.

            .t
         '
                             F.Das Reicbsbu et.

Dieses ist der Voranschlag fgr die im Reichsrate vertretenen' K6nigreiche + Linder u.

zerfailt in zwei Teile. Vorausgeschiekt ist eine Einleitg.,welche die gesammtsumme der

voraussichtlicheR Einnahmen llnd Ausgaben, sowie die Art der Bedeckung die H6he der be-

willigten Steuern enthtilt. ･
Das eigentliche Budget besteht alls dem Ausgaben-Etat mit 18 Capitein<sie> u. dem Ein-

nahmen-Etat mit l9 Capiteln<sic>. Die Capiteln<sic> zerfallen in Titei und diese in Pa-

ragraphe.

Das eigentliche Budget besteht aus dem Ausgahen-Etat mit 18 Capiteln<sic> u. dem Ein-

nahraen-Etat mit 19 Capiteln<sic>. Die Capiteln<sic> zerfallen in Titel und diese in Pa-

ragraphe.

Diese Capiteln<sic> sind.

         !Ag!sgangb:

  1.Aller h6cbste Hofstaat.

  2. Cabinettkanzlei Pr. M, d. Xaisers

  3. Reichsr at

  4. Reichsger icht

  5.Ministerrat

  6.Gemeinsaitie Angelegenhtn.

 '7.Minister d. Innern

  8. iJ fUr landesvertheidigg.

  9. iJ ij Cultus u.Untern
 10. ii der Finanzen
 11. iJ des HandelS
 12. ]i des Ackerbaues
 13. ]J der Justiz･
 14. Rechn ungs =Controle

    Oberster Rechnungshof.

<S. 25> ' 15.Pensions-Etat
 16.Subventionen u. Dotationen

 17.Verzinsung der Staatsschuld

 18. Verwaltung

 19 l F?]
bas Virement ist die VerweRdung volt

zweig verar}schlagt'sind, fUr einen

muB trachten'(lasselbe m6glichst zu

 Mitteln,

anderen.

heschranken

      Einnahne:
       t F? 1

       l F?]

       dtto.

       dtto.
       { F? ]

       dtto.

       dtto.

       dtto.

       dtto.

       dtto.

       dtto.

       dtto.

       dtto.

       'dtto.

        dtto.

        dtto.

        dtto.

        dtto.

  VerauBerung der

 welche fBr '
Das, Virement ist

   od. zu '

keine

keine

        Staatsgater

  einen bestimten Verwaltungs-
       eine groBe Gefahr, li. maR

beseitigen. Ganz ist es aber
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nicht zu beseitigen ; wenn z.B ein Hofrat stirbt, muB dem Minister gestattet werden,'

statt seiner zwei Secretare<sic> z" ernennen. Die fthr die einzelnen Capitel<sic>, Titel

u. Paragraphe des Voranschlages bewilligten Credite<sic> dUrfen nur in den bezilglichen

Capiteln<sic>, Titele u. Paragraphen u. zw. fUr die ordentliehe u. die auBerordentliche

Erfordernis besonders verwendet werdefi. Der Credit<sic> im finanzwisseRschaftl. Sinne

bedeutet die der Regierg. fer die Verwaltg. bewil!igten Mittel, u. nicht wie in der
National-Okonomie das VertraueR in die Redlicnkeit und Zalungsfahigkeit<sic>.

Die Nachtr scredite sind die der Regierg. fUr die Verwaltg. bewilligten Mittel,welche

nach Feststellung des Budgets sich als notwendig herausgestellt haben. Sie bilden auch

einen integrirenden<sic> bestandteil des Bttdget<sic>, z. B. wenn ein Krieg attsbrieht.

Unter Stpg!!aj.g! e{liSl dit<sic> versteht man die fUr einen bestimmten Verwaltungszweig von

Seite des Parlainentes bewilligten,der Regierg. zur Verfdgung gestellten Mittel,wie e"

wa dem Unterrichts-Minister fUr den Bau einer Universitat. <S.26> Der Gegensatz davon

ist der gesammte Credit<sic> des Ministeriums.

                   astDGIhhtStthhlt

Ein UberschuB oder Abgang Deficit<sic> liegt vor, wenn die Gesammtsuhie der Einnahmen

gr6Ber, beziehungsw. kleiner ist, als die Gesammtsume der Ausgaben.

Entscheidend ist ai}er nicht der ziffermaBige (]berschuB od. Abgang, sond. der finan-

zielle. Unter den Einnahmen befinden sich auch solche, die nicht aus dera Dienste des

Finanzjahres herruhren, sond. entweder eine gleichzeitige Verminderg. des Staatsverm6-

gens od. eine Belastung des Staates zur Folge haben. So ist' z.B. der Verkauf von Doma-

neR eine Verminderg. des Stantsverm6gens, der Verkauf von Obligationen eine belastung

des Staates. Die aus diesen Verktiufen flieBenden Einnahmen mUssen daher abgezogen wer-

den. Ebenso sind unter den Ausgaben vie!e, welche nicht den Dienst des Finafiz-Jahres

betreffen, sond. eine auf Jahre hinaus productive<sic> Anlage bilden, wie z.B. ein Ei-

senbahnball. Auch diese mUssen ausgeschieden werden.

                      pmtDStdSttah
                                I.Einleitlln .

Die stmtlichen Staatseinnahmen zerfallen:

1>Das privatwirtschaftl. Einkommen. Darunter versteht man jenes Einkormen (Einnahmen),

die der Staat aus solchen Erwerbsqueilen bezieht, deren Ausbeutung auch den Privaten

offen steht, z.B. aus dem Staatsverm6gens, Domanen, Fabriken, Forsten, beschenken, die

an den Staat gemacht werden etc.'

<S. 27>2)Das staatswirtschaftl. Einkommen oder die Auflagen. Dieses Einkonmen bezieht

der Staat aus dem Titel der Finanz-Hoheit u. zerfallt in drei Teile : a>RLega,1/.!op. Sie

sind die dem Staate aus dem Titel seiner Finanz-Hoheit ausschlieBlich vorbehaltenen

Erwerbszweige, als das Salzweseni der Tabakbau, die Tabakfabrication< sic> u. der Han-

del mit Tak)aksfabrikanteri, die Post, das Lotto.
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b)Geb"ren<sic> u. Zinsen. Dies sind jene Leistungen, welche der Einzelne an den Stant

anlaBlich einer von diesem im 6ffentl. IRteresse gegbten, aber dem Einzelnen in der ko-

gel zu Gute kommendeR Tatigkeit entrichtet; oder welche von der 6ffentl. Tatigheit be-

riihrt werden, eingehobefi. Diese Einhebttfig geschiet durch Stemplel u. dureh Taxen. eft

kann die OffeRtliche Tatigkeit dem Zalenden<sic> allerdings auch unangenehn sein, wie

z.B. ,veenn ein Fleischhauer zalen<sic> muB, ltachdem in Folge des Fleischbesehaues, das

Fleisch eonfiscirt<sic> wurde.

c)Die Steuern sind jeRe Leistungen, welche der Staat von den B"rgern aus dem Titel der

Finanzhoheit ohRe eine specielle<sic>, die Abgabepflicht begrUndende Gegenleistung des

Staates einhebt. Sie zerfallen in Schatzungen und Verbrauchsabgaben.Die Einleitung der

Steuern in direete<sic> tt. indirecte<sic> ist unrichtig

I.Schatzun en sind solch Steuern, welche aus dem Titel der Existenz einer Person, aus

dem Titel der StaatsbUrgerschaft, des Einkormens oder des Verm6gensbesitzes ohne RUck-

sicht auf einen bestimten Consum<sic> entriehtet werden.

R.VLcg!bprayggsQQhs gb b sind jene Stellern,welche anlaBlich eines Ccnsllms<sig> von BUrgern

entrichtet werden.

M`'.Verkehrssteuer (Erbsteuer,Verm6gensabertragungsgebthr)

<S. 28>Die Einteilung in directe<sic> u. indirecte<sic> Steuern ist ungenau. Die Schat-

zung erhebt der Staa:t im der kogel direct<sic>, dh. <sie> unmittelbar von jenen, welche

diese Steuer aus ihren Einnakmaen tragen, was bei Verbrauehsabgaben nieht der Fall ist;

beim Cafe ist der Steuertriger derjenige, der ihn trinkt, Stellerzaler<sic> wer ihn ein-

fthrt. Die directen<sic> Steuern sind alsQ diejenigen, bei denen der Steuerzaler<sic>

zugleieh Steuertrdger ist; die indirecten<sic>, diejenigen,wo Stetterzaler<sic> u. Steu-

ertrager versehied. Personen sind. Es gibt nun Verbrauchsabgaben, welche trozdem di-

rec'te<sic> Steuern sind, z. B. 'in England die Bedientensteuer,in Ungarn die Claviersteu-

er<sic>, in Osterreich die Hunde- lind Gewehrsteuer; u. uuigekehrtn Schatzungen, welche

indirect<sic> erhoben werden z. B. ein Hypothekarglalibiger zalt<sic> direct<sic> keine

Steuern, wol<sic> aber muB derHausheer, der eine Hypothek auf dem Hallse hat, das ganze

Capital<sie> versteuern, erkann dann von seinem Hypothekarsehuldner 5% verlangen. Das

Gesetz gestattet namlich dem Hypothekarschuldner einen Teil der Gebaudesteuer auf sei-

Ben Glitibiger zu uberwalzen,so zwar daB dieser einen gewissen Percentsatz<sic> von den
Zinsen quittirt<sic>, ohne daS er denselben erhebt. Es ist also entweder die Definition

schlecht od. sind die Beispiele nicht gut'ist die Definition richtig, so rauB auch die

Hundesteuer eine directe<sic> Steuer sein, weil Steuertrager u. Steuerzaler<sic> eine

Person siRd.

                       ll.Geschichte der Staatseinnahmen.

                  .Unterschied zwischen e alien u. Gebthren<sic>.

Er besteht darin, daB bei den Rega!ien der <S. 29>Staat den Erwerb in erster Linie

lt, bei den Gebaren<sic> aber die Einnahmen von secundirer<sic> bedeutg. sind, bei

stel-

denen
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der Staat nur die Gelegenheit, sie zu forden, benUtzt. Ein Regai k6nnte zur Gebar<sic>

werden,wenn sich ein 6ffentl. Interesse damit verbinden werde, wie z.B bei Postwesen;

urspritnglich war es Regal, darauf berechnet, ein Einkofien zu verschaffen; jetzt ist es

eine Geber<sic>,weil es dem Einzelnen zu Gllte kommt. Es ist beim Postwesen ein 6ffeptm

1. Interesse vorhanden, es ist also eigentlich ein Regal, denn der Staat bezieht ein
groBes Einkofien daraus, Osterreich 2 Millionen, England 8-10 Millionen. Das Te!egrafen-

weselt tragt nichts; in Ungarn muB sogar der Staat daraufzahlen.

               IV.Die Re alieB und die indirecten<sic> Steuern.

Die Unterscheidung dieser beiden 'ist von groBer Wichtigkeit. Wie kann aus einem Regal

eine indirecte<sic> Steuer werden, zB. aus dem (Titel) Tabakwesen? Es meBte den Pri-

vaten gestattet sein, Tabak zu bauen, zu fabriciren<sie> u. Handel damit zu treiben u.

der Producent<sic> mOBte dafOr so u. soviel Steuern zaien<sic>. Die Regierg. mUBte ai-

so auf die Tabakproduetion<sic> eine Steuer auflegen. Der Unterschied ist also dieser:
Beim kegal bezieht der Stant ein privatwirtsch&ftliehes Einkom-en aus der Unternehmung

u. auBerdem einen besond. Monopolgewinn,indem er Andere von dem Unternehnen ausschlie-

Bt; bei der indirectefi<sic> Steuer fEllt das wirtschaftliche Einkommen dem Produeent

<sic> zu, wovon der Sta,at nur eine Steuer bezieht, wie z. B. <S. 30> bei der Zendholzchen-

fabrication<sic>.

                           V.Abweichende Ansichten.

Es gibt Schriftsteller, welche auch den Staatscredit<sic> zu den Staatseinnahmen zalen

<sic>. Das ist unrichtig. Denn wenn man sich etwas ausborgt,bezieht man doch kein Ein-

kommen dadurch, sond. verschafft sich blos<sie> Mittel,indem man zugleich sein Verm6gen

belastet. W"rde man den Staatscredit als Einnahrten neben die privat- und staatswirV

schaftl. Einnahmen stellen, so maBte man die freiwillig Anleihen zu privatwirtschaft-

lichen, die Zwangsanleihen zu stantswirtschaftl, Einnahmen reehnen. Andere Schriftstel-

ler tei･len das Einkommen in Domanen, staatswirtschaftl. u. privatwirtschaftliches Ein-

kommen ein. Unter Domaae versteht man gemeiniglich Grllndstil¢ke,welche dem Stant einen
Ertrag lieferfi, Landdomanen, bergdomanen. Aber der Staat hat noch viele andere Einkom-

mensquellen privatwirtschaftlicher NatUr, welche nicht zu den Domanen gerechnet werden

k6nnen, z.B. Privatkapitalien in den Schweizer Cantonen<sic>. Und k6nnte man auch ein

solches Einkofien als Domane bezeichnen, so gibt es wieder aadere,die man keineswegs als

solche bezeichnen kann, z. B das Einkommen aus deR Geschenken, die der Staat bek6mmt, aus

den Erbschaften u. a Am besten paBt far alles der Ausdruck . privatwirtschaftl. Ein-
kommefi" .

Es gibt Schriftsteller, welche von Wesen der Regalien u. debUren<sic> absolut irrige

Ansichten hahen. Einige sagen: Regalien sind solche Zalungen<sic> der einzelnen Bifrger

an <S.31> den Staat fUr jefie wirtschaftl. Leistungen, welche nur der Staat im 6ffent-

lichen Interesse zu erfUllen vermag. Diese Definition paBt nicht auf alle Regalien.Das
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Tabakswesen ist z. 'B. in Deutschland nicht hegal, weil man geradezu behauptet, in der

Handen des Staates k6nne es nicht so gut im 6ffeRtl. Interesse verwaltet werden,wie in

den Handen Einzelner. Es ist allerdings richtig, daB es manche Regalien gibt, von welchen

es vorteilhaft ist, weRn der Stant sie in der Hand hat; aber das geh6rt in die Verwal-

tungslehre. Hier handelt es sich um den herrschenden begriff in der Finanz-Wissen-
schaft und die herrschende Lehre verwirft diese Definition. Von den Geb"ren<sic> sagen

Andere: Ein Gebar<sic> ist eine solche Zalung<sic> an 'den Staat fthr Leistungen, welche

der Staat ira Interesse des Einzelnen vornitht. Diese Definition ist nicht haltbar.

Es gibt ja eine Menge von GebUren<sic>, welche geleistet werden, auch wenn die Leistung

des Staates dem Zalenden<sic> nicht zu Gute koramt. Der Regel nach ist !etzteres wol

<sic> der Fall, aber diese Regel hat groBe Ausnahnen.

Steuern sind nach anderen Schri'ftstellern die Beitrdg der Staatbarger zu den Stanta"f-

gaben, welche in feld bestehen; der Zlisatz ist ultrichtig; denn es gab frOhen Steuern,

welche nicht in Geld; sondern in Naturalien u. anderen wirtschaftlichen GUter beStanden.

Wichtig ist die Einteilung in Ertrags- und in Einkommensteuern. bei,der Ertragssteuer

bestellert der･Staat den Ertrag 'eines Gebiudes ohneRUcksicht auf das pe'rs6nliehe Ein-

kommen des besteuerten;, bei der Einkommensteuer fragt der Staat nach dem pers6nliche

EinkosEmien' <S.32> des Einzelnen und verlangt einen Teil davon. beide Steuern deckten

sich also nicht.

       VI.Das Finanzs stem und die FinaRz-Geschichte deb Selbstverwaltun .

A.Das inirtschaftliche Einkommen des Staates.

                      1.Das rivatwirtschaftliche EinkorEmien.

Hat der Staat das Recht, privatwirtschaftliche Erwerbszweige aus zubeuten? Der Staat

hat das Recht,sogar die Pflicht, das Stantseigefitun,'so weit es aus Ertragsquellen be-

steht,zubewirtschaften. Der Staat hat auch das Recht, Erwerbsunternehmungen zu begrUn-

den alsjilri'stische<sic> Person, z. B. Fabriken. .
Hat der Staat die Pflicht, privatwirtschaftliche Unternehmungen zu begrUnden? Einige

Schr･iftsteller sagen :･ Wenn der Staat aus privatwirtschaftl., Unternehnungen' Einnahmen

bezieht, so veriEtag er geringere Steuern zu erheben u. aus diesera Grunde ist ･er ver-

pflichtet,nach M6glichkeit privatwirtschaftliche Erwerbszweige ･zu begrUnden. Dies ent-

spricht aber dem NeseR des modernen Staates nicht. Der Stant hat 6ffentliche, hat Ver-

waltungsallfgaben ztt erfUllen. Dam'it sind Ausgal]en verbunden u. das Volk ist verpflieh-

tet,zu diesen Ausgaben dureh Steuern beiztttragen, also -die Ausgaben mittragen zuhelfen

(wol<sic> selbst gar zu tragen.) Daher hat der Staat das kocht, die Kosten der Verwal-

tung von der bev61kerung aueh dem Wege der Steuernzu decken. Von einer Pflicht des
Staates, privatwirtschaftl. Unternehnungen anzulegen, ist heutzutage ni,rgends mehr die

<S.33>Ist es aber zweckrnaBig, daB der Staat privatwirtschaftl. Unternehnungen anlege.
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In dieser Beziehg. sind folgende Ansichten maBgebebd. Wenn der Staat privatwirtschaft-

l. Unternehmllngen mait Erfolg betreiben k6nnte,so wUrde es zweckmaBigsein;denn die Bifr-

ger wUrden mit wefiiger Steuern belastet werden. Aber der Erfolglehrt, daB der Stant

nicht die geeignete Personlichkeit dazu ist. Dies beruht auf folgenden GrUnden:

a.)Der Staat ist in der Wahl der Unternehnung auBerordentlieh beschrtinkt;er kann nicht

jede betreiben. Es gibt eine groBe Anzal<sic> solcher Unternehmungen, die zwar sehr ein-

traglich sind,aber eben deshalb vom Staate nicht betrieben werden k6nnten,z.B. B6rsen-

geschafte,Theater-Unternehnungen, Kornhandel, Wuchergeschtifte. Gerade deshalb weil sie

1llcrativ<sic> sind, kann sie der Staat nicht betreiben. Ein 30!vengg!!!h ware z.B. ein glan-

zenden Geschaft, aX3er der Betrieb desselben steht mit den sittlichen Aufgaben des

Staates im Widerspruche. Der Stant ist geneigt, auf solehe Unternelmungen sich zu be-

schrtinken,welche mit der Erfth11g. des Staatszweckes nicht im Widerspruche stehen. Also

nicht der lucrative<sic> Erfolg, sond. der Staatszweck bringt den Ausschlag, warum der

Staat wirtschaftliche Unternehmlingen nicht betreiben kann.Warum k6nnte der Sta,at nicht

ein Volkstheater bauen ttnd leiten, selbst wenn es geradezu glanzende Geschafte manchen

w"rden? Warum kannder Stant Findelhauser bauen und leiten verwalten ; ob der Ertrag

groB gering ist, ist Nebensache.

b.)Allch hinsichtlich der Art des betriebes ist <S.34>der Staat beschrankt: Der Private

die Unternehmung nur mit ROcksicht auch die Ertragenisse, zll diesem Ende kann er sich

aller erlaubten Mittel bedienen,was dem Staat nicht wol<sic> anstande.Der Private wen-

det Reclane<sic> an, der Finanz-Minister muB sie vermeiden;er rauB tausend andere RUck-

sichten nehmen, an welche der Private nicht ztt denken hat;denn letzteres kann sogar be-

steehlichkeit in seine Dienste nehnen,was ein Finanz-Minister nicht darf.

c.)Der Staat kann nicht selbst wirtschaften,er muB beamte anstellen. In der Regel wirt-

schaften diese sehlecht (? Eisenbahn-Verwaltungen auch?<sic>) Die Leiter der Staats-

unternehnungen mOssen auch sachkundig sein. <Selbstverstandlich.) bei der Staatwirtsch.

finden wir in groBen Ganzen nur ausnah!nsweise Sacnkundig an der Spitze. (Das ist ja

eben der Grund, warum der Staat schlecht wirtschaftet.) An der Spitze Staatswirtschaft

stehen in der Regel Juristen, diese sind aber bei den wirtschaftl; beamten sehr ver-

haBt. (Warum?> In der Regel hat der Jurist eine geringere Sachkenntnis. Zur Leitung

einer Unternehmung ist er auch nicht berufen, jadie h6chst, die Minister, verstehen ge-

w6hnlich am wenigstem. Sehr selten stehen an der Spitze sachkundige,noch seltener eif-

rige beamte und noch seltener,eine uneigennUtzige Charactere<sic>. Und wUrde sich aueh

der an der Spitze stehende Jurist im Laufe seiner Amtstatigkeit eine gendgende Gle-

schaftskenntnis angeeignet haben, so kann er nicht gedeihliches hervorbringen, weil ihm

die Selbstandigkeit fehlt; er untersteht einem Sectionsrate<sic>, dieser wieder einera

groBen Rate, welche dem Sectionschef<sic> subordinirt<sic> ist untersteht und <S. 35>

sanmt letzterem Factoren<sic> die entscheidenden Vota des Finanz-Ministers einholen

muB. Zur begrOndung und Erhaltung eines Unternehnens geh6rt die groBte Anstrengung, Le-

bensfreude,(lesundheit. Eine Brauerei,eine Tuchfahrik zu begrUnden,ist viel schwieriger

als eine Advocaturskafizlei<sic>. Der Unterschied raag nicht so groB sein, wenn man die

geh6rige Kenntnis u. Mittel dazu hat ; ein Jttrist wird keine Tuchfabrik ll. ein Brauer
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keine Canzlei<sie> erriehten wollen,wenn er gescheit ist. Kann man einem beamten diese

Opfer zumuten. Opfer wol<sic> nicht, aber eine gewissenhafte 'u. verstandnisinnige
Pflichterfullg. gewiB. Der Private weiB, daB ihm der Nlltzen zufEllt, der beamte hat die-

ses groBe Interesse an der BIOte der Indttstrie nicht. Es gibt auch sehr eifrige beamte,

aher den Eifer eines Priva;telt findet man unter beamten selten. bew6hnlich verhalt sich

die Sache so, daB je h6her ein beanter an Rang ist, je entscheidender seine Stimme ist,

desto weniger Sachkenntnis besitzter. (Das soll eben nicht . gew6hnlich" sein. > Der

Verwalter versteht nech wwtwas, (Das ist eben das Obel, gerade dieser soll ja nicht et-

was, sendern, {!,ls.£gEles, was in sein Faeh geh6rt, t"chtig verstehen;) daz" ist er ja d& Er

hat den Vorgesetzten in seinera Fache als Sprachrohr zu dieneft ; der Hofraic schQn we-

niger,der Sectionschef<sic>,der Minister noch weniger. Ganz anders bei der PrivatwirV

schaft. Der Private ist von Kindheit auf dabei,hat eine Lehrzeit･durchgeraacht und sich

die n6tigen Kenntnisse angeeignet : Auch ist er in seinen Unterneimilngen selbstandig,

von Niemand abhangig, daher auch in der Lage ErsprieBliches <S.36>zu leisten.Am ehesten

vertragen noch die Dom6nen, das ForsV, das bergwesen, die Eisenbahnen, Telegrafen eine

bureaukratische Verwaltung;wo aber das speeulative<sic> Moment im Vordergrunde zu ste-

hen hat,reicht der bureaukratische Apparat nicht aus.

e.)<sic>Der Private eontrollirt<sic> seine beamten u. Untergebenen sehr einfach genau

u. 6konomisch;bei der Staatsindustrie ist die Controlle<sic> sehr eomplicirt<sic>, (da-

her sehwieriger u. ungenau, auch kostspieliger.> Der Minister muB die geringsten Smaen

verrechneR, eventuell sich claJvon entlasten k6nnen; zu diesem Zkvecke ist ein sehr lang-

sara arbeitender Apparat vorhanden und notwendig. Aus allen diesen GrUnden ist man im

GroBen ll. Ganzen zu der Ansicht gelangt, der Stant solle keine privatwirtschaftliche

Unternehnungen betreiben, insbesond. aber solche nicht, indenen ein specu!atives<sic>

Moment enthalten ist, selbst da, wo keine'6ffentlicher RUcksichten dagegen sprechen.

Es gibt einzelne Ausnahriien, wo der Staa£ gewisse Unternehmungen betreiben ratiB und tat-
sachlich Nutzen daraus zieht. In diesen sind zu rechnen.
1.)Solche, die der Staat zum 2ivgeeke der Deckttng seines bedarfes an GUtern unter {jm-

standen in's Lebeb ruft, unter welchen er auf die Deckting seines bedarfes durch Pri-

vatunternehinllngen nicht mit voller Sicherheit zu rechnen vermag. Ein Beispiel liefert

das Kriegsmaterial, wo sich der Staat nicht beschranken lassen darf. Zum Teil k6nnen
Privatunternehmungen beigezogelt <S. 37> werden, wie in Deutschland KLsrullE, in bsterreich

Werndl, aber vollstandig kann es nicht geschehen. Daher muB der Staat eigene Unterneh-

mungen, Puver- u. Waffen[fa]briken begr"nden. Hier darf er sich aus 6ffentlichen, oft

den vitalsten Interessen dem I,eichtsinne, der Nachlassigkeit oder sogar dem b6sen Wil-

len des Privatunternehmers nicht ausliefern. Der Private als Waffenlieferant k6nnte

beispielsweise im Kriegsfalle zum Verrater werden an seinem Vaterlande u. entweder zu

spat od.gar nicht liefern. Hinzu sind auch Druckwerke,Staatsdruckereien zu zalen<sic>.

Bricht z.g eine fevolution alls, so k6nnte der Staat der Mittel entb16Bt werden und

keine Gesetze drlicken,durch die etwa das Stafidrecht pllblicirt<sic> werden soilte. Aueh

ist es oft notwendig deheimnisse in gewissen beiten streng zu beachten, bewahren, was

beim Privatttnternehner nicht m6glich ware.
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2.)Die Regierg. kann gen6tigt sein, Privatunternehmungen in's Leben zu rufen, durch

welche, Unterrichtszwecke verfolgt werden, wenn es die wirtschaftl. Erziehung des Volkes

od. anderen wichtige Grthnde fordern Landwirtschaftliche Akademien mUssen z.B. mit
practischen<sic> Cursen<sic> versehen sein, mussen ein Hilfsmaterial haben;daher teilt

man ihnen die Verwaltg. von bomanen, Forsten u.& zu. bie Hochschule fUr Bodencultur

<sic> hat kein derartiges Institut zur Seite u. wird deshalb in ziemlieh herber Weise
angegriffen. (Und mit Recht. )

Au¢h betreibt der Staat an den Domanen Musterwirtschaften; denn durch bloBen theoret.
Unterrieht wird der Landwirt hiemals belehrt. Wenn aber die Regierung eine Muster<S. 38>

wirtschaft errichtet u. die Lan(hgirte mit eigenen Augen sehen, daB gewisse Verbesse-

rungen, Steuerungen, Erfolg haben,so sind sie angespornt, sie nachzuahmen. Deshalb werden

Bauernh6fe eingerichtet, auf welchen von Staatswegen gewirtschaftet wird. Das ist also

ein zweckgtaBiges Mittel zur Erziehui}g von Land= u. Forstwirten zur Hebung der Thier-

zueht li.a. Alle diese Institute sind nicht darauf berechnet, das Budget zu entlasten;

bei ihneR 'ist der Unterrichtszweck maBgebend.

3.)Es gibt zalle, wo die Einfthrung eines Industriezweiges mit groBen Schwierigkeiten

u. Kosten far den Einzelnen verbunden sifid, far die Volkswirtschaft aber voraussicht-

lich von groBen Nutzen sein mag. Da muB der Staat eingreifen. So war fruher der berg-

werkbetrieb schwierig,weii sich das n6tige groBe Capital<sic> selter in einer Hand ge-

funden, was heutzutage in Folge der Vereinigung kleiner Capitalien<sic> zu Actienge-

sellschaften<sic> nicht mehr .maBgebend ist. Die Einfahrung neuer Ideen ist gew6hnlich
f6r denjenigen, der sie einfUhrt, von keinerlei (bedeutg.) Erfolg begleitet, erst die

Nachfolger werden davon ernten.Daher muB der Staat da die ersten Opfer Ubernehmen,enV

weder eine solche Idee subventionieren, oder selbst die Unternehmung grUnden. Das enV

spricht seiner Aufgabe. Alif diese Weise wird in Frankreieh die Porzellanerzeugung ge-

f6rdert.

Eine besonders wichtige Gruppe dieser Art sind die Eisenbahnen. Es gibt Linien, deren

Ausbau von vornherein groBe Vorteile vorspricht,es gibt aber attch solche,' bei denen es

ganz sicher feststeht, daB sie in den ersten JatHren ein bedeutendes Deficit<sic> erge-

ben. Die Freihandler (liberale <S.39> Volkswirte> sagen, man solle solche Linien nicht

bauen. Das ist eine sehr unrichtige Phase<sic>[Phrase?]. Es ist klar, daB ein Private

th6richt handelte,wenn er eine solche Eisenbahn baute; er wUrde dabei zu Grunde gehen,

wenn al)er eine solche Bahn besteht, so hat das fUr's ganze Land groBe Vorteile. Die

GrundstUcke vor denen die Bahn vorUberzieht, gewinnen an Wert, Hauser steigen im Wert.

Wird z. B. eine Bahn mit 20 Millionen gebaut, kann sie nach 10 Jahren bloB 8 Millionen

wert sein;aber dema Lande hat sie' einen Gewinn von 4e-50 Millionen gebraeht. bei so!chen

Unternehmttngen hat also der Private nur ein Deficit<sic> zu erwarten;sie sifid aber fthr

die Volkswirtschaft sehr wichtig u.von groBem Nutzen. In diesem Falle･ist die Regierg.

berufen u. nicht der Private, denn die Regierg. kann in Folge der gesteigerten Volks-

wirtschaft auch gr6Bere Steuern auflegen.

4.)Fast in allen Landern, wo die kogierg. Iandwirtschaftl. Dondnen hat, betreibt sie

au¢h die Forstwirtschaft; denn sind die Forste in Handen von Privaten, so haben die
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Letzteren die eine Tendenz, die Ferste so lucrativ<sic> a!s ra6glich auszubeuten. In Fol-

ge dessen kamae es bald dahin, daB die Walder devastirt<sic> wUrden. Wol<sic> k6nnte die

Regierg. in selchen Fa!len Forstgesetze erlassen, Strafen allf die Devastirung<sic> le-

gen; aber dies natzte nicht viel,5efl. riskirt<sic> man gerne, tt. groBe Strafen konnen

nicht darauf gelegt werden, wie etwa 10eOfl. oder Kerkerstrafen. Und doch spielen die

Forste in der Volkswirtschaft eine ungeheure Rolle. Werden Wa!der ausgehauen, se ist
eine allzll' groBe Troekeftheit oder Felichtigkeit die Folge davon. Sind die Berge kahl,

flieBt jedes <S.40> Wasser, der Regen rasch herunter, eberschwefmeungen verheeren die

[fhaler. Italien hat mit seinen Waldern weder "bermaBige Uberschwemmungen, noch Oberma-

Bige Durr･e zu fthrchteR, weit die Baume die Fettchtiglszeit langsan ahgeben. Es ist also ein

groBes volkswirtschaftliches Interesse, die･WEIder zu erhalten und daher von groBer

Wichtigkeit,daB sich die WEIder im besitze des Staates befifiden, welcher die Forstcul-
                                                           'tur<sic> rationell betreiben kann und soll. Der Karst wurde von Venetianern ausgeholzt;

die Folge da:von ist, daB die Sonnenstrahlen intensiver wirken, das Moos weggeschwemmt,

das Erdreich dUrr,alles,kah1 und 6de wird.

Die hauptsachlichsten Arten des privatwirtschaftlichen Einkommens sind:

1.)Die DomaneR;ehedem die wichtigste Gruppe,heute nicht so sehr.Sie zerfallen in land-

wirtschaftliche u. in Forstdomanen. .
2.)Die diRglichen Rechte:bodenzins u. Zehent. Letztere hat bei uns keine Bedelitg. mehr.

3.)Die Staatsbergwerke. '
4.)Sonstige GewerbeuRternehmungen.

5.)Bank- tt. Creditgeschafts-Unternehimungen.

6.)Wohngebaude und raobile Kapitalien,

7.)Erbschaften, Schenkllngen ttnd sonstige Einnahmen, die sich nieht unter eines Ausdruck

fassen･lassen.

      Die Verwaltun der rivatwirtschaftlichen Unterneimun en des Staates.

1.>bei den landwirtschaftl. Domanen kann die Verwaltung in verschiedener Weise statt-

a. <sic>Ei ene Re ie:In diesem Fal!e ist der Verwalter <S. 41> ein Stantsbeasnte. Die be-

                   'treffenden Domanen werden mit den'n6tigen Capital<sic> versehen, der'Verwalter ist der

Leiter.

Die Erfahrg. Iehrt, daB die eigene Verwaltung fUr den Staat nicht zwecknaBig ist.. In

einzelnen Landern, wo noeh Naturalwirtschaft herrscht, laBt sich die eigene Verwaltung

noch aufrecht erhalten, sonst hat sie sich heutzutage uberlebt. Die landgUter pflegen

sehr wenig Ertrag abz"werfen, ja es sind sogar Zuschthsse n6tig ; durch den Verkauf der

Donanen wthrde vielmehr an Grundsteuer aufgenofien werden.Die einige fegie ist daher de-

ste weniger zweckmaBig, je mehr d'as commercielle<sic> Element eindringt. In WUrtemberg

gibt es Besitzungen, wo die Verwaltg. vom Vater auf den Sohn abergeheht, wo also ein

ausgezeichneter BeaiEitenstand ausgebildet wird. Wo dieser aber nicht vorhanden ist, ist

die eigene Regie unzweckinaBig,weil der Eifer des beagtten ein geringer ist.
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b.)Die Glewahrsverwaltun . Aus den obigen Mangeln folgt, daB man in anderen Landern au-

Ber Wthrtemberg diese Art der Vebwaltg. eingef{thrt. In diesem Falle garantirt<sic> der

Gewahrsverwalter einen bestifiten feinertrag,einen Minimalertrag,so daB, wenn er diesen

nicht zu Wege bringt, er denselben aus Eigenen ersetzen rauB. Er gibt sich ein UberschliB

itber den Minimalertrag, so wird er nach einem bestimnyten Procentsatz<sic> zwischen Staat

u. Verwalter geteilt, wodurch sein Eifer angespornt werden soll. Im Allgemeinen kann man

sagen, daB die Gewahrsverwaltung besser ist, als die eigene Regie. Der Obelstand bei

dieser Verwaltungsart ist der, daB der Verwaiter <S.42> ein Interesse daran hat, m6g-

lichst viele Capitaiien<sic> von der Regierg zu erha!ten, auch wenn er sie nicht brau-

cht.

c.)Daher hat man wieder in anderen Landern das Rwwht t eingefUhrt u. zwar: I.Die
EL!!b!;!2gl}glht. Auch diese hat sich nicht bewahrt. Der ErbpachVVertrag wird wol<sic> sicher

gehalten, aber die Regierg. verzichtet dadllrch auf die Grundrente,welche in einem fort-

wahrenden Wachsthum<sic>, itu dauernden Steigen begriffen ist. Ricardos Gesetz.) Der

Staat wifrde auf diese Grundrente verzichten,wenn er den gegenwartig sogar angemessenen

Pachtzins als Erbzins f"r iiumer festsetzen w"rde, FrUher rnag die Erbpacht zweckmaBig
gewesen sein, weil die Landwirtschaft ll. ihre Ertrag (siehe Refite) sehr stabil war.

fi.pmt Zic, t ht. Sie ist das Mittel,zu welcher die meisten Regierg. greifen. Jene Do-

manen, welche der Staat selbst nicht verwaltet, werden gew6hnlich in Zeitpacht gegeben.

Hierbei sind aber sehr viele Vorsichten anzuwenden.

a.)Was die wirtschaftliche Seite anbelangt,so ist zu bedenken, daB das GrundstUck, wenn

man es in Zeitpacht gibt, niemals in demselben Zustande zur"ckgestellt wird, in welchem

es thbergeben wthrde. In dieser beziehttBg sind also groBe Vorsichten notwendig. Es ist

ein groBer Unterschied zwischen einem ausgesogenen u. einem in voller Kraft stehenden

GrundstUeke. Ein Grundstuck kann so ausgesogen werden, daB es viele Jahre hindurch un-

productiv<sic> wird. Wie laBt sieh das verhindern?

Die moderne Agricultur<sic> hat das Problem vollstandig ge16st. Die Producte<sic> des

Grund und <S.43> Bodens hahen ndnlich zwei bestandteile in sich: Aschen u.verbrennbare

Bestandteile. Nehmen wir irgend ein Bodenproduct<sic>, Heu oder Stroh in die Hand, so

finden wir, daB es zunachst verbrennbar ist,etwa Asche bleibt aber immer zureek. Jedoch

Getreide tt. solche Stoffe,die viel Starkemehl haben,sowie Spiritus u. Zucker verbrennen

ganz und lassen keine Asche zurifck. ' Nun zieht die Pflanze Aschenbestandteile aus dem

Boden von den Producten<sic> des verwitterten Gesteines, die verbrennbaren Bestand-

teile besond. aus der Atmosphare. Daher ist als der oberste u. erste Grundsatz zu be-

achten, daB die unverbrauchten bestandteile dem Grund und Boden zurUckgegeben werden

mussen, die verbrennbaren aber nicht. Bezieht man daher Ernten, so darf man sie nicht

ganz verbrauehen, sondern nllr die verbrennbaren bestandteile derselben; die unyerbrenn-

baren man der Mutter ErdezurUckstellen; nanentlich, von jeden ErntefrUchten, welche viel

Asche enthalten wie Heu u. Stroh, DUnger u. a Diese darf der Pachter nicht verkaufen,

wodurch er gen6tiget wird,sie dem Boden zurUckzugeben;das Stroh muB er zu Streu u. zum

Futter verwenden, denn im D"nger bleiben die Aschenteile erhalten. Die Ubrigen FrUchte,

Korn u. ec kann erverkalifen. Also ein geringer Teil kann abgezogen werden, weil der Ver-
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mittlungs-ProceB<sie> immer nelle Aschenbestandteile erzeugt. Landwirte, welche ihren

Boden besond. gut in Kraft erhalten, suchen sogar die VerauBerung der eigentlichen
Bodenfr"chte zu vermeiden. Sie verkaufen fiicht gerne Kartoffel od. Rbben, sond. prodtt-

ciren<sic> Brannt<S.44>wein, Zucker, Starke u.a. Daraus,die PreBlinge und andere Uber-

reste geben sie dem Boden zureck.

Dadurch wird die sogen. Statik der Landw,irtsch. erzielt. Man muB also bei Pachtver-

tragen immer darauf achten, da die Statik vertragsmaBig aufreeht erhalten werde. Dere

Pachter wird auferlegt, we(ler. Heu od. Stroh noch DUnger zu vertiuBern. Eventuell kann

auch die Verpfliehtung aufgetragen werden, gewis3e Produete<sic> zti Zucker, Branntwein,

Bier etc. zu verarbeiten. 'B.)Die Zeitpacht muB fUr eine 'feihe von Jahren festgesetzt werden, damit der Pachter

planmaBig arbeiten kann. Hatte er das Gut nur auf einige Jahre, so natte er das Inter-

esse, es so gut als m6glich allszusaugen. Der geringste Zeitraum sind 10-2e Jahre. Auch

ist zu achten,daB LandgUter nicht an den Meistbietenden verpachtet werden,sond. an je-

nen,welcher die meiste Garantie bietet, daB er rfas Gut wirklieh zweckmaBig bewirtschaf-

ten wird.

2.>Die Forstdomanen sind fUr die Verpachtung nicht re¢ht geeignet.Sie werden am zweck-
maBigsten vom Staate selbst verwaltet, weil die Forstwirtschaft geradezu an besten die

bttreaukratische Verwaltung vertragt.

3.>beLg!gy!gptkse vertragen gleiehfalls eine bttrealikratische Verwaltg. u. k6nnen daher vom

Staate betrieben werden. ･ -                            '4.)lndustrie-Unternehmun en k6nfien in den seltensten Failen im volkswirtschaftlichen

Interesse vom Staate betriebefi werden, h6chstens dort, wo sie der Land- u. Forstwirt-

sehaft dienen ll. keine selbstandige Bedeutung habeR,sond. Iediglich dazu berufen sind,

die Pro<S.45>dllete<sic> der Land- u. Ferstwirtsch. zu verwerten, wie etwa Zuekerfa-

briken, Sdgemuhlen etc. '
Die Ubrigen privatwirtschaftl. Einkommensquellen sind meistens aufgehoben worden, wie

der Zehent, Bodenservituten. Der Bodenzehent wird dort durchgefUhrt, wo die Naturalwirt-

schaft besteht, n'icht aber bei der Geldwirtsehaft, Der behent ist der zehnte Teil des

Bruttoertragnisses, es muB z. B: jedes zehnte Kalb, oder der zehnte Teil des Obstes abge-

geben werden. Je intensiver die Wirtschaft ist, desto Naehteiliger ist der fehent ; er

verhindert geradezu jede weitern CapitalsaAlage<sic>. Daher das bestreben der Regierung

ihn abzuschaffen. Er ist meist zwangsweise abgeschafft u. we er dem Staate zugestanden

war, ganz fallen gelassen worden. ･
       '                  '

                         .Staatwirtschaftliche Einnahmen.

                                   AL!!gf.!ggg!!,nv1

                                 I.Einleitun .

                                                                     '
Die staatwirtschaftl. Einnalmren sind solche Beitrdge, die der Staat atts dem Titel der

-49-



Fi"anZhoheit von den Bergern verlangt.Die Verteilung der Auflagen ist jedenfalls nieht

willkthrlich, denn jede Auflage ist ein Ctpfer far den BUrger;(soll aber kein epfer sein

u. ist auch keines, wenn der Bthrger fUr was er die Auflage zalt<sic> u. wenn die Gegen-

leistung des Stantes den Wert der Auflage reprasentirt<sic>.) Ist etwa das Postporto

oder die Milltarbefreiungstaxe ein Qpfer? Die Auflagen mUssen gerecht verteilt sein.

Mit diesem Prineip<sic> ist aber nichts gewonnen. Man wird <S.46> fragen: Was ist ge-

rechte Verteilung? Es sind sowol<sic> in der 'Iheorle als in der Praxis zwei Grundsatze

neben einander zu unterscheiden, ohne daB es der Wissenschaft bisher gelungen ware,bei-

de zu vereinigen u. zwar.

I.Die Auflagen sollen in einer Weise verteilt werdeit, daB jeder einzelne Bthrger das

gleiche Opfer tragt. ll.Die Auflagen sollen nach Madgahe der Vorteile, die jeder ein-

zelne BUrger aus der Verwaltung zieht,verteilt werden,je gr6Ber der Vorteil,desto gr6-

Ber die Auflage. Jeder dieser beiden Grundstitze erscheint gerecht. Und die Steuern wer-

den auch wirklich so verteilt, daB die lasten, die der Einzelne tragt, gleich sind;die

Geberen<sic> dagegen sollen' nach dem zweiten Grundsatze, namlich nach dem Nutzen, den

der Einzelne aus der Verwaltg. zieht, verteilt werden. Also es stehen beide Grundsatze

nebeneinander u. nicht vereint.

Wie soll alse eine Vereinigung beider stattfinden?

I.In Bezug auf den ersten Grundsatz, daB jeder Barger das gleiche Opfer tragen solle,

wurden viele Vorschlage gemacht, daunter besonders folgende:

a.)Jeder einzelne BUrger solle den namlichen beitrag zu den Staatsausgaben prtistiren,

d.h. die Kopfsteuer. Schriftsteller wie !!of!, Soden,sagen: Der Staat ist eine Anstalt,

welche den Bergern einen Nutzen gewahrt;jeder erhalt volle fechtssicherheit im Staate,

alle genieBen den gleichen Schutz; folglich sollen alle gleich zu den Staatsausgaben

beitragen. Bei naherer Betrachtung dagegen erscheint die Ansicht bedenklich. Es ware

eine groBe <S.･47> Ungerechtigkeit von jedern einzelnen BUrger ohne Racksicht auf sein

Einkommen den gieichen betrag zu verlangen. Es w"rden in diesera Falle die einzelnen

BUrger nicht das gleiche Opfer bringen, was also gegen das erste oben aufgestellte
Princip<sic> verst6Bt,denn da hatte ein Rothschild u. ein armer Arbeiter gleichviel zu

zalen<sic>, etwa 100fl. Es gibt aber Familien, die nicht einmal 10efl. Einkomen haben,

Durchfifhrbar ware diese Ansicht nur wenn alle BUrger gleiches Verm6gen hatten. Nur in

den Anfangen der Cultur<sic> finden wir daher die Kopfsteuer, aher bei fortschreitenden

Volkswirtschaft tritt Verm6gensungleichheit ein. Damit soll nicht gesagt sein, daB die

Kopfsteuer thberhaupt ungerecht ware, sond. bloBe Kopfsteuer in einem (un)entwickelten

Staate ist ungerecht. Wol<sic> aher ist sie mit einem Steuersysteme vereinbar.So haben
wir in Osterreieh auch eine Kopfsteuer, namlich die Salzsteuer,die gerade den Armstn aia

meisten trifft; wer nun von Kartoffeln und Kraut lebt,zalt<sic> die meiste Salzsteuer?

<Wird denn ein Lungenbraten nieht gesalzeR, od. kann man H2ringe u. Schnecken ungesal-

zen auch essen?) Nach dieser Ansi¢ht braucht der Arrae nur ungestillertes Brot und sauere
Milch zu nehiaen und er ist von der Kopfsteuer befreit.Die Salzsteuer trifft allerdiRgs

den Armen am raeisten, aher nur deshalb,weil er bei ungleichen Einkoutmen nahezu dasselbe

Salzquantum braucht zu seine Lllngenbraten. Doch ist sie da aber im System der "brigen
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Steuern und nicht als alleinige Kopfsteuer.

b.)bie Auflagen sollen Raeh MaBgabe der Verm6gens-Verhaltnisse werdefi ll. zvear.

1)Nach der Gr6Be des Verm6gens, 2)ftach der Gr6Be des Einkomaens.

Es ist ein groBen Unterschied zwischen besteuerung des Verm6gens u. des Reineinkofiens.

Es gibt so manches Verm6gen, welches kein Einkommen gewahrt,z.B. Sch16sser,Parkanlagen

und umgekehrt manches Einkortmaen, das kein Verm6gen veraussetzt, z. B. das Einkomen eines

Beamten. <Seit dieses kein geistiges Verm6gen voraus, u. ist dises geistige Vermogen

nicht eine Capitalsanlage<sic>. [)]

)ie herrschende Ansicht ist die, da'B es zweckmaBig sei, nach MaBgabe der reinen Ein-

kofiens ztt.besteuern. bie Steuern sollen das Verm6gen nicht rnindern, sie sollen' nicht

gleichsaai ihre eigenen Wurzeln antasten.Das ist der ein Grund,warum das Verm6gen nicht

zu besteuern ist. 2)Der zweite Grund ist aber der,daB viele BOrger, die erwissenermaBen

eln Einkonmen besitzen, gar nicht besteuert werdeR wthrden. Daher findet man･nicht leicht

die Verm6genssteuer in einem Staate.

Eine weitern Frage i-st: Soll nach MaBgabe des reinen Einkomens od. des Bruttoeinkemens

besteuert werden? Die Antwort ist: Nat"rlich nach MaBgabe des rein EinkoiEuEieRs.Denn man

kann ein sehr groBes Brutto- u. trotzdem ein sehr geringes Netto-Einkommen haben. ZB.

ein E{auskerr hat ein Brutto-EiRkommen von le,Oeefl., ein Schnittwanre"hafidler<sic>

gleichfalls; aber der Hausherr wird ein gr6Beres Netto haben, weil die fegie eine ge-

ringe ist. Der elndere mllB Gehalte, bew61bemiete, etc. zalen<sic> u. diese verschlin<S.

49>gen des Meiste,vielleicht 90eefl.Die Bodenzehenten waren eben solche Abgaben,welehe

nicht das Netto,sond. die Brutto-Einkomen besteuerteR und deshalb abgeschafft wurden.

Alle finanzwirtschaftl. Schriftsteller behaupten, daB die Auflagen, welche dem BUrgern

nach }laBgabe ihres reines Einkoaunens bemesseR sind, (lie grllndsatzlich gerechtesten

sein. In seiner Reinheit en'tspricht aber dieser Grufidsatz dennoch nicht der Gerechtig-

keit. Es wird sehr fraglich sein, ob das Opfer der einzelRen B"rger i" diesem Falle ein

gleich groBes sein wird? Deswegen massen felgende Ausnahmen eintreten.

1.)Bei jene Persone. n, deren Einkoimmen nllr jene Gr6Be hat, deren sie zu ihrem Lebens-

unterhalte bedBrfen,also nur ein sogek Existenzminimum hahen z.B. in Wien 300fl.,sol-

len dann diese Personen auch etwa le% Steuern zalen<sic>? Das ist fast qllgemein aner-

kannt, daB das Existenzminimum von den Steuern ll. Auflagen thberhaupt freizuhalten ist;

aber in Praxis ist diese Ausnahrae fast in keinem Lande stricte<sie> durch(fehrbar)ge-

fuhrt. Gibt es z. K in Osterreich einen Bitrger, der keine Steuer zalt<sic>? Nein! Salz-

steuer zalt<sic> jeder,jeder,selbst der Armste. In England zalt<sic> wieder der Armste

die Branntweinsteuer. (bei uns auch.) Also ist es nur eine Art Ideal; man sueht nur so

viel als mOglich das Existenzmin'imllm von Steuern zubefreien. ･
2.>Der Grllndsatz hat seinen Grund darin, daB die Lasten, die Opfer von allen Bijrgern

.gleich empfunden werden; daraus zieht man die Conseqttenz<si¢>,daB sie nach MaBgabe des

<S. 5e> Reineinkomraens geleistet werden. ,
Nun fragt es sich; Empfindet ein kann mit geringen Einkomen eine Steuer von derselben

pereentualen<sie> H6he･ebenso hart, wie,ein Bthrger mit einem gr6Beren Einkomen oder
vielleicht noch harter? Z.B. E[e?]mpfindet derjenige, we!cher 5gOfl. Eifikofien ha;t, 10%
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Steuer hierin, also 5efl, ebenso, wie derjenige welcher 1 Million Einkohien hat, seine

10%,namlich 1000eefl. sp"rt? Nein! Je gr6Ber das Einkorden, desto weniger empfindet man

das ProeentmaBige<sic> gleiche Opfer. Man soll daher das Einkommen nieht Uberall nach

demselben VerhaltRisse besteuern, sond. mit dem Steigen des Einkommefis soll auch der

Procentsatz<sic> steigen, dh. <sie> der Procentsatz<sic> soll ein progressiver Besteue-

rung des Einkommens, wie es bei uns in der Einkommensteller und beim Tahakregal zu Tage

tritt,indem beim letzteren die Preise f"r die seineren Sorten progressiv steigen.

Wir haben also zwei wesentliche Principien<sic> zu beachten:

1.)besteuerung des feineinkommens unter Freilassung des Existenzminimums.

2.)Die progressive besteuerung.

il.War den zweiten Grundsatz, daB die Auflagen nach MaBgabe des Nutzens, welchen die

BOrger aus der Verwaltg. ziehen, berechnet werden sollen, betrifft, so gibt es Schrift

steller,welche diesen zvteiten Grundsatz fUr ebenso gerecht halten,wie den ersten. Aber

es laBt sich manches dagegen einwenden.

a.)Es ware eine sehr verwerfliche Auffassung; <S.50> wenn man sagte,der Staat hahe das

Recht, sich seine Leistungen zalen<sic> zu lassen; denn er muB ja Pflichten gegen die

Berger erfUllen. Es wurde dem Wesen des Staates widersprechen,wenn man sagen wUrde:Nur

jener kann Kinder in die Schule schicken, der das Schulgeld zalen<sic> kann. Es gibt ja

sehr viele Leute im Staate, die die Steuern nicht zalen<sic> k6nnen, sgllen diese allen

Rechtsehutzes entbehren?

b.)Dieser Grundsatz ist einfach fiicht durchfUhrbar. Es gibt eine Menge von Leuten im

Staate, welche ihm ungeheure Kosten verursachen, z. B. SchUblinge, Leute, welehe ihre

Kinder nicht erziehen k6nnen, diejenigen, welche keine ProceBkosten<sie> zalen<sic>

k6nnen; und doch muB der Staat diesen Personen Dienste leisten. e.)Wie will man

schlieBlich den Nutzen, welchen der Staat dem Einzelnen gewtihrt, berechnen, z.B. dureh

die diplomatische Vertretung durch die stehenden Heere etc.Es ware eine groBe Vernach-

1tissigung der Pflicht des Staates,Leuten, welche nicht zalen<sic> k6nnen,die Dienste zu

entziehen.

Stein meint, der Staat entwickle Tatigheiten auf dem (lebiete der Verwaltung, die dqm

Einzelnen zwar zu Gute kornmen,welche aber auch dem Staate so zu Gute kommen,da sie wie

sein Einkofien erseheinen. In jeder Einzelwirtsehaft sei ein Teil des Erfolge Erfolg der

Tatigkeit des Staates; das Ergebnis der Einzelwirtschaften sei aus der TEtigkeit des

Einzelnen und der des Staates zusammengesetzt.

Daraus deducirt<sic> Stein, das ldeal einer gerechten Steuerverteilung ware, daJ] man

jenen Anteil, den der Staat an dera wirtschaftlichen Erfolge des Ein<S.51>zelen hat,

festsetzen wUrde, und dieser Anteil sollte als Stetter angebracht werden.

Andere Schriftsteller wollen den Nutzen, welchen die Staatsauslagen bringen, also den

Nutzen "berhaupt berechnen. Stein nifit an,daB die ganzen Steuerausgalben in dem Mehrer-

tragnisse der Einzelwirtsehaft zur Erscheing. gelangen sollen u. gelangen. Dies ist
aber nicht.der Fall. Nicht jede Staatsausgabe kom-t in der Wirtschaft wieder zur Er-

scheinung; der groBere Teil wird far militarische,religi6se, wissenschaftliche verwen-

det u. alle diese Erfolge treten in der Wirtschaft nicht zu Tage, Solche Erfolge lassen
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sich Uberhaupt nicht mit den Attgen sehen, mit den Handen greifen, sond sie sind aber

da;hatten die Verwendungen auf wissenschaftliche Ziwecke,keine Begl"ckung fUr die Wirt-

schaft? Ganz bestimmt ja.Das Princip<sic> Stein's warde dann einen Anschein von･Wahr-

heit haben, wenn die BUrger' ihre ganzen Einnahmen zGr F6rderung ihres Einkommaens wieder

verwendefi w"rden (?!); der Brdger verwendet aber sein Einkofiefi fthr pers6nliche Ziveecke

u. nur einen Teil gibt er dem Staate. Wie sollte man Raehrechnen um wie viel der Ein-

zelne mehr eingenohien hat, als er ohne die staatliche Institution eingenollunen haben

witrde. Stein gesteht selbst,daB sein Princip<sic> undruehfifhrbar ist, daB es notwendig

sei, davon abzugehen u. zu dera Grundsatze, daB der Burger naeh MaBgabe der Steuerkraft

beisteuern raOsse, Oberzugehen, was ungeftihr dasselben ist, wie nach MaBgabe des ReiR-

<S.53>einkommens, obgleich es durchau$ nicht gleieh ist, aber dennoeh darauf hinaus

k6mmt.

Man muB also sagen, daB sich der zweite Grllndsatz nttr innerhalb gewisser Grenzen als

richtig herausstellt, namlich in dem Sinne, daB der Staat berechtigt ist, gat.E}stgnen Teil

seiner Attsgaben von denjenigen eiilzuheben, denen die Verwaltungstatigkeit ztt Gute kom-

rat'

In Wirklichkeit sucht allenthalbefi der Staat seine Ausgaben zunac･hst durch die privat-

wirtschaftlen Einnahmen zu decken, die unbedeckt gebliebener bedUrfnisse befriedigt er

durch GebUren<sic>, in welchem Falle der zweite Grundsatz seine Rechtfertigg. findet.
                                                             'Res･ultiren<sic> dann noch unbedeckte bed8rfnisse, so zieht der Sta,at die progressive

Einkoanenbesteuerung heran. ･ '

                         fi.Uberwalzun der Aufl en.

Jeder BUrger m6chte wol<sic> Steuerzaler<sic>, aber nicht Steuertrager sein. Der Staat

macht die groBten Anstrengllngen, um die Steuern gerecht zu verteilen; er will, daB der

Steuerzaler<sic> auch Steuertrager sei; er will daB bestifite B"rger die Steuern tragen

u, sie nicht boerwalzefi. Manche Schriftsteller, daru"ter Stein, sagen: Jede Steuer wird

"berwalzt. han k6nnte auch das Gegenteil, daB keine Steuer itberwalzt wird, behaupten ;

dies hat aber noeh Niemand, weil es nicht wahr ist, denn viele Le"te zalen<sic> mehr

Steuern, als $ie Einkemmen haben. Steiit sagt: . Jede Steuer wird vom Zaler<sic> auf die

Kaufer seiner Producte<sic> Uberwalzt." Also auch die Einkommensteuer, die Grund- u.

Erwerbesteuer. Der <S.54>Grttndbesitzer Gberwalzt seine Steller auf die Getreidehandler,

d-ieser' auf MEkler,dieser auf die Ncker,dieser auf die Arbeiter, diese auf ihre Fabri-

kanten, diese auf die Abnehmer u.s.f. Stein kormt hinzu auf folgenden Wege:Er nimsnt an,

daB die Steuer zll den Productionskosten<sic> geh6re ll. daher im Preise des Produetes

<sic> zum Ausdrucke komen und darails gedeckt werden massen; es mOBte dann der Produ-

eent<sic> zu Grunde gehen. Das ist falsch. Die SteGer ist nicht Uberall ein Teil der

Productionskosten<sie>; viele SteGern werden aus dem reinen Einkonmen, nicht aus dem

Capital<sic>, sond. aus dem Ergebnisse der Productionskosten<sic> gezalt<sic>.

Kann ilberhaupt jede Steuer u. von jedermann thberwalzt werden? Auf wen sollte ein Leib-
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rentenbesitzer seine Steuern Uberwaizen? Es gibt also Personen, welche Stellern zalen

<sic> u. sie nieht aberwalzen.

Falsch ist also, daB jede, u. ebense falsck, daB keine Steuer Uberwalzt wird.

Welche Steuern werden Oberwalzt? Das ist schsver zu beantworten u. sehr bestritten. Als

Regel, jedoch nicht ohne Ausnahmen giit: Jene Steuern, welche aus dem Capital<sic> ge-

zalt<sic> werden, werden Uberwalzt, jene, die aus dem reinen Einkommen bezalt<sic> wer-

den,k6nnen tiicht Uberwalzt werden. Dies gilt aber nur im Allgemeinen. Man kann genauer

sagen: Jene Steuer, we!che nach Masgabe der Q"aRtitat der erzeugten Producte<sic> entH

richtet wird, wird uberwalzt, jene, welehe das wirtschaftliche Ergebnis, Einkommen,

treffen,werden nieht "berwalzt.Die Biersteuer z.B. wird nach der Quantitat entrichtet,

also auf den <S.55> Biertrinker Uberwalzt. Die Grund-,die Hauszinssteuer wird nach dem

wirtschaftl. Ergebnisse,nach dem feinertrage,also auch nach MaBgabe des Rein(gewinnes)

Einkom-ens entrSchtet, ist also nicht Uberwalztbar. Die indireeten<sic> Steuern werden

in der Regel Uberwalzt, die directen<sic> nie. Wo!lte beispielsweise der GrundeigenicU-

mer seine Grundsteuer Oberwalzen, so maBte er zu theuer<sie> seine Producte<sic> ver-

kaufen. Dies wOrde die Nachfrage verringern, den Import steigern u. den Landnan<sic>

n6tigen, weniger u. weniger zu produciren<sic> bis er seine Beschaftigg. ganz aufgeben

meBte. Dazll wird sieh kein Grundeigentifmer entschliegen. Er wird vielmehr trachten,

durch Vervollkommnung der Landwirtschaft u. Vermehrg der Produetion<sic> die Grund-

steuer hereifizubringen. Ebenso wenig kann sie auf den Pachter Uberwalzt werden, weil

dieser nicht mehr in der Lage ware, Landwirtschaft zu treiben. Dasselbe VerhEltnis wal-

tet bei der Hauszinssteuer ob, welche wol<sic> den Nutzen, den eifi Haus liefert,schna-

lert, dadurch die Baulust u. das Angebot vermindert, sich aber nicht Uberwaltzen laBt.

Wollte dies ein Hausherr thun<sie>, so mUBte'er den Mietzins steigern. Aber die Par-

teien warden ausziehen, die Wohnungen waren ieer, in Folge dessen ginge der Haudherr

wieder mit dem Zinse herunter. Doch ist die Meinung herrschend, daB die Hauszinssteuer

itberwalzt wira Steigen die Steuern, so steigt der Zins. Das steigen des Zinses hangt

jedoch einzig u. allein von dem Verhaltnisse von Angebot u. zur Nachfrage ab. Die re-

gelmaBigen Quellen, aus denen der Staat die Einnahmen zur <S.56> Deckung seines bedOrf-

nisses sch6pft, sind Regalien, Geb"ren<sie>, Steuern.

                               a.Die fe aiien,

Im weiteren Sinne ist unter dem Worte Regal ein Hoheitsrecht, z. B. das Justiz=,Polizei-

regal,zu verstehen; im engeren Sinne (finanzwissenschaftl.) kann man nur die nutzbaren

Hoheitsreehte, die der Regierung ausschlieBlich vorbehalten sind, verstehen u. unter-

scheidet daher re alia maioria oder Regalien im weiteren Sinne, dh. <sic> die eigent-
lichen staatlichen Hoheitsrechte u. zegal/24.!!!i!}gz{!i a. Regalien irn engeren Sinne, die nutz-

baren Hoheitsrechte. Hier k6nnen uns nur letztere beschaftigen und wir haben folgende

Regalien im engeren Sinne:

fi:9?Sg:lli'Zgga.,ii,,g,id.=R,gai ) i･Gruppe
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M. J] Lottoregal ' Regalien des Verkehres
N iJ Postregal
V. Ji Telegrafenregal

VI. ti EisenbahRregal

lII[Ii ¥2"Zak'S23a'i } Regaiie"n'greg'egrbrauehes

bie zwei letzteren sind solche fegalien, welche 'in der ausschlieBlieh vorbehal･tenen

Production<sic> u. Vertrieb gewisser begenstande des allgemeinen Verbrauches bestehen.

Beide Gruppen von Regalien haben den Zweek, das Einkoinmen des Staates zu vermehren;die

GebUren betrachten diesen Zweck als Nebensach und sind hauptsachlieh deshalb zu ent-

richten, weil der Staat im offentlichen Interesse eine dem Einzelnen zll Gyte kommende

Tatigkei't vollbringt. <S. 57> Dadlirch, daS diese Regalien als Unternehmungen keine Pri-

vatcoBcttrreRz<slc> z" bestehen haben, erzlelt {ier Stant ein doppeltes EinkosEur!en u"d

zwar solches, welche der Private daraus ziehen wthrde, dann jenes, welches dem Stante in

Folge der NichtcoBcttrrenz<sic> fahigkt. <sic> zufalk.

Devanach kann ein Regal leicht in eine GebUr uiiLgewandelt werden, indem der Staat er-

klart,daB es wie z. B. das Postregal nicht des Einkommens wegen,sond. ausschlieBlich im

6ffentl. Interesse'betrieben wird.

                             Re alien des Verkehres

                                 I.bas M"Rzre al.

                ' '

Dies ist das ausschlieBl. Recht des Staates,aus der Milnzpragung einen Ertrag zu erzie-

len. Es ist selbstverstandlich ein Heheitsrecht des Stantes. Der Staat hat ein hohes

IRteresse daran, daB die Munzen genau gepragt werden. Uns interessirt<sic> nHr die fi-

,nanzwirtschaftl. Seite, die nutzbare Seite dieses Regals. FrUher wurde dieses Regal in

sehr verderb'licher Weise attsgebeutet. Man･verminderte den Feingehalt der Mthnzen nach

Beiieben, man schnolz sie ein, u. verschlechterte den Feingehalt. Noch in unserem Jahr-

hunderte hat es eine Regierg. ndrttlich die spanische vers"cht; sie hat die M"nzefi voll-

gewichtig ausgeprdgt,ha't aber das sogen. Remedium benetzt, um Gewinn daralls zu ziehen.

Alle Mthnzen wurden namlich an der niedringsten Grenze des Reraediunis gepragt. Der-MUnz-

vertrag zwlschen Ostereich u. Deutschland von J. 1857 bestinmt, daB aus dera <S. 58> Ti-

tel･des Reraediums kein Gewinn gezogeR werden darf, was Stein falseh (als) eine Aufhe-

bung des Reraediums allffaBt. Es darf also keine MUnze an der untersten Fehlergrenze,

sond. nur in der Weise ausgeprtigt werden, daB 45fl. in Silber resp. 30 Thlr., resp. 52･

1/2 Silbergulden f. d. ?Vhrg. zusamrnengenommen, vollwiehtig sind, d. i. genau 1 Pf. feines

Silber ausmachen, wahrend (dies) das einzelne StUck etwas leichter oder sctwerer als

das MUnz-Fixum attsfallen kann. ･
Die Ausbeutung des Regales ist bei der groben (harten) ll. bei der ScheidemUnze ver-

schleden. bei der groben (harten) MUnze geschiet sie durch den sogn. 'Schlagschatz. Dies

ist der Preis,den die PrivateR fitr die M"nzung zalen<sic> m"ssen. Mit Ausnahme von Eng-

ld kofit der Sehlagsatz Uberall vor; bei uns betrdgt er 1/2% bei Gold, 1% bei Silber-
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mgnzen, in Deutsch!and 7 Mark fUr 1395 MarkstUcke atts 1 Pf.Gold. Er ist ein Entgelt fUr

die Auspragung vollwichtigen M"nze ttnd nicht wie Stein sagt,ein Abzug vom Feingehalte.

Die Milnzen werden vollgewichtlg ausgeprdgt, der Schlagschatz besonders entrichtet u.

nieht vom Feingehalte abgezogen. Malt zalt<sic> den Schlagsehatz deshalb gern, weil die

Manze gangbarer ist das (Rohmaterial) Rohmetall. Der Schlagschatz ist um so h6her, je

kleiner die zu prdgenden Manzen sind; dh. <sic> der Sehlagschatz bleibt gleich, aber die

Kosten fUr die MUnzanstalt sind umso h6her, je kleiner die MUnzen sind. Dieser Umstand

hat dazu gefuhrt, daB die Scheidemijnze nicht vollwertig ausgepragt wird, weil niemand so

hohen Sehlagschatz geben wUrde.Daher ergibt sich bei der Schei'dernunze fUr die Regierg.

ein <S.59> betrtiehtlicher Gewinn. Betrachtlich ist dieser Gewinn, wenn eine neue Gat-

tung ScheidemUnze ausgegeben wird; wenn aber die Regierg alte Munzen einzieht u. neue

pragt, so hat sie Schaden, weil die alte Mimze meisten abgen"tzt, leichter u. weniger
wert ist, als die neu ausgegebene. (OO05.) ( ? hagewicht. ]

Pie 6sterr. grobe (hart) MUnze ist seit Maria [Iheresia immer mustergiltig,die Seheide-

mijnze die schlechteste in ganz Europa. In den europaischen Staaten werden durchschnitt-

lich le% unterwertige Scheidem"nze geprdgt, in Deutschland aus 1 Pf. fein statt um 90

Mark 100 Mark, u. in Frankr. statt aus 9/10 nur 8/10 fein.

ll.Das Staats a ier eld-Re al.

Es ist das ausschlieBliche fecht des Staates, solche beld zeichep auszugeben, mittelst

deren der Erheber seiner Verpfliehtg. gegen den Ausgeber der Noten naehkommen kann. Die

Regierung ist durch die unverzinsliche Herausgaben der Noten in der Lage einen Gewinn

zu ziehen,da sie sonst Zinsen zalen<sic> mUBte. Es ist also ein indirecter<sic> Gewifin

fUr den Staat, eine Ersparung.

Die Staatsnoten hahen im Princip<sic> keinen zwangscours<sic>, wie im Gegenteile Stein

meint; z"m begriffe der Staatsnoten geh6rt der Zpeangscurs durchaus nicht; erst in Fol-

ge･eines speciellen<sic> Gesetzes kann dieser festgesetzt werden. Auch das ausschlieB-

liche Recht, Anweisungen an sich selbst auszugeben, saht dem Bankwesen geh6rt hieher,

auch da kann fOr den Staat ein Regal entstehen. Jede Bank, <S. 60> welche Bankzetteln

emittirt<sic>,kann viel mehr Noten ausgeben, als ihr Metallschatz betrtigt. Es ist dies

ein Vorteil,der einen gleich groBen tinverzinslichen Darlehen gleichkonmt. Das Recht auf

Ausgabe der Bankzettel hat di'e Regierg. ausschiieBlich, aber sie Ubt es nieht selbst

aus, sond. UberlaBt es der Nationalbank gegen Entgelt. FrUher wurde die Nationalbank

von der Regierg. selbst geleitet, jetzt geh6rt sie einer Actiengesellschaft<sic>. Die

6sterr. =ungar. Regierg hat sich dafUr gegenUber der Nationaibank andere Rechte
ve[o?]rbehalteR u. zwar: 1.)der Regierg. unverzinsliche Dariehen zu geben; 2.)sie zie-

ht aus dem Bankgeschafte Nutzen, participirt<sic> daran.

M.Das Lottore al.

Das Lottoregal begreift nicht nur das Reeht der Veranstaltung von Spielen, sond.

                                                            '

au¢h

-56-



noeh das weitere Reeht in sich, zu jeder Ausgabe von Losen die bewilligg. zu erteilen.

Was das letztere fecht anbelangt, wurde vielen aristokratischen Hausern die Alisgabe von

Losen, den sogen. Privatiosen gestattet, deren Gewinnste nit 15% besteuert sind. Abeti

attch der Staat gibt Lose, Staatlose heraus u. belegt die auf dieselben entfallenden Ge-

wiftnste mit eiBer 20% Stetter. Solche Lotterie Anlehefi, die gemacht werden um sich ein

billiges Darlehen zu verschaffen, hahen wir in Osterr. aus dem J. 1854, 1860, 1864. Sie

sollten nur in der EuBersten Not contrahirt<sic> werden, weil sonst die Arbeitsenergie

der Bev61krg. sehr gelahmt wUrde.

Die Lottoeinsatze betragen in bsterr. circa (20? od. 26?] Millionen,die Gewinnste u.

Verwaltungs<S.61>kosten 19 Millionen Gulden, es bleibt somit ein ReiRgewinR von 7 Mil-

1ionen.

Das genuesische Lotto aus Genua. ba bestand ein Rath<sie> von 90 Mitgliedern, von denen

jahrlich fanf ausgelest wurden; die Bev61kerung gew6hnte sich daran, auf die FUnfe zu

wetteR die Bankiers f6rderten das Spiel und spater Ubernaliln die Regierung dieses Wett-

spiei. Es bestehet darin, daB 90 Numern mitspielen,von denen je fUnf immer gezogen wer-

den. Wer von diesen filnf Nufaern eine oder mehrere errat, macht einen Gewinnst. Die An-

zal<sic> der Mitspielenden ist beliebig, die Zal<sic> der Gewinnste unbestirdt.

Bei dem hollandischen Lotto ist die Zal<sic> der Spielenden u. Gewinnste bestihit u. die

Einsatze bestimmt u. die Einsatze ziemlich hoch sind; Umstande wodurch man wenigstens

die Armen von Lottospiel abwendig machen k6nnte. Dieses nennt man das Klassenlotto.

IR Osterr. u. Italien besteht noch das genuesische Lotto, sonst･ist 'es "berall aufge-

hoben.

Das Lottoregal wurde im J. 1751 in esterr. eingefthrt. Anfang trug es sehr wenig, weil

es verpachtet war. Die Pachter zalicen<sic> 35e, OOO fl. allmalig bis 800,OOO fl. Im J.

1787 unter josef ll. "bernatm es die Regierg, in eigene Regie. Erst im J. 1813 wurde

ein Reglement'fUr das Lottowesen geschaffen tt. dieses bildet heute noch die Grundlage.

DengemaB bestehen 90 Zalen<sic>,wovon bei jeder der 26 Ziehungen im Jahre je 5 gezogen

werden.

Man ha;t das Recht zu .spieten:

a.)Das Extratto. Hiebei wird eine Nummer gesetzt, welche ohne weitere bedingg. ohne <S.

62> RUcksicht auf einen bestimmten Ruf besetzt wird, herauskormen kann u. gewinnt. Die

Wahrscheinlichkeit betrdgic hier 5!90-Y18. Die Regierung zalt<sic> aber bloB 1116 des

Gewinnes, dh. <sic> den 16( 14.) -fachen Einsatz. Der mindeste Satz aberhaupt betrdgt 5

kr., 'der Gewinn also 5×14=7ekr.
b.)Das tpmtf iel ist ein Spiel auf einen bestifiten Rttf,es werden auch nur einzelne Num-

mern gesetzt, aber es wird angegeben, auf welchen Ruf sie herauskofien solien. Die Wahr-

scheinlichkeit hiebei ist 1!9G groB, der Gewinn aber nur 6719e, so daB die Regierg.

23/9e zurOckbehalt.

Der Einsatz kann beliebig hoeh sein.

c.>Das pmtb 1. Gesetz k6nnen werdeR je zwei beliebige verschied. Nwhern mit belie-
                            tbig hohem Einsatze; gewonnen wird, wenn sich die zwei gesetzten Numern unter den fUnf

gezogenen befinden. Die Wahrscheinlichkeit betragt 11C4005, an Gewinnst wird jedoch
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  1/240 ausbezalt<sic>.

  d. [)j Das Tww/. Dabei k6nnen drei Nurdern gesetzt werden. Wahrscheinlichkeit =
  1/117as. Glewinnstauszalung<sic> 1148e& Das Arllbo-- u. Ternospiel kann man in der Weise

  combiniren<sic>, daB man einen betrag des Einsatzes fBr's Ambo u. den Rest fthr's Terno

  bestifit; dieses its das sogen. Amboterno.

   uartterno und uintterno kaEin man nicht spielen; raan kanft wol<sic> 4 resp.5 Nllhiern 2u

  einer Ziehung setzen ; bei einem etwaigen Gewinnste eines Quartterno od. Quintternos

  werden aber so viei Terni ausbezalt<sic>, als in dem Quartterno resp. Quintterni enV

  halten sind,also beim Quintterno zehn Terni.

  Gegen das Lotto werden vom Standpuncte<sic> <S. 63> der Moral viele und gewichtige Be-

  denken erhoben. Es sind sehon tausende von Verbreehefi dadurch veranlaBt worden. Man
  strebt auch in esterreich die Aufhebung desselben an, sie dthrfte aber nicht p16tzlich,

  sondern wie in andern LEndern geschehen.Man mUBte die Ziehungen se!tener machen u. die

  Lottocollecturen<sic> verminderB.

  Streitig ist es, ob sich das hollandischen statt des genuesischen Lottes einzufiihren

  empfehlen wOrde. Diese hat defi Vorteil, daB der Preis der Lose ein groBer ist u"d daher

  die armere Classe<sic> aus geschlossen bleibt.

  Wolien Private ein Lotteriespiel veranstaiten, so mUssen sie die Einwilligung der fe-

  gierg. einholen.

  Lotto'anlehen geben der Regierg. den Vorteil,Darlehen rnit minder drUekenden bedingungen

  zu erhalten. Wer einen Treffer macht, muB Stempel nach Skala ll. entriehten.

  Bei Gewinnsten der Privatlotterien zieht die Regierung 15%, bei Staatslosen 20% Steuern

  ein; Gewinnste aus der Zalenlotterie<sic> werden nach Skala fi. besteuert.

                                 IV. Das Postre al.

 'Die Post ist eine 6ffentl. Einrichtung zur Bef6rderung von Briefschaften, Paketen

. u. PersoRen auf bestimten Wegen, Cursen<sic> und zu bestimten Zeiten. Der Naine stamt

  vom itai. RgsltLQ=Station.

  Ist das Postregal heute noch Regal? Ja Einige Schriftsteller sagen,das Postregal wer-

  den nur <S.64> in 6ffentl. Ifiteresse also ohne Reingewinn betrieben. Sie meinen die

  Regierg. betrachte die Post als eine Verwaltungssache und das ist falsch. Sie bezieht

  aus der Post ein Reineinkommen. In England betrdgt dasselbe 12, in Fralcr.Ie, in Delltsch-

  land 7-8, in Osterreich 3 Millionen, in Ungarn nicht einmal eine volie Million. Also das

  Postregal ist Regal.

  EiBige Schriftsteller behattpten: Je niedriger die Tarife, desto gr6Ber sei der Betrag

  der Posteinkomens. D&s ist falsch. In jedem bestimtefi beitpuncte<sic> wird ein be-

  stimter Tarif einen bestimten Betrag liefern. Selbstverstandlich wthrden die Zal<sic>

  der Briefe klein seSn, wenn statt 5 kr., 1 fl. Porto gefordert w"rde. Seit dem J. 1865

  wurden die Tarife ermaBiget u. zwar von 15kr. auf 10kr. Die Folfge davon war die Erh6-

  hung des keineinkohiens. Warde maan aber heute den Postsatz von 5 kr. allf 7 kr. erh6hen,

  warde der Reintrag sicherlich gr6Ber sein?
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Im Alterthume<sic> gab es ahnliche StaatseiRrichtllngen, welche ausschlieBlich dem
Staate dienten. Nach Herodot hatten sehon die Perser berittene Boten @ijg@gji,; die R6mer

hatten ihren pmt 1 , eine unter den r6m. Kaisern bestehende Bef6rders. = AR-
stalt fer Regiergs. = Depeschen und Beamte. Karl der GroBe hielt PostboteR, aber nur

f"r Staatszwecke.Das dringendste bedarfBis stellte sich bei deR KaufleuteR im 13.Jahr-

hunderte ein ; sie ( er ) richteten selbst fer die ihre Zwecke solche Institute. Die

Briefe far Privaten wurden dainals meist durch M6nche od. Landstreicher bef6rdert. Die

eigentliche Post wurde erst im J. 1516 unter Maximilian I. zwischen' Wien und BrOBel

errichtet u. bildete das <S.65> Privilegium des Reichspostagites des'Hauses Thurn u.

Taxis.Das Beispiel wurde dann vielfach naehgeahmt,indera die widersprechenden deutschen

FUr$ten in ihrefi eigenen Territorien eigene Landposten einf(ihrten. Im J. 1596 wurde

Thurn u. Taxis unter Widerspruch einzelner Fursten, deutscher Reichspostmeister und
seiB Geschlecht geneB dieses Privilegiura bis zum J. 1867. Was 6sterr. betrifft, so wur-

den bis zum J. 1850 die Briefe nach Entfernung u. Gewicht taxiert, und zwar von 3 zu 3

Nationen 2kr. C.M.,,filr je 4 Nationen 6kr. Die Entfernung wurde nach der Anzal<sic> der

Nationen bemessen. Dieses Verfahren erforderte lange Manipulat}on,daher auch viele be-
amte'und groBe Kosten. Es wurde im J. 185e aufgegeben u. fUr ganz esterreich nur 3 Ta-

xen eingefUhrt, ntimlich das System von 3 Zonen, namlich von 1-le, von le-20, 20-30 und

ifber 3e Meilefi a 3kr.,6kr.,9kr. Diese Einheiten wurden so oft gezalt<sic>,so viel Loth

<sic> der(Brief)schwer war. , '
Im J. 1858 wurde 1/3e Zoll Pf. = 1 Zell Loth<sic>, als eiBfaches bewicht asigenofien und

der BriefrTarif auf 5, le dnd 15kr. erh6ht.. Zugleich wurden in denselben Jahre 1850 die

Postmarken eiagefUhrt, wodruch viele kitverlust vermieden wurde.

Seit der Eififthrg der Eisenbahnen war die alte Tarifirung nach dem Drei Zonensystem

ungerechtfertiget. Die Kosten blieben sich'gleich, ob ein Brief nach ML!Q!t#l!Higgl od. nach

Tirol bef6rdert wird; daher wurde der Tarifsatz nach der Entfernung nicht gerecht,denn

gerade bei kleinen Distanzen sind die Kesten gr6Ber. Daher wurde im J. 1865 ein Ein-

hei.tstarif a 5kr. ohne Rucksicht auf die Entfernung der Locotarif<sic> a 3kr., festge-

<S. 66> Der lkgrander des gegenwartigen Posttarifs-Wesens ist Rowland Hill, auf dessen

Betreiben im J. 184e in England zuerst diese wichtigen Neuerungen in's Leben traten.

Seit dem J. 1873 wurden'15 Grampm seit 1883 20 Gramm als bewiehtseinheit aufgeStellt ;

ein Gewicht ifber 2g-25g Gram hat als doppelte Taxe zu gelten. Was ilber dieser Gewicht

hinaufgeht, wird nicht mehr durch die Briefpost expedirt<sic>. Correspondenzkartefi<sic>

wurden zum erstenmale im J. 1869 u. zw. von Osterr. vor ganz Eurcpa eingefukrt, nachdem

sie auf dem Postcongress<sic> in,Stnttgart angerecht wurden.

AuBer der Bef6rderg. voB Briefschaftefi, ch.<sic> einf&chen u. recoiismaAdirten<sic>

Briefen, Geldsendungen, Waarenmuster<sic>,befaBt sich die Post auch mit der Bef6rderg.

von PaketeR u. Personen. bei Paketen werden nur kleinern Gewichte angenommen. Die Per-

soneRfahrten sind nicht in allen tandern eingefthrt; z. B. In England llnd Frankreich

nicht, wol<sic> aber in den meisten andern europaischen Staaten, Osterr., Deutsehland,

Schweiz, Norwegen, RuBland, Schweden, ohne daB sich der Staat jedoch das alleinige
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Recht hinzu vorbehalten hatte.Sie ertritten alich Concessionen<sic> in dieser Richtung.

Eine wichtige Neuerufig ist atts dem j. 1874 zu verzeichnen, namlich: Es wurde der Welt-

postcongress<sic> abgehalten u. der Weltpostvertrag mit der Geltung vora j. 1875,1. Ju-

li wonach der Preis innerhalb Europa's nicht mehr ais 10kr. betragt (25 cent.,20 Pfg.,

2･1/2 pence),so daB bei uns 15. Gr. als Gewichtseinheit nach dem Auslande gelten. Das

vielfache des Gewichtes muB im aus landischen Verkehre naeh immer mit dera Vielfaehen

eines einfachen Tarifes bezalt<sic> werden.

<S. 67> Nur bei Deutschland ist eine Ausnahme, f"r dasselbe betragt der Satz nur 5 kr.

Nach Serbien u. Montenegro betrdgt er von uns 7 kr. von Ungarn 50 kr., nach(Nach)<sic>

Nordainerika u. den Mittelmeerlafidern 10kr.,noch entferRtern Lander 2ekr.

                            V.Das Tele rafenre al.

Telegraf, Fernschreibeapparat ist jene Vorrichtung, dureh die raittelst verarbredeter

Zeichen Nachrichten in raschester Weise in die entferntesten Gegenden vermittelt wer-

den.

Bei ttns in esterr, ist dieses Regal gegenwartig noch passiv u, hat 1 - 1･1/2 Millionen

Gu1den Deficit<sic>.

Auch in anderen Landern ist der Reingewinn ein gerifiger.

FrOher gab es optische u. akustische Telegrafefi. Die R6mer bedienten sich der Feuer-

zeichen,spEter benOtzte man KanonenschUsse als Telegrafen. Diese wnrden ein J. 1793 von

 [Chappe?l vervollkommet u. sind den Zeichen der Eisenbahnwachter ahnlich, indem sie

einen Hebel u. mehrere Arme mit verschied. Zeichen haben. Damit k6nnte･man in 7 Minu-
ten nach 70 Nationen Nachrichten befbrdern. Der heutige Telegraf wurde im J. 1833 er-

funden u. war ursprOnglich sehr complicirt<sie>, namlich fUr jeder Buchstaben u. jede

Ziffer gab es einen Draht. Bis zum J. 1en9 diente der Telegraf nur dem Staate,erst von

da ab wurden auch Private zum Gebrauche derselben zugelassen l ? ] Depeschen wurden

nicht aufgenonmen und leO Worte war die auBerste Grenze fer den Umfang derselben. Der

Tarif richtete sich na£h der Gr6Be der Entfernung u. nach der Wortzal<sic>. So wurde
fUr eine Normaldepesche von 25 Worten z.B. fOr die <S.68> Streeke Wien-BrUnn 5Fl. C.M.

an Gebthr<sic>,fUr die Strecke Wien-Triest 8Fl. entrichtet,fUr 100 Worte 28 Fl.
Im J. 1850 trat ein ermiBigter Tarif in's Leben. Eine Normaldepesche mit 20 Worten k6-

stete per Meile 5kr. C.M. Von da an datireR<sie> die Herabsetzungen. Im J. 1768 wurde

der Telegrafenvertrag mit Deutschland geschlossen.Die Normaldepeschen wurden beibehal-

ten; jeder geografische Langengrad wurde in 5, jeder beitegrade in 3 Teile eingeteilt,
wodurch also Quadranten entstanden; u, nach diesen Quadranten wurde der Tarif bestiiht.

Seit dem J. 1873 haben (sieh) wir einen rationellen Tarif. Eine Normaldepeschen von 20

Worten zait<sic> im Inlande 5ekr.,je le Worte mehr um je 25 kr. mehr. Eine Verbesserung

wurde im J. 1879 eingefUhrt, ntiinlich far jede Depesche ist erstens die Grundtaxe von

24kr. u. nebstdem die Wortgebitr<sic> pr. 2kr. pr. Wort,beim Locoverkehr lekr.Grundtaxe

u.1kr. WortgebUr<sic>, nach Deutschland 2whr. Grundtaxe u. 6kr. WortgebUr<sic> zu enV

richten.
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Die Entwicklllng des Telegrafenwesens schreitet dem Postwesen analog ver; nur daB bei

der Post das Gewicht, beim Telegrafen die Wortzal<sic> die bestimtende Rolle, spielt.

Allerdings spielt auch die Entfernung beira Telegrafen eine groBe Rolle, nanentlich bei

Depeschen von u. nach Amerika, weit sie mehrmals umtelegrafirt<sic> werden mifssen ; da

ist der Preis nach der Entferng･. bemessen.

                            W.Das Eisenbahnre al.

Dies ist auch ein ausschlieBl. Rent der Regierg., aus Eisenbahnen Einkoiemen zu ziehen.

Die beobachtg. daB man auf Schienen sehr leicht groBe Lasten bewegen k6nne, ist sehr

alt. <S.69> Pferdeeisenbahnen sind schon seit Beginn unsers Jchrhdts. im Gebrauehe ge-

wesen. Die erste Locomotivbahn wurde von Stefenson<sic>[Stephenson] gebaut u. ging von

Stockholm nach Darlin ton. Eine englische Gesellschaft (l}ggN!!) hat namlich einer Preis

ausgesetzt (1829.> fer eine Locomotive, welehe das dreifache ihres Gewichtes zu ziehen

und in 1 Stunde 2 deutsche MeileR zurilckzulegen im Stande ware. Ste henson hat eine

construlrt<sic>, welche das FOnffaehe ihres Gewichtes zog u. 3 deutsche Meilen in der

Stunde zurecklegte. Also bestehen Eisenbahnen von J.1830 an. In England fuhr die erste

Locomotive 1829 zwischeR Lpm-Manchester. Auf dem Continente<sic> wurde die erste
Linie im J. 1834 in BraBel, 1835 in Mecklenbllr und in NLIpt!!b}gzg-Fthrth errichtet ?, die

dritte im J. 1836 von Floridsdorf nach WL!ag!ggg, im J. 1837/8 die Strecke Dresden-LLeUtzig,

im J. 1838 Wien-Wus u.zw. anfangs von Priyaten gebaut. Die Regierungen kanen den
Bahnen niBtrauisch entgegen. In dera Privilegium der Ferdinands-Nordbahn steht der Pas-

sus. Das Privilegium wird auf 5e Jahre erteilt;sollte sich die Bahn nUtzlich erweisen,

so wird eine VerlEngerg. desselben eintreten. Vom J. 1839,datirt<sic> die Strecke Wien

-tLil/gggp.i!2zt . Im J. 1841 kam die Regierg. zum bewuBtsein thber die bedeutg. dieses Ver-

kehrsmittels fthr die Volkswirtschaft und setzte deshalb far den ganzen Kaiserstaat

eine Generaldirectiolt<sic> eiR, welche Plane zurn Ausbau von Stantsbahnen ausarbeiten

sollte.

Im J. IMI wurde also eine Direction<sic> zum Baue von Staatsbahnen eingesetzt u. von

da datiren<sic> die Staatsbahnen, die erste Wien-Triest. Die jetzige Sildbahn war frUher

sUdliche Sta"atsbahn u. zw. bis zllm J. 1854.

<S. 70>Von da an reichten die Mittel der Regierg. zum Baue von Bahnen nicht mehr alls.Da

kagi die Regierg. auf den Gedankan, die Batmen vpn Privaten bauen zu lassen und den Bau

nllr zu bef6rdern. Im J. 1854 wurde das Concessionsgesetz<sic> erlassen, wonach der

Staat den Plan zum Ausbau der Bahn selbst entwirft und gestattet, daB ihn Privatgesell-

schaften ausfukren. Die F6rderllng des Bahnbaues von Seite der Regierg. geschieht nebst

der Coneessionirllng<sic> durch Subve"tionen lind Zinsengarant.ie. In den Jahren 1854-1859

sind die sUdlichen u. n6rdlichen Stantsbahnen entstanden, in der kit vom J. 1859 bis

1865 trat ein Stillstand im Bahnhau ein u. erst von da ist wieder ein bedeutender Alif-

schwung zu verzeichnen. Die Regierg. hat sogar die eigenen Bahnen Privatgesellschaften

Obergeben, so die SUd= u. Staatsbahn. Die Grthnde, warum die Regierg. das System des

Staatsbahnbaues aufgegeben hat, sind felgende:
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1.)Mann kam aus der Betracktung der Verhaltnisse zttr Ciberzeugung, daB die Regierg. die

Bahne'R zwar solid u. gut, aber theuer<sic>･baue u. Iucrativ<sic> betreiben. Die Semme-

ringbahn hatte einen billiger bauen k6nnen;die Se!bstkosten der Bahn bei dem Frachten-

transporte Uber den Semmering sind sehr hock, daher auch die Frachttarife.Die Hoffnung,

dat3 Private billiger bauen werden,hat sich aber nicht bewahrt. Wol<sic> kbnnten sie es;

aber vom Privaten, welcher baut und dessen Capital<sic> die Regierg. garantirt<sic>,

wird noch kostspieliger gebaut. Die ConcessioREre<sic> haben ein Interesse daran, m6g-

lichst kostspielig zu bauen, llm sich die Garantie fthr ein m6glichst gro<S.71>Bes Bau-

capital<sic> zu verschaffen. Paher wurde immer ein groBes, wenn auch nllr scheinbares

Capital<sic> zum Bau investirt<sic>. Dazu noch, wurde der Bau der Bahnen schlecht.

2.) Man hat auch erwartet,daB der Betrieb der von Privaten verwalteten Bahnen billiger

sein werde. Da aber die Regierg. die ZinseR garantirte<sic>, war es der Verwaltg.
gleichgiltig, mehr od. weniger einzunehmen; die Bahnen hatten kein Interesse sparsain zll

sein; es gab General=Directoren<sic> mit 30,OOOFI. Einkommen.

3.)Heute haben die Eisenbahnen eine auBerordentliche Wichtigkeit im Kriege erlangt;da-

her ist es auch von hoher Wiehtigkeit, wie sie geleitet (wird) sind. Es befinden sich

bei und viele Bahnen in HEnden auslandischer Gesellschaften, was eine Gefahr fUr die

Regierung ist. Man 'ist daher mit Grund gegen den Privatbetrieb miBtrauiseh.

4.)Die nicht garantirteR<sic> Bahnen haben ein Interesse daran, m6glichst viel Reiner-

trag zugeWinnen. Dies ist vom Standpuncte<sic> der Actionare<sic> begreiflich, der

Volkswirtschaft aber oft nachteilig. In Folge der hohen Tarife leiden Industrie und
Handel. ,Darum geht heutzutage allgemein das Streben der Regierung dahin, die Batmen in

ihre Hande zu bekomen; denn die Meinung, daB durch die Concurrenz<sic> die Tarife bil-

liger werden, hat sich in esterreich nicht bewahrt, weil die Bahnverwaltungen unter-

einander Cartelle<sic> ahgeschlossen hatten. Von einer Ausbeutung des Eisenbahnregales

kann jetzt noch keine <S. 72>Rede sein, da llnsere Zeit die Alifgabe hat, EisenbahneB an-

zulegen.

Die Regierungen haben daher aus den Eisenbalmregal mehr Pf!ichten, als Vorteile; z. B.
Osterreich zalt<sic> 17-18 Millionen Gulden an ZuschOssen. Die Regierung bedingt sich

bei der Erteilung von Concessionen, meist den RUckfall der Bahnen nach 90-99 Jahren an

den Staat aus, indem der St&at nach Verlauf dieser.kit, die Bahn abzu16sen, das Recht

hat. Dadurch wird in leO Jahren das Eisenbahnregal sehr lucrativ werden.Auch heute hat

die Regierung aus dem Eisenbahnregal einen Vorteil, namlich das Militar wird billiger,

die Post unentgeltich transportirt<sic>. Die Regierg. hat auch das Recht,' bei der Con-

cessionirung<sic> fUr die Tarife gewisse Maximal-Grenzen zu ziehen.

                              Verbrauchsre alien.

                              .<sic> Das Salzre al.

Die Gewinnttng des Salzes ist sehr billig; die Kosten betragen beim Steinsalz 30-35kr.,

beim Meersalz 60kr. und beim Sudsalz IFI. pr. Centner<sic>. Das Salz ist so unentbehr-
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lich, daB jeder Mensch durchschnittlich 16 Pf. Salz im Jahre bedarf, ob es nun theuerer

<sic> oder billiger im Preise steht.

Bis zum Jahre l829 hatte sich die Regierilng den GroB- und Kleinhandel beim Salz vorbe-

halten, seither aber deR KIeinhandel aufgegeben und sieh blos<sic> die ( 1)) Production

<sic> und den ( 2)) GroBhandel behalten.Aueh gestattet sie den betrieb von Salinen den

Privatunterneimern, welche jedoch das gewonnene Salz <S.73> an die ararischen Magazine

verkallfsweise aberlassen mUssen.

Seit dem J. 1851 ga!t der Tarif rcit 7･1/2 Fl. C.M. pr. Ctr. im J. 1868 wurde er erma-

Bigt, bis auf 5･1/2 Fl.,wobei der Reingewinn noch 4･1/2 Fl. pr. Ctrl. betrEgt. Der Ge-

sammtbruttogewinn ist 20 'Millionen, die KosteR belattfen sich auf 3 Millionen, also ein

Nettogewinn von 17 Mi!lienen Gulden. England bezieht nur 11･Y2 Millionen bewinn bei

Salz f"r die Industrie (Seife, 'Ihonwaaren<sic>> muB das Salz billiger hergegeben wer-

den,wie aberall uberhaupt,wo Salz fifr die Volkswirtschaft notwendig ist,der Preis des-

selben maBig sein muB. Die Indttstrie bezieht das Salz um den Preis von 15Fl. pr. Cent-

ner<sic> u. ein solche Sa!z muB aber im unnatUrlichen Zlistande ausgegeben werden, es

muB denaturirt<sic> werden, dasnit es die Leute nicht fUr' Nahrungszweeke gebrauchen oder

verkaufen k6nnen. Das ist das sogen. Industriesalz. So wird z.B. das DUngersalz mit

Urin versetzt, Salz fOr Cheraikalien mit Schwefelsaure u. Braunstein. Sehwierig ist es,

das Viehsalz zu denaturiren<sic>. Man hat es mit bittereR Stoffen als Rhabarber, En-

eian<sic> versetzt, wodurch aber diese Pflanzen ausgerottet wwrden. Spater kam man dar-

auf, es mit ecker zu denaturiren<sic>, wodurch aber die Thiere<sic> Schaden gelitten

haben. ･Menschen haben es aber trotzdern genossen, indem sie das Salz auf16sten, wobei

･sich der Ocker zu Boden gesetzt hatte. Selt dera J. 1868 gibt es kein Viehsalz mehr,was

ein groBer Schaden fUr die Landwirtschaft ist.Ifi Frankreich denaturirt<sic> man es nit

blkuchen. '
Es gibt gewichtige bedenken gegen das Salzregal. Das Salzregal wirft in Osterr. <S. 74>

16･1/2 bis 17 Millionen,in gngarn circa 11 Millionen ab.

bas Regal ist-fur die Armen sehr drUckend, daher hat man in einzelnen Gegenden die

Preise herabgesetzt,in tLitpo1,rol ULgga£g il. zwar bis 12 Pf. pr. Krpf. Im Salzkamergute be-
kont es die Bev6ikerg. ttmsonst. In solchen thgenden,welche an Salinen grenzen,ist ndn-

lich der Schmuggel sehr groB, daher pflegt man es den begtenzten billiger zu geben. Auf

zweckmaBige Weise k6nnte das Salzregal in Form einer indirecten<sic> Steuer, als Salz-

steuer allsgebeutet werden.

Was die Formen der Salzausbeutung anbelangt, so slnd in Gegenden, wo kein Salz erzeugt

wird, Z61!e fUr' Salz eingefthrt. Wo es selbst preducirt<sic> wird, ist die Producten-

steuer eingefthrt oder es besteht dort das Salzregal. So k6nnte bei uns an Stelle des

Regals eine Producteltsteuer<sic> treten.

                           XntIE.Das Tabaksre al<sic>.

                               '
Der Tabak is･t fUr ein Regal sehr geeignet, er wird sehr billig erz6ugt u. kann sehr

teuer verkauft werden. Man kann IPf. Rauchtabak um 25kr. ein Pf. Schnuptabak am 30kr.
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produciren<sic>.

Die Ausbeutg des Tabakregals geschieht in folgenden Weise:
a.)In solchen Landern, wo keiR Tabak producirt<sic> wird, werden Einfuhrs=Z61le einge-

f{ihrt; so in England, wo man nur auswartigen Tabak bezieht. Dies ist ein unrichtiges

Princip<sic>. Piese Besteuerg. ist drUckend,weil man bei dieser Verzollung, die Quaii-

tat nicht berUcksichtiget.

b.)Die zweite Art der Ausbeutg. ist die, <S.75> d&B man teils den im Inlande erzeugten

Tabak direct<sic>,teils, den mit Tabak bebauten Grund u, Boden desteuert. So geschieht

es in Deutschld. hlebei laBt sich schon auch die Qualitat mit berucksichtigen. Es wird

je nach Gr6Be des GrundstUckes eine gewisse Steuer auf dasselbe gelegt, so daB Grund-

stacke, auf denen besserer Tabak wachst, (h6chst) h6her besteuert werden.

c.)Die richtige Form der Ausbeutg. ist das Monopol. Hiebei wird die Einfuhr von Tabak

verboten,resp. nur gegen hohe Zolle u. LicenzgebUren<sic> gestattet. In Osterr. betra-

gt der Zoll fUr die beste Sorte 26Fl. 25kr.,fUr die ordinarste 10Fl. Die Licenzen<sic>

sind mit 5Fl. 50kr. pr. Pf. Cigarren<sic> u. Cigaretten<sic>, fer mindere Sorten mit 3

Fl. 5ekr.,fUr 1 Pf. Tabak mit 4Fl. 20kr. festgesetzt. Der Anbau im In!and ist nur ge-

gen Licenzen<sic>, aber nicht Uberall, sond. nur dort gestattet, wo die Uberwachung

leicht m6glich ist. Der erzeugte Tabak muB an die Regierg. gegen bestimte, von vorn
festgesetzte Preise abgegeben od in's Ausland gesehiekt werden.

Die Fabrication<sic> befifidet sich ganz in deR Handen der Regierung. AuBerdem pflegt

dort, wo (las Monopoi besteht, der GroBhandel immer, der Kleinhandel gew6hnlich in der

Hand der Regierg. sich zu (beschranken) befinden, indem er durch die Errichtung von
Trafiken vor Schinuggel gesehOtzt wird. In 6sterr. wurde das Regal im J. 1670 eingefUhrt

u. bis zum J. 1783 zu Spottpreisen verpachtet. Seitdem ist es zugleich mit dem Lotto-

cin<sic> die HEnde der Regierg. abergegangen. In !U!ggapa bestand das Tabakregal bis zum

J. 1850 nicht; es waren nttr Grenzz611e errichtet, da bis dahin Zoilschranken zwischen
<S. 76> Osterreich und Ungarn bestanden.

Das Ertragnis ist sehr groB tt. zwar Brutto 60 Millionen,Netto 40 MillioRen. (Die ganze

Grilndsteuer betragt aber nur 37 Millionen). Beim Monopol wird die Qualitat berOcksich-

tiget, so daB bei seinen Cigarren<sic> das Ertrdgnis groBer isic. Es ist daher sehr

                Der Unterschied zwischen Salz- u. Tabakinono ol.

Das Salzmonopol wirkt wie ein Kopfsteller, das Tahakmonopol drUckt umso weniger, je ge-

ringer die Tabaksorten sind; es entspricht dem Ideal einer Steuer, namlich daB es die
Armeren weniger drilckt. Dies ist der Grund, warum das Reinertragnis des Sa!zes bei der

Hebung des Volkswolstandes<sic> nicht steigt. Galizien tragt an'Tabaksteuer 4, B6hmen
9 MiHionen; in Galizien ist dagegen das Salzertrdgnis 4tl/2, in B6hmen 4 Millionen.

Wer z.B. taglich um 2Fl. Cigarren raucht, zalt<sic> 1 Fl.30 kr. Salzsteller.

Auch das Pulver und dessen Fabrication<sic> und HaRdel ist ein Regal, jedoeh mehr aus

polizeiliehen ROcksichten.
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Es k6nnten noch viele Regalien entstehen, wozu sich alle Gegenstande eignen, welche bil-

!ig erzeugt u. teller verkaufen werden k6nnen, chne daB sich der Coftsum<sic> dadurch

verringert, wie z.B. bei Streichh61zchen. Nicht geeignet waren Luxussachen.

                             b.Die Gebgren<sic>.

Gebilren<sic> s･ind solche Leistungen, d'ie der Stant anlaBiich einer im 6ffentlichen In-

teresse vorgenommenen Tatigkeit von demjenigen verlanget, dem die Tatigkeit zu Gute

kommt, oder, der von derselben <S. 77> getroffen wird. Anfangs waren sie bloBe Geschenke

an deR Fitrsten, resp. desen Beamte, spater wurden sie unter dem Naneit Sporteln zur

Pflicht gemacht.

Die Einteilufig der GebUren<sic> ist sehr schwierig. Manche Schriftsteller teilen sie

nach den Arntern eln,bei welchen sie erlegt werden z.B. Militar=,Justiz=,Polizeigebthren

<sic> etc. Wir halten die folgende Einteilung fer die zweckmBigste:

1.)GebUren<sic> far Schriften von ･Beh6rden, durck welche eine stantliche Tatigkeit pro-

vocirt<sic> wird, z. B. Bittschriften, Gesuche,Eingaben, Protocolle<sic> etc.

2.)GebUren<sic> fthr Amtshandlungen. (Urteilssch6pfung, Ausstellllng, 6ffentl. Urkunden,

z.B. kugRisse. [)]

3.)Gebthren<sic> fUr BenUtzung 6ffentl. Anstalten (z.B. Hafen u. ,[ ? ])

5.<sic>>Geb"ren<sic> fUr die benatzung voB 6ffentlichen StraBen u. Wegen.

4.<sic>>Gebaren<sic> fUr Verleihung von Orden, Amtern, Titeln,Werden etc.

6.)Geburen<sic> fUr Puitcirung<sic> ete.

Schwierig zu erklaren sind andere Geb"ren<sic> welche z.B. fthr die Tatigkeit der Cofiu-

nal- u. anderer BehOrden, ja sogar der Privaten gleichfalls gezalt<sie> werden milssen.

Der Staat bezieht also ohne eine aratliehe Tatigkeit GebUren<sic> in Form von Stempeln.

Manche Sehriftsteller erklaren, d&B diese Beh6rden im ubertrageRen Mirkungskreise an-

statt der Regierg. wirken; aber diese Erklarung trifft nicht Uberall zu; denn auch fUr

das Zeugnis eines Privaten (Dienstboterzeugnis, Geschaftsbacher, [)] raUssen Stempelge-

bbren<sic> bezalt<sie> werden. Noch sckwieriger sind die Gebilren<sic> fin'r Verm6gens-

Ubertragun<S. 78>gen z.u erklaren.

Bei Eintragungen in die 6ffentl. Bacher, bei Quittungen, Ubertraglingen von Hausern

riehten sich die StempelgebUren<sic> nach dem Werte, bei Vertragsabschl"ssen nach MaB-

ga2)e des Verm6gens-Interesses.

Unser GebUrengesetz<sic> v. J. 1850 erklart dies so, daB der Stuat die Tatigkeit der

Verm6gensUbertragung schthtzen muB; dle Rechtsordnung gewahrt den Schutz, sie wird aber

vem Staate erhalten.-Das ist eine sehr weit hergeholte Erkltirung.

Diese letzteren Arten von Gebgren<sic> sind eine Art von Verkehrssteuern, durch welche

der Staat an dem Ntttzen aus dem Verkehre participirt<sic>. Diese Verkehrsstetter ist so

zu erklaren, {laB bei jedem Rechtsgeschafte beide Teile ihre 6konok Verhaltnisse ver-

bessern u. dadurch untereinander eineR Gewinn erzielen; deshalb ist es angemessen, daB

der Staat an dem Gewinne participire<sic>.

Ebenso finden wir viele Steuern, die Consumsteuern<sic> sind, aber in Forra von deberen
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<sic> u. Stempeln eptrichtet werden,z.B. der Kartenstempel, Kalender- u. Zeitungsstetr

pel.

Der Stempel wllrde an Osterr. im J. 1675 eingefUhrt, spater aufgehoben, mit einer Auflage

attfs Papier umgetattscht u. wieder eingefahrt; seit dem J. 1762 besteht er jedoch ohne

Unterbrechung, GebUrengesetze<sic> datiren<sic> vora J. 1802, 1840 u. 185e. bas Ges. v.

J. 1840 besteht noch heute als das sogen. Taxgesetz; der erste Titel ist durch das Ge-

setz v. J. 1850 aufgehoben. Das Gesetz vom J. 1802 ging voR veralteten Grundsatzen aus;

die Geb"r<sic> richtete sich nach at)nach dem Stande der das Geschtift abschlieBenden

Person, b.)nach der Einwohnerzah1<sic> der Ort<S.79>schaft u. zwar je groBer diese war,

desto h6her war die GebUr<sic>, c.)nach dem Werte des Objectes<sic> u. wirtschaftliehen

Interesse des Geschaftes. AuBer den staatlichen, gab es noch PatrimonialgebUren<sic>.

Das Ges. vom J. 1ecO hob den Standesuntersehied auf, die Verschiedeltheit nach dem Orte

wurde beibehalten,teilweise, die Verschiedenkeit nach MaBgabe des Wertes aber beseiti-

gt. Auch die Gebthren< sic> fUr die Verm6gensubertragg. u. die Erbschaftgeb. sowie die

PatrimonialgebUren<s!c> wurden abgeschafft. Dasfials war die Smith'sehe Richtung zur

Herrschaft gelangt, wobei es zum Fehler in der BesteueruRg angerechnet wurde, Verra6gen

u. nicht dasreine Einkommen zH besteuern.

Im J. 185e wurde diese Steuergesetzgebung beseitigt und nur die Taxen beibehalten, wie

z.B. far Orden, Privilegien u. A<sic>. Alle Patrimonialgeburen<sic> wurden aufgehoben,
riur staatliche Gebaren<sic>, Verm6gensUbertragungsgebOren<sic> uBter Lebende u. von

Todes wegen wieder eingefUhrt. Aus der alten Zeit des Sportelwesens sind einige ge-

ringe Reste z.B. die Collegiengelder, PrufUngstaxen etc. noeh Ubrig geblieben.

                                 C.Die Steuern.

           .Die directen<sic> Steuern.-Ertr ssteuern. Schatzun en<sle>.

                               a.Die Grllndsteuer.

Die Grundsteuer trifft einen Teil'des aus der Landwirtschaft erzielten reinen Einkora-

mens also einen Teii der Grundrente.

Die Schatzungen,resp. die･directelt<sic> Steuern,treffen bei uns, wie in andern Stanten

<S.80> das Einkommen von Grttnd u. Boden u. dem sonstigen unbewegliehen Eigentume,sowie

das Einkommen von beweglichen Eigentum und pers6nlichem Erwerbe.

Sie zerfai･len daher in:

1. Realsteuer:

    Gr"ndsteuer,

    Gebaudesteuer.

2. Personalsteuer.

    Erwerbesteuer

    Einkommensteuer.

Die Grnndsteuer ist eine Ertragssteuer. Es wird der Reinertrag von' Grund u. Boden in

der Weise besteuert,daB ein Procentsatz<sic> an Steuer gezalt<sic> wird u. zwar entwe-
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der betrachtet man den Ertrag eines ganzen Wirtsch&ftsgutes u. bemiBt davon den Rein--

ertrag od. raan betrachtet jede einzelne Parzelle u. nifit von dieser den Reintrag. Rich-

tiger ist die erste Methode ; im zweiten Falle komfEt rnan zu Ungenauigkeiten, so z.B.

wenn eine Parzelle sehr weit entfernt ist vom Wirtschaftsgebaude, eine andere dagegen

sehr nahe liegt. Demnach hahen aber die meisten Gesetzgebungenden Pareellenkataster

<sic> eingefghrt, weil die Parcellen<sic> vielfachen Verschiebungen unterworfen sind.

Man muBte, wenn eine den Parcelle<sic> verauBert wird eder an einen andern ttbertragen

wird, imxer wieder das gaRze Gut abschatzen mit seinem Ertrdge; so aber werden die Er-

trage der Parcellen<sic> dem einen ab=, dem andern zugeschrieben. Auch ist die berech-

nuRg des Reinertrages bei einzelRen Parcellen<sic> viel !eichter, als beira ganzen Gute.

Was die Feststellungder Grundsteuer nach dem <S.81> Reinertrag anbe!afigt, so geschieht

dieselbe nach zwei Methoden. Nach der einen fixirt<sic> die Regierg. den Reinertrag

vom gesammaten Grund u. Boden eines gaRzen Landes, pralimlnirt<sic> im Vorhinein fUr

diesen ermittelten keinertrag der Steuer und teilt. sie auch die einzel'nen GrundstUcke

des betreffenden Landes aufL Das ist <das)( die ) sogen. Rpmt t t ,
Nach der Emderfi fixirt<sic> die Regierg. den Reinertrag einer jeden Parcelle<sic>, in-

dem sie den beld-Nettoertrag berechnet und diesem mittelst des SteuerfuBes procent-

weise<sic> besteuert.

Dies ist die uatitatssteuer<sic>,welche bei uns die herrschende ist.

Wovon hangt der Reinertrag einer Parcelle<sic> al)?

a.)Zuerst von ihrem Umfange. Die erste Aufgabe wlrd also die Ausmessung sein. Me Ver-

messung findet vom GroBen in's Kleine statt,so daB zuerst das ganze Land, dann die Ge-

saratheit der einzelneft besitzungen, dann die Parcellen<sic> verraessen werden. Zuerst

wird,eine Standlinie', gew6hnlich in der Ebene, geraessen, was rnit der gr6Bten Genauigkeit

gesehehen muB. Alie weiteren Verraessungen geschehen trigonometrisch. Das ganze Reich

wird mit Dreiecken uberzogeR, jedes Dreieek, worin durchsehnittlieh 9 Gemeinden fal!en,
ist IEE] [=Qlladrat] Meile groB. jeder Geometer bek6mmt 3 Parcellen<sic> u. zeichnet dar-

in die einzelnen Grundstecke mittelst des MeBtisches allf die Karte. SchiieBlich werden

die Grundstucke ･aufgerechnet, ltachdem alle Parcellen<sic> auf den MeBtisch gezeichnet

wurden. Sb werden die FIEchen=MaBe der eifizelnen Parceilen<sic> festgesetzt.

b.)Ber Reinertrag hangt ferner von der Culturart<sic> ab. Es muB daher die Art u. Weise

<S. 82>des Fruchtbaues auf einem GrufidstUcke festgestellt werden. Man unterscheidet da-

her:Acker,Wiesen,Garten,Hutweiden,Wtilder u. unproduetives<sic> Land u. Privationsland,

dlL <sic> Grundst"cke,welche zur Beballung geeignet siRd, aber nicht bebaut werden, z.B.

1.agerplatze eines Zinfermannes,einer Bahn;sie werden dennoch in die betreffende Cultur-

art<sic> nicht eingerechnet. D2e Eirtreehnung geschieht mittelst Vergleichung mit an-

deren,deit sogeft. Parlfic'ationsgrundst"cken.

c.)Ferner kommt es beim Reinertrag auf die teehnische Gate, die sogen, Bonittit vor.Die-

se wird innerhalb jeder einzelnen Culturart<sic> in verschied. Classen<sic> betirnt. Es

werden in jeder Steuergemeinde oder in jedera Finanzbezirke bestifite Musterparcellen

<sic> abstufungsweise aufgestellt und zwar fUr jede Culturarbeit<sic> so viele, als es

erfahrungsgemEB Qualit4ts=ClasseR<sic> innerhalb der Culturarten<sic> in den verschie-

-67-



d. Gemeinden gibt. Es kann geschehen, daB in einem Wirtschaftsamte drei Bonitatsclassen

<sic>,in einer anderen Gemeinde derefi nur 2 u. in wieder einer anGeren, je nach der Bo-

denbesehaffenheit,5 Classen<sic> aufgestellt werden. Die BonitEtsclassen<sic> sind da-

her in einem Kronlande nicht gleich, sondern nach den Steuergemeinden versehieden. Im

Allgemeinen kann man sagen, daB es in den Ebenen weniger Bonitatsclassen<sic> giht, als

ip Gebirgsgegenden uRd zwar je h6her, desto mehr Benlttitsclassen<sic>.

d.)SchlieBlich komritt es auf den Reinertrag jeder einzelnen Parcelle<sic> an, welcher

auf folgende Weise festgestellt wird. Es wird zunachst das naWrliche, ch.<sic> das

Bruttoertr6gnis an Na<S.83>turalien berechfiet,also die Qantitat an Getreide, Heu, Wein

etc. bei den Musterparcellen<sic>. Es wird also berechnet, wie viel Bruttoertrdg ein

Joch hat u. eine einfache Multiplication<sic> zeigt dann des Bruttoertrdgnis einer

Parceile an. Soviel Joch die Parcelle hat, so vielmal wird das Bruttoertragnis eines

Joches genormen. So dann wird der Brutto Ertrag nach den orts"blichen Preisen in Geld

umgerechfiet, hierauf durch Abzug der Kosten der Nettoertrag ermittelt. Auch die Kosten

werden dilrch berechnuRg nach Musterparcellen<sic> erhoben.

Es eird also beispielsweise das Verfahren nach folgendem Schema eingerichtet sein:

1.Parcelle<sic> nit leOO FIaeheninhalt
2. Ackerland

3.Erste Bonitatsclasse<sic>

4.NatUrlicher Brtittoertrag leO Mtzn. Getreide.

5. Bruttoertrag in Geld 3900Fl.

6.Kostenabzug 1 Fl. pr. Mtzn. =1000Fl.

7.Nettoertrag 20eeFl.

Nach unterera Grundstellergesetze v. J. 1869 sind die Einschatzungen in die Bonitatsclas-

se<sic> von 15 zu 17 Jahren neu vorzunehmen. Der Reinertrag kann nicht Jahr f"r Jahr

berechnet werden, sond. nach einem Pruchschnitte der Preise von den letzten 10 Jahren,

wei! er jahrlich wechselt,

Bei der Brechnung der Preise werden die Mittelzalen<sic> genomen, ausnehmend hohe
Preise gar nicht in die Druchschnittsbereehnung gezogen. Das ist eine begUnstigg. der

Landwirtschaft. Daher sollen auch die niedrigsten Preise ausgelassen werden, was eol
<sic> in einigen tandern geschieht, aber in esterr. nicht der Fall ist.

<S. en> Eben$o wird der Cultur<sic> aufwand naeh dem Drttchschnitte von minderstens 10

Jahren u. nieht nach dem letzten Jahre berechnet. Um den FieiB die Intelligenz, den Ca-

pitalsreichtum<sic> kimmert sich die Regierg. nicht, denn es ware auch unm6glich dies

zll berechRen; es wird dabei also ein DruchschnittsmaB von FleiB und Capital<sic> ange-

nofaen. Der freiBige,der intelligente Landmann,ebenso das capitalsreiehe<sic> Land zalt

<sic> verhaltnismaBig weniger GrundstUcke. Es ist zwar eine Ungerechtigkeit, sie ist

aber bei der GroBartigkeit des ganzen Verfahrens nicht z" vermeiden, weil eine genaue

Feststellung in dieser RichtuRg, se!bst Millionen kosten wOrde.

Streng genofien ist die Grundsteuer schon deshalb, weil sie eine Erwerbssteuer ist, un-

gerecht, da nur das Einkommen besteuert werden sollte,

AuBer dieser fast in gaAz Europa herrschenden Parcellen<sie>-Katas.ter-bemessung gibt
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es noch eine andere altere Methode, die hie und da noch heute vorkongnt,

Man kann die Grundsteuer auch nach dem Rohertrag bemes'sen,wobei nicht so genatte Schat-

zungen n6tig sind. Dies war allch das Systema, Rach we!chem der Zehent eingeheben wurde.

Diese Methode findet in den alteren Grundsteuer :Gesetzgebungen Ausdruck u. war noch im

J. 1774 linter Josef ll. in Geltung. Sie ist zwar eine grobe Ungereehtigkeit; denn ein

Acker z.B. erfordert viel mehr Mahe bei der Beballung, als ein Wald Josef fi,sttcht die-

ses Ubel dadurch zu mildern,daB er Acker am wenigsten mit 10%, die Wiesen mit 15%, die

Walder mit 2e% besteuerte.' <S.85> Diese Methode bestand in Galizien und in der Bukowi-

na bis zum J. 1869.

Ein dritter Modus ist die Besteuerung Rach dem Capitalsertrage(Werte><sic> und zwar
nac' h Procenten<sic> desselben. Es ist also eine Art Verm6genssteuer, In diesem Falle

wird der Reinertrag wohin auch der Pachtschilling zti1'te<sic> geschatzt a das 25 Fache

daJvon als Capital angenoramen, da Grundstitcke sieh in der Regel mit 4% verzinsen. Sohin

wird von dera so gefundeRen Capital<sie> eiR besti-mter Percentsatz<sic> als Steuer

festgesetzt. Diese Methode war in Tirol u. Vorarlberg bis zum J. 1869 in Geltung. Als

Correctiv<sic> dienten ･die verschiedenen Kauf= und Verbrauchs=Preise der einzelnen
Grundstacke.

Die vierte Art endHch ist die besteuerttng nach dem Reineftragnisse des Wirt$chafts-

ganzen, also nieht naeh dem Reinertrag der einzelRen Parcellen<sic>.

           '                   Die Entl icklun der Grundsteuer in Osterr.

Die Grundsteuer ist in allen vandern die alteste Steuer. UrsprUnglich waren die privi-

legirten<sic> Stande, Adel, Geistlichkeit u.a. davon ausgeschlossen nur die {}ntertanen

zalten<sic> sie. Sie hieB in Osterr. allgemein . Militarstetier" oecti al militaro od.
ordinarium, soweit sie sieh,auf die Bauern bezog und als sie Maria Theresia attch auf

die privilegirten<sic> Stande ausdehnte,wurde sie in bezug auf diese <militare) extra-

ordiBarium genafit. In Ungarn haftete sie bis zura J. 1ec8 an'der Person. Ei･n Niehtade-

liger, welcher Grd. besitz hatte, zalte<$ic> die Grllndsteuer,sie lastete daher nur auf

den Bauern, den BUrgern, oder jenen, die blos<sic> einen Bauernbesitz hatten,

<S. 86>( Robilis unius seosionis.>) ,
Die alteste Art der Gebaudesteuer war sehr einfach. Das es einen Kataster nicht gab,so

wurde sie sehr sumgiarisch nach behenten od. aber nach ganz auBerlichen Momenten der

AnsaBigkeit eingehoben, wie z.B. nach Porten, d.i. 'Ihoren<sic>, wie man damals eine
Besitzung nannte, spater nach Lehen, ( <1'ar ptt11'an eter!16n) 1 in welchere mehrere

Porten zusamengefaBt waren. (Ganzlehen, Halblehen.)･ Auf die Culturart<sic> u. bonitat

u. Unfang der Parcelien<sic> wurde keine Rthcksicht genomen. Man sagte einfach: In die-

sem Dorfe gibt es 60 Ballern mit Ganzlehen,20 mit Halblehen, 40 mit Viertellehen, daher

soll so u. soviel jeder Bauer zalen<sic>. In jedem Kronlande galt ein anderes System

und andere besichtspuncte<sic>.

Schon unter Ferdinand M., machten sich Bestrebungen nach einer Verbesserg. geltend.

Erst ein J. 1718 llnter Karl V[., wurde eine groBe Reform und zwar im Herzogthume<sic>
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Mailand durchgef"hrt, das sogen. Censimento Miianese. Pieses Censimento wurde muster-

giltig<sic> fitr alle Steliergesetzgebungen dere Erde, Es 'wurde zuerst alles in kunstge-

maBer Weise von Geometern vermessen,dann der Natiofial- Brutto- und sohin der Geldrein-

ertrag festgestellt.

Eine spatere Stellergesetzgbg. erfolgte llnter Maria Theresia (1748-1755>, wodurch die

privilegirten<sic> Stande, wenn auch nicht so energisch wie die UnterthanigeR<sic>,

steuerpflichtig gemacht wurden. Der Modus war sehr unvollkomiiien;es wurde injedem Lande

nach anderen Grundsatzen vorgegangeR u. man begnOgte sich rait flechtigen Absehatzungen,

raeist mit oberflaehlichen Se!bstschatzungen.

<S.87> Sehr intensiv war die Grundstetter Reform unter Josef il. im 1785. Er hat ein

Grund$teuergesetz herausgegeben, wonach das ganze Reich vermaessen wurde, jedoch nicht

nach kttnstgerechter Weise vom GroBen in's Kleine, sond. durch sogen. . abgerichtete "

Bauern mit MeBlatten vom Kleinen in's GloBe.Nur zur Messung von Gebirgen und Waldungen

wttrden Sachversttiltdige genoing!efi. Die besteuerufig selbst wurde auf Grund des Bruttoer-

tragnisses festgesetzt und die Steuern sodann Rach der Intensivitat der Wirtschaft
eingehoben u. zw. wurden die Keker bei denen die Kosten u. Mthen der Bewirtschaft"ng am

gr6Bten sind, mit le%, die Wiesen mit 15%, Walder u. Hutweiden mit 20%, des Bruttoer-

trtignisses besteuert.Diese Reform wurde sehr schneli im ganzen feiche mit Ausnahme von

Ungarn, in 4 Jahren durcdgefiihrt,allerdings keineswegs ohne Gewaltsankeiten u. Ungenau-

igheiten u. nieht ohne groBen Widerstand gegen dieselbe [.]

2It.egR{lusLl!eo ld ll.hob die Josefinische Grundsteuergesetzgehg. wieder allf u. somit blieben die

alteren der Grundstetter bis zun J. 1817, in Geltung.

Im J. 1817 faBte Franz I. den Plan,.in der gaazen Monarchie, mit Ausnahne von Ungarn,

eine rationelle Grundsteuer durchzufuhren. Durch das Patent v. J. 1817 fahrte er den

stabi!en Kataster ein. Dies ist eine groBartige Arbeit, welche selbst ira J. 1869 als das

neue fes. erlassen wurde, in allen Kronlandern noch nicht durchgefUhrt war. Daher hat

Franz I. bis zur Vollendung des einzufUhrenden stabilen Katasters in einigen Ltindern

Provisionen, welche nicht thberall gleich waren, so in Galizien <S. gg> ttnd der Bukowina,

in Tirol u. VLg!)gul!}e!gb bis zur jungsten Zeit eingefnhrt und die neisten auf den

Josefinischen Steuerreformgedanken ber"hten,freilich miteinigen Verbesserungen.

                       /In Folge Gesetzes von J. 1817 wurde zunachst das Reich geraessen; man begann in Nieder-

6sterr. kam dann nach Steiermark, Karnten u. Krain,dann nach B6hmen u. Mahren, dann nach

Galizien und sefort. Die frthheren Vermessungen der ersten tander waren ungenauer als

die spiteren, daher erfolgte im J. 1869 eine neue Vermessung. (Die seit den 50er Jahren

vorgenommenen Vermessungen sind Uberhaupt richtiger als die frGheren.) Sohin murde die

Trennung der Parcellen<sic> u. deren Vermessung vorgenomtRen, dann die Einreifung der

Parcellen<sie> in verschiedene Culturarten<sie> u die Feststellung der Bonitat;
schlieBlich die SchEtzung des natijrlichen, des beld=Bruttoertrages u. des Geldrein-Er-

trages<sic>. Man'sieht also,daB dies alles schon ganz im modernen Sinne geschah.

Der Grund, warum man dieses Gesetz unvollkommen fand "nd im Jahre 1869 eine Reform be-

gann, ist dieser:

I.Erstlich waren die Vermessungen zum Teile unvollkonmen, ll., waren die Culturarten
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<sie> zwar richtig angesetzt, aber der Kataster sorgte nicht fUr Evidenthaltung. Die

Umanderung der Culturart<sic>,die einma1 &ufgenommenen Culturarten<sic> bliebert im Ka-

taster bestehen; es war ein stabiler ktaster und das war schlecht.

M.Ebenso wurden die Bonitatsclassen<sic> fticht evident gehalten und Veranderungen

darari nicht berecksichtiget. rv.Ebenso mafigelhaft waren die Bemessungen <S. 89> des Er-

trages nach den letztereR Jahren u. Vertinderungen darin nicht beachtet. Die Culturer-

tragltisse<sic> hat man nach dem J. 1824, in welchem sie gerade sehr niedrig waren, an-

genohien, wahrend sie sich spater sehr gehoben haben: Also der Kataster wurde unbrauch-

bar. V.Die spater ausgemessenen tander (eohnen, Mahren> zalten<sic> gegen die frUher

ausgemessenen zu viel, da letztere bei der spateren Vermessung bereits in ･h6herer Cul-

turstufe<sic> standen, also mehr Ertrag a!s frUher abwarfen u. trotzdem noch immer "ur

nach der seinerzeitigen Culturart<sic> besteuert waren. je maehr sich die Cultttrarten
<sic> u. ･die Bonittitsclassen anderten, desto schlifier waren die Zustade. Vl.Die Steuer

war eine Repartitionsste"er. Der gaAze Betrag wurde von der Regierg. festgesetzt und

nach dem bestehenden Kataster verteilt, war aber ztt groBen Ungleichheiten fthrte. Spa-

ter ging maR von der Repartition ab u. es wurden durchaus 16% des feinertrages als
Steliern festgesetzt und durch das Einkofeensteuerges. v. J. IM9 um 1/3 Zuschlag verraeh-

rt, wozu noch 5% EinkQmmensteuer zu recboen sind. In den F"nfzier Jahren kan noch der
Kriegszuschlag dazu,so daB die Grundsteuer bis zum 1. JEnner 1ggL 26･2/3% betrug. Ver-
schiedene Versuche wurden von den MinisterieR Bruek, Plener, Brestel, Pretis gemacht,

bevor es zuec neuen GruRdstelierges., v. J. 1869 kastt, Dieses steht auf der Grundlage des

Parcel!enkatasters<sic>. Die Anderungen, welche durch dieses neue Gesetz an der bishe-

rigen Stettergesetzgbg. vorgenommen wurden sind. a.)Das desetz <S. 90>gilt f"r die ganze

Menarchie. Die Grundsteuer=Regierung so!lte gieichzeitig ift allen Landern vorgenofien

werden u. nicht wie bei dem stabi･len Kataster in verschied. Zeitraumen.

b,)Piese ･desetz kennt keinen stabilen Kataster, denn von 15 zu 15 Jahren sollen die Ka-

tasterarbeiten vorgenohien werden, da man annalun, daB sich innerhalb einer solchen Ze.it

die Culturarten<sic>, Bonitatsclassen, Ertrdgftisse ete., ,andern werden. ･

c.)Zur berechnllag der Gelmpreise<sic>,sollen imraer die Druchschnittspreise der letzten

15 Jahr.e genormen werden, die fUnf thettersten<sic>･Jahre jedoch weggelassen werden.

d.)Die Interessenten sollen zu den einzelnen Arbeiten u. Schatzungen herangezogen wer-

den.

Dazu wurden dreierlei Comissionen<sic>, die Central--<sic>, die landes- u. die Bezirks-

coaunission<sic> eiftgesetzt. Die Centralcommision<sic> bestand aus dem v. Minister er-

nannten Prtisidenten,danfi aus Functionaren<sic>, die teils der Minister, teils das Her-

renhaus, teils das Abgeordnetenhalls ernannte; sie tagte･in Wien; 36 Mitglieder der

Landescommissionen<sic>･wurde zum Teile vom Ministe'r, zum Teile vom･Landtage ernannt u.

tagten in den Hauptstandten ; die Bezirkscormissionen<sic>'waren aus Delegaten, welche

telis vom Mi-nlster, teils von den bezirks u. Gemeindevertretungen entsendet wurden. Sie

tagten im Hauptorte des Bezirkes. Es hat also das Volkselement bei der neuen Grund-

steuerregulirg mitgewirkt. Die Durchfuhrg, wurde in allen Provinzen gleichzeitig in

Angriff genormen; die Arbeiten gingen aber nicht gleichiRaBig. <S. 91> vorwarts. Beson-
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ders'schteter wurde die Ausfehrg. in jenen Landern, welche durch das neue besetz einen

Nachteil erfahrefi sollten u. denen, welche rUcksichtlich der Grundsteuer die begansti-

gsten<sic> waren, wie in Tirol, das viele Privilegien hatte, in Vorarlber , Galizien u.

der Bukowina Agi schnellsten wurdeies in eehnen durchgefthhrt. Im J. 1ggO wurde ein be-

setz erlassen mit der Bestidg., dab bis Ende des Jahres 1gge die Katastral=Arbeiten u.

die Steuerregulirung<sie> vollendet sein mthssen u. nun wurde die nette Grundsteuer vora

1./1. 1gg1 an eingefUhrt, wozli noeh eine Menge von Nachtragsverordnlingen kam.

Die Grundsteuer=Hauptsuiiime wurde nach deva Gesetz v. J. 1869 mit 37sl/2 Millioften fesV

gesetzt und allf alle vander nach kaB der von den Katastraloperationen gewonneneft Ver-

haltnisse verteilt. Es ergab sich hiernit fUr die Grundsteuer ein Procentsatz<sic> von

22･1/2% u. alle Zuschlage zur Grundsteuer siRd entfallen.

Durch die Grundsteuerregulirg. ･v. J. 1869 wurden viele Kronlander, z.B. Tirol, Galizi-

en, Niederosterr. getroffen. besofiders hart ist sie fUr jene Grundbesitzer, welche von

einer minder intensiven Culturart<sic> zur h6heren Ubergegangen oder deren GrundstUcke

in eine bessere Bonitatsclasse eingereiht wurden, FUr diese hat das Nachtragsgesetz

vom J. 188e eine Milderung eintreten lassen; denn fUr das Jahr 1881 wurde diesen letz-

teren die Steller h6chstens um 10% des bisherigen betrages erh6ht. Im GroBe u. Ganzen

fand bei der Grundsteuer=Regulirg. eine ErmaBigg. statt; nur die frther besonders be-

gUnstigen･Kronlander erfuhren eine Erh6<S.92>hung, die aber in Folge der oberwahnten

Milderung nicht so druckend wurde. Vora J. 1gg1 siRd diese begilnstigen Kronlander ver-

pflichtet, alljahr!ich den 10. Teil der Steuerh6hung bis zum vollen Betrage, der sie
schlieBlich treffen wird, mehr zll zalen<sic>. Eifi beispiel mag es erklaren:Jemand zalte

<sic> nach den frahereA Gesetzen leOOfl. Grundsteuer, ltun soll er nach der Steuerregu-

lirung<sic> 1500fl. zalen<sic>; in Folge der durch das Gesetz vom J. 1881 eingeraumten
Erleichterung zalt<sic> er also im Jahre 1881 den Betrag von 110efl. (100e+100), sodann

von dem Reste jenes Jahres, also von 4eO fl. alljahr!ich den 10 Teii mehr; die 400 fl.

verteilen sieh also auf 10 Jahre, so daS er jedes Jahr um 40fl. mehr zu zalen<sic>･hat,

also im Jahre 1gg2 Fl. 1140, im Jahre !ss3 Fl. 1180 u.s.f. bis zum J. 1892, in welchem

(ihn ) dervol!e betrag von (15)( 15eO ) Fl. I 15eO?] trifft.- ' '
Damit sind die Grundsteuer=Operationen fUr Osterreich wol<sic> auf mehrere Menschenal-

ter hinaus geregelt; nur der Kataster wird von 15 zu 15 Jahren neu geregelt.

                               .Die Gebaudesteuer.

Sie ist gleiehfalls eifie Ertragssteuer. ･
Hiebei wird einfach von der Regierg. untersucht,wie viel Reinertrag ein Gebaude abwir-

ft, und dieser Reinertrag wird von ihr mit der Steuer belegt. Die Steuer von Wohngebau-

den ist also eine Ertragssteuer. Wie soll nun der Reinertrag bestiMt werden ? Dies ge-

schieht auf folgende Art: Von dem Bruttozinsertrage werden in verschied. Orten je naeh

ihrer Gr6Be versehied. betrdge fUr Erhaltung, Aieortisation, Wiederaufbau u. & in'Abzug

gebracht u. zw. in groBen <S.93> Stadten 15%,in kleinen 2e-30%, weil in kleineren Orten

die Gebaude meistens schlechter gebaet u. in schlecherem ZustaBde sind. Jedoch den

    '

                                     -72-



Brllttoertrag festzustellen, ist sch)ier.Der gr6Bte Teil der GebEude ist nicht vermi･etet.

In Ortschaften, wo nur ein verhaltnisndBig geringer Teil der bebaude unvermietet ist,

ist die Brechnung des m6glichen Reinertrages' der nicht verm!eteten Gebtiude gibt, die

vermietet sind. Um dieser Schwierigkeit auszuweichen, hat die 6sterr. Regierg. einen

aRderefi Neg eingeschlagefi; sie erhebt die Zal<sic> der'Wohnraume u. bemiBt dastach die

Ste,uer. Andere Regierungen zElen<sic> die Fester, wieder andere die Rauchfange. In

Reuerer Zeit hat man getrachtet, den Steuerertrag wenigstens wahrscheinlich zu bereeh-

nen. So soll man nach den neuesten VQrschiagen des Finanzwinisteriums, die aber noeh

nicht Gesetz sind auf die Qualitat, der Lage der Gebtiude u. Wohnraume,Racksicht nehnen.

Gegenwartig zalt<sic> man nur die Wohnrallme, die Qalitaten n. die･Lage ist gleichgil-

tig ;.nilr wird ber"cksichtiget, ob die Gebatde Stockwerke haben od. nicht. Daher ist

diese Besteuerung ungerecht. Je weiter man iR der Geschichte zurUckgeht, desto weniger

Gebaude sehen wir vermietet,desto weniger ist die Gebaudesteuer entwickelt.

In den altesten Zeiten hat man die Feuerstellen geza!t<sic>, die . Herdsteuer" war in

ganze Ellropa verbreitet. Diese n6tigte die Fi<S. 94>nanzbeamten in (der) die Gebaude

einzutreten, was wol<sic> ein greBer Ctoelstand war, indem es oft zu Streitigkeiten zwi-

schen Beainten und ffauseigentumern kam. Deshalb ging raan zu einer Steuer aber, die sich

bei auBerlicher Betraehtung feststellen lieB naralich zur Fenster=, zur [IhUr<sic>=, zur

Rauchfangsteuer ifber. In Frankr. u. in den Niederlanden hatte die Fenstersteuer bis

vor Kurzem n6ch Geltung. Die bev61kerung hatte aber in Folge dessen sehr wenig, aber

mdglichst groBe Fenster afi deil Gebaudefi angebracht u. deshalb wurde die Steuer nach

der Anzal<sie> u. nach der Gr6Be der Fenster fixirt<sic>. In Folge dieser Afiordnung

baute die Bev61kerg. Hauser mit wenig ll. raitkleinen Festern,so daB man schlieBlieh ge-

n6tigt war von der Fenstersteuer ahzugehen.

Sehr haufig war die GebtiGdesteuer mit der Grundsteuer verbunden, in PreuBeR bis in die

1ggOer Jahre, in Tirol bis zum Jahre 1881; nach der ARalogie, dail man in alterer Zeit

auch die bewerbe$teuer mit der Grttndsteuer verbunden hat,'wie dies bei den sogen. indi-

cirten<sic> Gewerben der Fall Gst) war.

IR Osterr. wurde unter Jesef fi. nach 1788 zuerst eine selbstandige GebEudesteuer ein-

gefthrt,wllrde aber, da sie,wie die Grundsteuer auf heftigen Widerstand steiB von seinema

Nachfolger wieder aufgehoben, so daB bis zura J. 1820 die Grundsteuer die einzige Real-

steuer war. Unter Franz I. wurde im J. 1820 neuerdings eine Gebtiudesteuer eingefwhrt,

die auf ziemlich rationeller Grundlage beruhte u. bis zum J. 1882 bestand. Es wurden

durch das Patept v. 28. /2. 1820 zwei Arten febaudesteuern eingefUhrt.

<S. 95>I:Periode 1820-1an9.

a.)Die Haliszinssteuer in allen Orten, welche Hauptstadte waren, mit Ausnahne von Salz-

bL}!!!g, Czernowitz u. Triest, auBerdera noch in Olmutz u. BLposdl)E, ll. den gr6Btefi Badeorten

Baden, Karlsbad, Marienba{l, 'IrSI!U.!}z/ t. In den Hauptorten werden alieh die Vororte ge-

rechnet. Was vom Bruttoertrage nach Abzug von 15% Kestenaufwand Ubrig blieb,das sollte

mit 16% Hauszinssteuer belastet werden. Im J. IM9 kani 1/3 Zuschlag, in den fUnfziger

Jahren noch 1!3 Zuschlag se daS sie bis j'etzt zusahen 26･213% betragt. Bei nicht ver-

mieteten bebauden wurde der Mietwert dttrch (Verpachtuftg) Vergleichung mit anderen,ver-

                  '                         '                                                        '   '
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mieteten erhoben.

ll.Periode. 1849-1gg2.

Die ffausckassensteuer<sic> zalt<sic> fitr alle abrigen Sttidts u. Ortschaften, welche

nicht der Rauszinssteuer unterlagen. Im J.IM9 wurde auf eine Reihe yon neuen Orten,in

welehen bis dahin die Hausckassensteuer<sie> bestand, ebenfails die Hauszinssteuer aus-

gedehnt; dazu wurden namlich solche erte gerechnet, wo mindestes die eine Halfte der

Gebaude einen Mietertrag al)warfen. Ferner wurden auch solche debaude der Hauszinssteu-

er unterworfen, welche vermietet waren, attch weRn sie auBer diesem Orte galegen waren.

Doch wurden in diesen kleineren Orten 30% Erhaltungs= u.Amortisationskosten angenomen,

tt. die Steuer nur mit 12% bemessen und um 2/3 erh6ht, so daB sie irn Ganzen 2e% betragt.

Man sprach daher von einer . ausgedehnten" Hauszinssteuer.Es trat also fiur an Orten,in

welchen nicht einmal die eine Ha!fte der Wohnungen vermietet wird, die Hausclassensteu-

er<sic> ein. Diese wwrde auf folgende Weise <S. 96> durchgefUhrt.

Es wurden alle Gebaude nach der Zal<sic> der WohnrEume u. der Stockwerke in 12 Classen

<sic> eingeteilt. bei der Zalung<sic> nahm-man nur eigentliehe Wohnrtiume in betracht,

andere Gebaudeteile, wie KUchen, Speisenkamern, Vorzimer, etc. aber nicht. Diese 12

Classen<sie> waren:

I.od. il,Classe<sic> mit 35-3e Wohnraumen VII. od. VE[. Cl. <sic> mit 14-10 W. R.

  je nach dem Stockwerke vorhanden waren VI([. ii pt. ii ]i 9-8 iJ JJ
ll. Ji M.Classe<sic> mit 29-27 Wohnr, M. iJ X. Ji Ji 7-6 it ii
M. 11 1V. tJ 11 26-25 Jl X. iJ XI. l] ]1 5-4 j"J '
IV. JJ V. IJ JJ 24-22 jl XI. JJ XH. Ji jl 3-! jl jl
V. iJ W, ji iJ 21-19 ]J
V{. Jj VI[. Jl 11 18-15 JJ
Far jede Classe<sic> war eine bestivate Steuer festgesetzt. Gebaude Uber 35 Wohnraume

zalten<sic> fOr je 5 Zifier mehr einen noch erh6hten Steuersatz. Die einzelnen Steuer-

satze hahen hente kein Interesse mehr.

Die Bestidg. der Classe<sic> geschah zB. so: Hatte ein Gebaude etwa 35-30 WohnrEume,

u. dabei zugleich mehrerer Stockwerke,so geh6rte es in die I.Classe<sic>,wo nicht, in

die il.Classe<sic>; nur bei deR letzten zwei Gruppen war es gleichgiltig, ob es Stoek-

werke hatte od nicht.

Der neue Tarif vom 4. Septernber 1ss2 ist um 50% h6her, als der alte.

Die Hausclassensteuer<sic> ist bei weitem Biedriger, als die Hau$zinssteuer, wbdurch

sich ungeheure Ungerechtigheiten ergaben. Tirol hatte gar keine Gebaudesteuer. Die
Hauszinssteuer war nach dem Gesetz v. J. 1820 bedelltend hoher, gegenUber der vom Jahre

1en9 u. alle Hauszinssteuer wieder bedeutend hoher als die Hauselassensteuer<sic> .

<S.97>Daher war ein neues Gesetz dringend notwendig. Dieses erfolgte im J.1gg2. Es be-

halt den Gegensatz zwischen Hauszins- u. Hausclassensteuer<sic> bei, nur daB gewisse

Anderungen vorgenoiten wurden, indem z.B. die Hausclassensteuern<sic> um circa 5G% er-

h6ht wurde. Auch stehen Tirol, VLcgta,ul-pgreb , Triest ebenfalls uRter dem Gesetze. Die

Hauszinssteuer wird also nach dem Ges. v. J. 1828 entrichtet.

1.)Von allen Gebauden, welche in Orten gelegen sind, in denen sthtliche, oder wenigsteRs
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die Halfte der･Gebaude u. auBerdem die Htilfte der WohRbestandteile einen Zinsertrag

durch Vermietung abwirft. Nebenbei bemerkt,sollte die RUcksicht,ob die Halfte der sam-

mtliehen debaude einen Ertrag abwerfe, gar nicht in's Gesetz aufgenommen werden, da es

gendgt, wenn gesagt wird, daB zum mindesteR die Halfte der sanmt!ichen Wohnraume des

.Ortes einen Ertr'ag abwerfeft. ･ - ･
2.)Von den bebtillden, welche auBerhalb dieser Ortschaften gelegen sind ; aber ganz od.

teilweise zur Vermietung benOtzt werden. Von diesen Gebauden haben jedoch die nicht

mehr als drei Wohnungsbestandteile enthaltendeft,wenn sie nur den drei unterstefi Stufen

des Steuertarifes angeh6reR,von ihren Eigent"mern bewahrt werden u. nur zum Teile ver-

raietet sind, in der Hausclassensteuer<sic> zu verbleiben.

Sonst sind keiRe wesentl. Anderungen vorgenommen worden. Man hat die Zuschlage fallen

gelassen,, aber die Steuer u. die Verteilung ist dieselbe. Wir hahen noch imfEter zwei

Arten von der Hauszinssteuer ti, zw.:

a.)In den erten,welche im Gesetze namentlich <S.98> im Gesetze angefUhrt sind,als Wien

mit den Vororten, Baden, Linz, pmS 1b , Innsbruc G.,,r-..,az Kww1 f t Laibach, Triest,

GLtl!z, Zarig 'PLtzag, Tpt/ t , PSgbgga!schenau Karsbad, Marienba Franxesbad, grfahr, BrUnn, !)L/-

mUtz, Tpmatt, LLiet!!!!}etg,b K-rakau Czernowitz, wird die Steuer also entriehtet: Man zieh

vom Gruttoertragnisse 15% ab tt. nimmt vom Reste 26･2/3% Steuer.Diese Stadte werden al-

so von der Steuerung fast gar nieht beruhrt.Baden wurde aus dieser Gruppe seither aus-

geschieden, hingegen mehrere andere Stadte lteu hi-nzugerechnet.

b.)bei allefi thrigen Ortschaftefi werden 3e% adgezogen u. der Rest mit 20% besteuert.

Diese alte Einleitung in zwei Gruppen i$t weder gerecht noch gttt.

Bei der Hausclassensteuer<sic> wurden nach dem Gesetz vom J. 1ss2 wesentliche Ande-

rungen vorgenom-en. Sie 'wurde ungefahr um die Halfte erh6ht, wodurch die groBe Ungleich-

heit; welche bis dahin herrschte, etwas gemindert wurde.

Der Tarif eRthElt 16 Classen<sic> ohne Racksicht auf die Stockwerke und zwar:

      I.Classe<$ie>

      R. 11
      m. .II
      IV, ll
      v. ･JJ
     v[. Ij
     VII. Jl
      Vl[. jJ

      pt.･ 21

      x. ll
      XI. I!
      xil. jj

      X Mi ll
<S. 99>X IV. Cl asse<s ic>

     x v. jj
      xW. Il

4e-36

35-3e

29-28

27-25

24-22

21-19

18-15

14-10

 9-8

  7

  6

  5

 .4

  3,
  2

  1

Wohnraume

 J] IJ
 ll iJ
 jl 11
 lj }J･

 JJ jj
 lj ]1
 Jl Jl
 lj lj
 IJ lj
 ll ll
 lt )J
 lj JJ
WohnrEume

   li

   IJ

Fl. 22& -

IJ 180.-,

Ji 150.-

iJ 125.-

li lee.-

JJ 75s-
lj 50,-

IJ 30.-
Jl 2G. --

Jl 15.-
ll ･le.-

11 5･5e
IJ･ 4･9e

Fl. 2ple

Jl 1･70
1i , 1-5e
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Eine XVI[. Classe<sic> rait 75kr. gilt fiur fthr die Rohr- und HolzhOtten mit "ur einera

Wohnraume in Galizien u. Dalraatien. bebaude mit taehr als 4G Wohnraumen zalefi<sic> fUr

jeden Wohnraum llm 5Fl. mehr.

ImmerhiR ist aber die Hausklassensteuer gUnstiger als die Hauszinssteuer. Um die Harten

des Gesetzes, insbesond. abere<sic>[aber?] die Harte der gaitzen neuen bebaudebesteue-

rung zu mildern, hat das besetz mehrere Erleichterungen durch Obergangs stadien von 12

bis 15 Jahren angeordnet und zwar fUr' Ortschaften,in denen die Steuer betrachtlich er-

h6ht wurde. Nebenbei hat man die Erhaltungskosten in solchen Orten h6her bemessen, so

dafi fUr die steuerpflichtige Surme ein geringer Betrag Obrig bleibt.

                   2.,-lt}!sLge!!ptg:-gs!gg-llrv!gabe{iebewerbeoderErwerbesteuer<sic>

Die Gewerbesteuer heiBt in Osterr. Erwerbsteuer. Das Wort . Gewerbe" ist hier im wei-

testen Sinne zu nehmen, weil es auch ffandelsllnternehmungen umfaBt. Unternehmungssteuer

ware eine richtigere bezeichnttng. Bei der Erwerbsteuer handelt es sich darum, den Rein-

ertrag der einzelnen Unternehmungen festzustellen und davon die Steuer zu erheben.

Diesen Reinertrag ganz genau zu erheben ist llnm6glich,da jedes Unternehmen von auBer-

lichen Momentefi z, B. von Conjllneturen<sic>, von der Person des Unternehmers, defi Ver-

kehrsmittele etc. abhangt; man beraUht sich nur, der Watu'heit nahe zu kemen, den Reiner-

trag des Unternehnens <S. 100> nur annahernd zu fixiren<sic> u. begndgt sich mit einer

bedeutend weniger genauen Besteuerungsart, als dies bei der Realsteuer der Fall ist.
Die Gewerbesteuer wurde nach dem franz6s. Gesetze von Brumaire des J. VII. der Republik

geregelt. Danach muBte jeder, der ein Gewerbebetrieb, ein Patent fUr 1 Jahr 16sen uRd

dafar zalen<sic>. gb jemand ein Sehneider ersten Ranges war od. nur ein Flickschneider,

war gleichgiltig.

In Osterreich wurde die Erwerbestetter<sic> zuerst dureh das desetz vom 31./12. 1812

eingefOhrt und wurde vielfach von andern tandern zum Muster genommen. Dieses Gesetz

hat zunacbst 4 Gattungen von Classen<sic> aufgestellt und darin alle Unternehmungen

eingeteilt, namlich:

   I.Classe<sic>. GroBhandler und landesbefttgte Fabrikanten.

  ll.Classe<sic>. Alle Ubrigen Handelsleute,mit Ausnahme der Kramer llnd Hausirer.

  M.Classe<sic>. Alle Fabriks- u. gewerbl. Unternehmgn. mit Ausnahine der landesbe-

     fugte Fabrikanten, sodann alle Kramer u. Hausirer.

  IV.Classe<sic>. Transportgeschaftsinhaber, ferner alle Personen, welche aus pers6n-

     lichen Dienstleistungen, beziehungsweise aus Privatgeschaften einen Erwerb machen,

     als Advocaten, Lohnkutscher,Privatschulinbaber u. a.

Fthr die 2. 3. u. 4. Classe<sic> wurde besonderen .Tarife far verschiedene Ortschaften

aufgestellt, die sogen. Ortschafsclassen<sic>, fUr die 1. Classe<sic> aber gab es nur

einen Tarif. Der Grund davon war der, daB man davon ausging, daB ein Handelsmann in Wien

z.B. mehr verdient, als einer in Prag,in Prag <S.101> mehr als in Pilsen u.s.w. veahrend

bei der ersten Gattung angenommen wurde,daB solche GroBhandler u. Iandesbefugte Fabri-

kaRten von 6rtlichen Grenzen unahhangig sind, ihr Absatz nicht durch locale<sic> be-

                                                                          ]
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schaffenheit bedingt ist, so daB Ortsclassen<sic> eberflassig scheifien muBten.

In der 1. Classe<sic> gab es auch 2 Tarife; den einen fUr deR GroBhandel,den andern fOr

landesbefugteR Fabriken. In der Abteilun{; der landesbefugten Fabriken gal) es <in) 8

Betribsclassen<sic> mit einem Steuersatz von 40, 80, 100, 300, 50e, 700, leOe u. !5eO

FI. C.M. In den sechziger Lahren kam ein 100% Zuschlag danu, so daB der Steuerbetrag

das Doppelte der TarifsEtze ausmachte. Die Einschatzung war zieralich wil!k"rlich, ohr}e

     -

Pie Abteiiung der GroBhandler hatte 5 Classen<sic>, mit dem Tarifsatze ven 300, 500,

7ee, 100e u. 15eefl. C.M Dazu kant gleichfalls der Zuschlag von 100%. Die 6sterr. un-

gar. Bank, die Creditanstalt<sic>, Rothschild<sic> u. a. zalen<sic> zur 5 betriebsum-

fangsclasse<sic>, was daher kommt, weil zur damaligen Zeit, als dieses Gesetz erfleB,nach

keine so ausgedehnten Handlungen u, Actiengesellschaften verkomen,also eine h6here be-

steuerg. als mit 150efl. resp. 3eOefl. C.M. nicht angezeigt war.

In der drei letzten Classen<sic> isic die Berechng. schwierig, weil noch Ortsclassen

<sic> danu komen, so daB man hier auf die Betriebsumfangsclasse<sic> und alif die Orts-

classe<sic> ･A¢ht haben muB. Es besteht in dieser beziehufig je ein Tarif:
       1.) fer Wien

       2.) n Prag,Brann,Lemberg,Graz,Laibach u Linz.

       3.) alte thbrigen Stadte von Ober 40eO Einwohner.

       4.) die Stadte von unter 4000 u. gber 1000 E.W.

<S. Ig2>5.> fUr alle Stadte unter 1000 Einwohner.

Innerhalb jeder dieser ertsclassen<sic> gibt es･wieder betriebsurfifangsclassen<sic>, und

zwar fOr die erste Ortselasse<sic> Wien rait dem Steuersatze von 100,150,200,3eO,40e,

50e,700,10eOfl. C.M.,also mit acht Abstufungen. Der Zuschlag betrdgt g!eichfalls 100%.

Fitr die 2 Ortsclasse<sic> gelten 4 Abstufungen u. zwar von 100, 2ee, 30e, 600fl. C.M. mit

Seinerzeit velirde dieses Erwerbssteuergesetz v. J. 1812 vielfach zum Muster far aRdere

Gesetze. Far die dai"alige ZeX war der leitende Gedanke ein ganz rationeller, der GroB-

handel trdgt mehr als der gew6hnliehe Handel, dieser mehr als die Fabrik u. diese mehr
als der pers6nl. DieRst. Heutzutage wei$t das Ges. mehrere aselstande auL Ira j. 1874

sind deshalb keformvorschlage gemacht worden, der Entwurf kam aber nicht zur beratung.

Die Obelstande sind: '
Im J. 1812 bestand noch das Zunftwesen;die heutige Entwicklllr}g ist ein groBartiger Agf-

schvv{ing'gegen damals, die Verhaltnisse von damals passen nicht auf die heutigen. Die

gr6Bten UnterRehinungeR ven damals sind im Verhaltnisse zu den heutigen k!ein. bie ehe-

maligen zunftma8igen bewerbe hatte eine locale<sic> Bedeutg., ebenso der Handel, da es

noch keine Eisenbahnen gab; heute aber nicht mehr, Die Ortselassen<sie> $ind hettte

nicht mehr von bedeutung, da bei der helltigen Gewerbefreiheit die Art der Production

<sic> wenig maBgebend ist. Was danals von landesbefllgten Fabriken galt, namlich daB sie

21}r/g>?reducte<sic> gberall absetzen durften, gilt <S.le3> heute von al!en Produeten

Uberdies ist das ganze fesetz nur eine Classensteuer<sic> u. hilft sich in ziemlich
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ungenauer Weise durch die Einteilung iR diese ClasseR<sic>; sie faBt allch das dewerbe

eines jeden Einzelnen in's Auge. Das ideai Ziele einer Erwerbsteuer ist,den Reinertrag

des Unternehnens zu berechnen u. danach die Steuer zu bemessen. Das hat aber betracht-

liche Schwierigkeiten ; denn der Reinertrag ist meist schwer, leicht nur bei jenen Ge-

sellschaften zu berechnen, welche 6ffentl. Rechnung zu legen verpflichtet sind, wie

Sparcassen<sic>,Actiengesellsehaften<sic> Erwerbsgenossenschaften etc. Jetzt aber sind

diese Unternehmungen teils in jene der Fabriken od. Gewerbeunternehmungen eingereiht,

was oft ein Unsinn ist.

Diese leichte Cotrole<sic> bezdglich der Gesellschaften, welche 6ffentliche Rechnung

legen, wurde benOtzt; die Reform v. J. 1874 hat diese Unternehnungen zuerst herausge-

griffen, um ihr Einkormen von Jahr zu jahr besteuern. Als zweite Gruppe nennt der Ent-

wurf alle Obrigen selbstandigen enternehnungen; bei diesen sollte nach dem durch-
schnittlichen Reinertrage der letzten drei Jahre far drei Jahre die Erwerbesteuer<sic>

festgesetzt werden. Es sollte also das ganze ClasseRsystem<sic> fallen gelassen werden;

von dem so berechneten reinen Ertrage sollten bei Handelsunternehmungen u. fahriks-

maBigen Gewerben 15%, von allen Ubrigen 30% abgezogen u. vora Reste die Steuer erhoben,

also gewissermaBen ein progressiver SteuerfttB eingef"hrt werden.

                        <S. 104>S.Die Einkommensteuer.

Bis zum Jahre 1en9 gab es nur drei Ertrassteuern; die Grundsteuer,Gebaudesteuer u. Er-

werbsteuer. Unbesteuert waren die Capitalien<sic>, kenten u. das Einkommen aus pers6n-

lichen Dienstleistungen,auBerdem noch eine Gruppe von selbstandigen Unternehmungen, die

alisdrUcklich von der Erwerbsteuer ausgenofien waren, wie SaAittitspersonen, Schriftstel-

ler, Kthnstler, Unternehmer von Erziehungsanstalten, in Ortschaften ilnter 400e Einwohner

auch Heba-men, ferner alle Beamten u. efficiere<sic>. Das Ges. v. J. IM9 hatte nuR den

Zweck auch das Einkommen dieser Personen zu besteuern und diesem des. gah man den Na-

men . Einkormensteuergesetz". Der Nainen ist kein guter; besser ware das Wort . Ergan-

zungsteuer" , weil sie nttr eine Erganzllng al!er bisher noch nicht besteuerten Personen

bi1dete.

Dieses des. vom 29. /10. 1gn9 hatte keinen andern ;ineeck, als das Gesetz "ber die Erwerb-

steuer zu erganzen; es wurde zu der Grund-, Gebaude- u. Erwerbsteuer durch dieses Ge-

setz ein Zuschlag auferlegt. Die Zuschlage zur Grund- u. Gebaudesteuer waren nur dem

Nanen nach eine Einkoirmensteuer; in der 'Ihat<sic> waren sie nllr eine Erh6hung dieser

Ertragssteuer; statt 16% wlirde 1/3 Zuschlag aufer!egt.

Nur in einer beziehung hat das Gesetz eine besonderheit diesen Zustanden zugeschrie-

ben; es wllrde den Grund- u. Gebaudebesitzern gestattet, diese Steuer zum Teile auf ihre

Glaubiger zu eberwalzen. Der zwanzigste Teil,also 5% ihrer Zinsen wurde ihnen erlassen
und auf <S. 105> die GIEubiger aberwalzt,se daB sich die Gltiubiger mit 19/2e der bishe-

rigen begnUgen muBten; wer auf seinem Hause eine Schuld intal}ulirt<sic> hatte,brauchte

nur 19120 der bisherigen Zinsen weiters zu zalen<sic>. Dieser Vorgarig wurde als eine

Uberwalzung aufgefaBt, wobei der Glaubiger die Steuer zu tragen mithelfen sollte.
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Im twrigen hat das Einkofienstettergesetz vom J. 1849. 5 Categorien<sic> von Einkofien-

steuern eingefUhrt u. zw. :

1.)Alle Unternehmttngen, die bereits durch die Erwerbsteuer getroffen waren, wurden naeh

dieser Einkomensteuer unterzogen; daher zait<sic> jeder Gewerbsmann neben der Erwerb-

steuer noch eine Einko-mensteuer,die raeistens viel gr6Ber ist als'die Erwerbsteuer. Sie

betr6gt 5% des reinen Einkommens und einige Zuschltige.

2.)Der berg- u. Hattenbetrieb.

3.>bie Pachtungen.

4.)Alle jene,we!che in einem pers6nlichen Dienstverhaltnisse stehen und daraus Perso-

nalbezUge haben,also eine Steuer von Personalbezagen. Uieher ,wurden attch al!e jeRe Un-

terneh(mungen) ( er ) gerechnet, welche von der Erwerbsiceuer ausgenommen waren, als

KUnstler, Sanitatspersonen, Schriftsteller. Es geh6rten hieher also alle 6ffentlichen

und Privatbeamten und die eben genannten Personen; nur die efficiere<sie> wurden alls-

genommen.
Die Beanten zalen<sie> eine Progressivsteuer, aber das Einkormen von 630Fl.= 600Fl.C.M.

bei Bezdgen aber die erst in ju"agerer <S.,le6> Zeit entstanden sind, von 60eFl. ist

stetierfrei. Ebenso sind Fttnctionszulagen<sic> steuerfrei.

Die St"feneinteilg. ist die die foigende.

1.Stufe Gehalt 630 Fl.- 105e,- Steuer l% ,Zuschlag 10e %

2. jJ ･ li le50 Jl-2100,- IJ 2% jJ j]
3. )j JJ 210e lt -3150,- j) 3% 11 n
4. jt Jj 315e Jl-420e,- lj 4% ]1 11
5. IJ 11 420e ll-5250- JJ 5% Jl '11
6. )i ii 5250 ii bis zur beliebigen H6he 10%,Zuschlag 10e%. SarEmt den Zu-
schlagenzalen<sic> also die Stufen nach ihrer Reihenfolge 2%,4%,6%,8%,10% u. 20% ihres

Gehaltes an Einkomen$teuer, jedoch se, daB das steuerfreie Minimum von 600Fl. zuv6rderst

von de'r Hauptsurpme abgezogen tt. erst der Rest mit dem betreffen den Percentsatze<sic>

der Steuer belegt wird; ein Gehalt von 5eeOFI. zalt<sic> nach Abzug von 60gFl. nur yon

dem Reste pr. <sic> 44gOFI. 10% = 440Fl. Einkommensteuer.Der Bemessung liegen die jahr-

lichen bekenntnisse, FasSionen zu Grunde.

5.)Zur fUnften Gruppe geh6rt das Einkofien von Capitalsrenten<sic>, also die Zinsen od.

Darlehen u. Schuldforderung. Die Steuer betragt 5% u. die betreffenden Zuschldge. Jene

welche Capitalien auf Hypotheken angelegt haben, zalen<sie> hier keine Steuer, weil ja

der Hauseigentthmer sie abziehen muB.Die Capitalzinsen<sic> werden fatirt<sic>, dh. <sic>

selbstbekannt. Daneben besteht eine Couponsteuer, welche eigentlieh den Character<sic>

einer Ertragsteuer hat;die Couponsteuer trifft alich die Auslander.Sie besteht wh, <sic>

betragt bei den Grund Enthaltungs-ebllga:tionen 10%, in Ungarn 7%, bei den 6sterrei-

chischen Staatslosen 2e%, von den Coupons, beider Silber- u. Papierrente 16%. Diese 16%

sind aher in Wahrheit 20%; denn im J. 1868 wurden <S. 107> die Papiere,die auf C.M. llr-

spritnglich lautete in bsterr. Whrg. convertirt<sic>,so daB eine Obligation von'10eOFI.

C.M. gegen eine von 10eGFI. e. Vghrg. umgetauseht wurde; der Procentsatz<sic> von 16%

blieb derselbe ll. betrEgt in der Wirklichkeit 20% bei der convertirten<sic> Obliga-

                                                   L
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tion. So bekam manfrUher far den Coupon einer auf leeFl.C.M. Iautenden Obligation

25kr. jetzt bekormt man fUr eine auf leBFI.O.W. Iautende Obligation nach Abzug der

Steuer tlFl. 2ekr., also gerade 2gkr. weniger.

In einigen tandern ist die CapitalrenteBsteller<sic> als selbstandige Steuer einge

rt, bei uns ist sie Ertragssteuer.

                         Die Personal-Einkomraensteuer.

5Fi.

 16%

fth-

Man hat wegen der greBen Ubelstande der Ertragssteuern vorgeschlagen, die Ertragssteuer

mit der pers6nlichen Einkormensteuer <jedoch als solche) zu corabiniren<sic>. Die Per-

sonal=Einkofienst. jedoch allein ist wegen der Sehwierigkeiten der berechRung nicht
druehfUhrbar, daher sollte man Ertrags= ll. Einkoinensteuer vereinigen. Im J. 1874 wurde

der Gedanke,durch einen Entwurf practisch<sic> dargelegt. Man wollte eine selbstandige

Grundsteuer, Gebaude-, u. Erwerbsteller (mit EinschluB der berufssteuer[>], u. eine

selbstandige Capitalrentensteuer<sic> einfUhren. Man wifrde dabei z. B. die Grundsteuer

ermaBigen, also statt 26･2/3% etwa nur 20% Ertragssteuer entrichten, aber die Grundbe-

sitzer raaBten daneben noch eine Personal-Einkommensteuer von l8? od.6?]} % zalen

<sic>, wobei aher ihre Schulden mit berUcksiehtiget werdeR k6nfiten. Jedermann sol!te

also zugleich eine Ertrags<S. le8>steuer und eine pers6nliche Einkommensteuer zalen
<sie>, der Verschuldete weniger, der Schuldenfre'ie mehr. Die Personal=Einkommensteuer

sollte progressiv sein, was bei den Ertragssteuern ihrer Idee nach, nicht m6glich ist.

                          .Die indirecten<sic> Steuern.

Ein Arbeiter k6nnte sehwer besteuert werden; er ware auch nicht irn Stadte eine Steuer

zti za!en<sic>. Man besteliert daher jene Leute,die ein geringfdgiges Einkomen haben aus

pers6nliehen Dienstleistungen,nicht direct<sic>. Dazu ltat man die sogen. Verbrauchsab-

gaben, ch.<sic> indirecte<sic> Stettern.

Es ist falsch zu sagen, daB Luxusgegenstande mit einer Verzehrungsteuer belegt werden

sollen; gerade allgemeine BedUrfnisse mUssen dainit belegt werden, um einen bedeutenden

Ertrag zu liefern. Die Socialisten<sic> sind fthr eilte allgemeine directe<sic> Steuer,

namlich die Einkofiensteller, die Staatsmanner u. die libferale Partei fUr die indirecte
                                                                       }<sie> Steuer.

Viele Schriftsteller teilen die Verbrauchsabgaben in Consum<sic>- u. in denuBsteuer

ein;zu den ersten werden gereehnet:die Fleisch=, Brot=, Bier=, Weinsteuer u.a., zu den

!etzteren die Branntwein=, Tabak=, u. a. Steuern. Diese Einteilung ist durchaus falsch.

Es gibt keine Verbrauchsgegensttinde, die schlechthin ein GenuB= oder schlechthln ein

Consumreittel<sic> waren; Fleisch z.B ist unter UmstEnden ein Consunliuittel<sic>, unter

anderen ein GenuBmmittel<sic>. Dies wifrde zu lacher!ichen Consequenzen<sic> fthren, Der

Freischmecker,der Wein trinkt,sol1 eine Consumsteuer<sic>,<S. Ie9>dagegen der Arbeiter,

der ein Glas ordinaren Fusel trinkt, eine GenuBsteuer zalen<sic>. (Dieses Beispiel ist

gar nicht so lacherlich,wie ruan vorgibt; denn der Fusel ist auch fUr den Arbeiter kein
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Consummittel<sic>,sond. nur ein GenuBmittel.) Ailes das hangt vom Klima,von der nat"r-

lichen beschaffenheit etc. ab. (Ganz richtig!) An der K"'nsten der Nordsee sind Haringe

Consummittel<sic>,bei uns gewiB nur GenuBmittel. In jedera einzelnen Falle ,muB'speciell

<s'ic> untersueht werden, ob ein Consllm<sic>= od. ein GenuBmitte! vorllegt.

Unter den Verbrattchsgaben (indirecten<sic> Steuern) liefert die . Verzehrungsteuer "

den h6cbsten fei"ertra{; fUr die Finanzen. Die Verzehrungsteuern habeft in letzter Linie

den Zweck, das Einkommen der Bthrger zu treffen. Nur weil das Einkommen einer groBen

Grttppe von Menschen z.B. Arbeiter, Richt direct<sic>, weder durch die 'Ertrags= nech

durch die Einkommensteuer getroffen werden kann, ist es an besten, den Consum<sie> ･zu

besteuern; denn die Einhebung der Steuern bei dieser MenscheRcla$se<sic> hatte groBe

Schwierigkeiten,weil z.B die Arbeiter ihr'Domieil<sie> oft wechseln, anderseits nicht

imaer Geld zum Zalen.<sic> haben.Sie werden deshalb mit allen anderen Bergern･durch die

indirecte<sic> Steuer in Forva der sogen. Consumsteuer<sic> getroffen, Es gibt Schrift-

steller, welche behattpten, daB die Verbraucbs<abgaben)steuern wesentlich das Arbeits

einkomen treffen, wEhrend die direeten<sic> Steuern alif dera Capitalseinkomen lasten.

Bas ist Rieht r'ichtig; auch der Hausherr, der Capitalist<sie> zalt<sic> indirecte<sic>

Steuerni aber er zalt<sic> sienicht aus seinera <S.11e> 'Arbeitseinkonmen. Die liberale

Partei, die hatiptsachlich die Interessen des Capitales vertritt, sucht immer die di-

recten<sic> Steuern in indirecte<sic> zti verwandeln, da diese sehr eintraglich sind ll.

vom Publicum<sic> nicht so leicht bemerkt u, empfunden werden. Die SocialiSten u. die
groBen Massenstauben sich dagegen u, verlangen eine ailgemeine Personaleinkommen=be-

steuerung.

Man kann die Wahrnehmung machen, daB sich der Consllm<sic> immer Bach dem Einkostliiien

richte. Die Consumsteuer<sic> sellte, sich'nach,der･ Qttantitat des Verbrallches richten

ll. deshalb sollte sie der Producent<sic> Rach MaB= u. Gewicht'einheiteR entrichten.Dies

liBt sich aber nicht iimeer durchfifhren, weil man bei manchen Arti'kele (wie z.B. dem

BierD] unbedingt auch auf die Qllalitat Rthcksicht nehmen muB. Die 'hauptsachlichstefi

Gegenstande,die durch Verbrauchsattgaben getroffen werden, sind namentlich'die geistigen

Getranke; Bier, Wein, Branntwein, dann Salz, Tagak, Cafe, Ihee<sic>, ZHcker; dann die

::llll:,i',gg:l･t:gl:. 2g?･i:'h:s,Prll:,g,2::png:t.:e,ii"a:l:"kgf.'isuchtungsstoffe ; dann geistige

   '                        '
                             a.Die Getrankesteuer.

                                1.Die Bierstuer.

                                                                          '
bie Steuer sollte sich naeh der Qllantitat des Verbrauches 'richten ; was aber nicht

ieicht m6glich ist.･ Mai) muB ja auch die QualitEt besteuern k6nnen,weil sonst nur Bier-

essenzen erzeugt werden wUrden, die dann beliebigivQrn ErzeRger mit Wasser verringert
werden k6nnten. Die Qualitat des Bieres htingt von 3 Faetoren<sic> ah : von der Menge

<S. 111> des Hopfens, des Zuckers und des Alkohols. Diese zu messen macht groBe Schmie-

rigkeiten.

Auf deR Hepfen wird in den modernen Ge$etzen keine RU.cksicht,genommen,rait Ausnahme von

                                       ･- 81 -



 England; man Uber!aBt dies dem Brauer; nur Alkohol u. Zucker werden berUcksichtiget.

  Je mehr Alkoho! ira Bier ist,umso leichter, je mehr Zucker darin ist, umso schwerer ist

  es. Eine rationelie Bierbestetierg. geht auf deR ProductionspreceB<sic> zurilck; man -be-

  steuert nicht das fertige Product<sic>. }Ean muB vielmehr ein wichtiges Moment bei der

 Production<sic> auswaien<sic> u. in diesem Moment wird die Steuer durch Feststellg.

  der Qualitat u. Qllantitat bekannt, bemessen. bies kann auf verschiedene Arten gesche-
/hen. ELggslpagd Baiern u. Wartm>r bestellern das Rohaaterial, das Malz (Malzsteuer)i

 EnglaJid noch Uberdies den Hopf6n. .
 Bei der Production<sic> findet folgenden Vorgang statt. Das Bier k6nnte aus allen be-

  treidearten erzeugt werden, wird aiber gew6hnlich alls ferste erzeugt, weil diese die

 meiste Starke enthtilt u. am billigsten ist. Die Gerste wird zuerst angefeuchtet u. dem

 Keimungsproces$e<sic> aberlassen. So entsteht das Malz, worin sich das Starkemehl in

 Zucker verwandelt hat. Das Malz wird dann geschrottet oder gemalen<sic>,dann gesotten.

 Ii[ll/l.sllAgr iSt dann Richt geistig,sond･ enthalt zur Zucker u. das ist die Bierwarze, die

  In diesem Momente besteuern manche fegiergn. das Bier ; denn hier kann der Zucker sehr

  leicht gewogen werden. bei uns betrdgt die Steuer seit dem J.. 1869 <S.112> 16･7kr. pr.

 Hktlr. u. Grad Das Bier hat bei ilns gew6hnlieh 12 Grad, das mbzllgbier 8-le" . Man
 glaubt, das Pilsnerbier sei schwacher, was aher nicht wahr ist; es hat gleichfalls 12" ,

  nlir wird das Malz nieht so stark gebraut, u. es ist daher leichter.

 Nachdem die Bierwarze, (Maische) bereitet ist, wird sie abgekwhlt u. dem Gahrungspro-

 cesse<sic> ausgesetzt; dabei verwandele sich je 2e Zucker in 10 Alkohol. han laBt aber

 nicht den ganzen Zucker sich in Alkohol umsetzen, sond. nimmt gew6hnlich das Verhaltnis

 von 92% Wasser, 4% Zucker u. 4% Alkohol zur Richtschnur. bei der VerwaAdlung des Zuckers

  in Alkohol bildet sich Kohlenstiure. Man kann aber das Bier auch dann besteuern, wenn

 die Bierwurze in die Kuhlwanne geleitet ist. So geschieht es in Osterr. ; man laBt bei

 un$ das Bier bis zu 14" abkthlen u, nimmt damn die Messung vor.

 Die Biersteuer kann man nach Madgahe der Leistunsfahigkeit der Apparate auch bemessen.

 Man schlieBt mit dem Brauer einen Vertrag ab, daB er ein Pauschale zalt<sic> u. zwar

 nach MaBgabe der Leistunsfahigkt. seiner Apparate. Die Bemessung des Productes<sic>

 entfallt bei diesem Verfahren. bei der Biersteuer ist dieses Verfahren wenig eingefth-

 rt, sond. gew6hnlich bei der Zuckerproduetion<sic>.

 Unser Biersteuerges. ist seit dem J. 1869 in Geltung, wobei die Ziffernsatze nach dem

 J. 1874 in neue MaB= u. Gewichtszalen<sic> umgerechnet wurden. Die Biersteuer betrdgt

  16･7kr. pr. Hktltr. u. Grad. In geschlossenen Sttidten koramt dazu noch ein Zusschlag

  (Ac¢ise<sie>,) <S.113> so in Wien vofi IFI. 68kr. pr. Hktltr.,in anderen Orten pr. 7/le

 kr. pr. Grad. Die Steuer betrdgt also fUr einen Hktltr. 12" gen Bieres 16･7kr. × 12 =
 2Fl.,dazu in Wien die Accise<sic> z.B. pr. 1 fl. 68kr, zusamen also 3Fi. 68kr.,so daB

 sie pr. Liter 3･68kr. betragt. .
                             ll.Die Branntweiltsteuer.
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Die Besteuerung geschiet wie bei der Biersteuer nach Quantitat u. Qualitat. Die Regie-

rg. nifit keine ROcksicht auf Feinheit u. feschnaA k, send. auf Starke, dh. <sie> auf den

Alkoholgehalt. Ein ganz reiner Alkohol laBt sich nieht erzeugen, 95 bis 97" ger ist

schon eine Seltenheit, noch weniger kann man reinen Alkohol geRieBefi;er muB um genieB-

bar zu werden,sehr stark rait Wasser vermischt'werden. Ein Branntwein von 3ee ist schon

sehr stark
Die Besteuerg. ist nicht schwer. Die Qualitat des Branntweins liBt sich mittelst der

sogen. . Branntweinwage " sehr leicht messen.

Bei dem Biere ist es nicht m6glich, weil da dera Alkohol der Zucker entgegensteht u. mit

der Bierwage beides zugleich nieht gemessen werden kann. ' ･ '
Diese besteuerg. nach . Quantitat u. Qualitat[ "] war frUher in Osterr. ifblieh. Man

brauehte dazu, sehr kostspielige Apparate, doeh die Branntweinbrenner hatte ein Inter-

esse daran, diese Apparate zu verderben; aueh gab es dabei'verschiedenartige BetrOge-

reien und deshalb wurde dieses System aufgelassen. Die bestetierg. k6nnte auch noch den

Rohproducten<sic> vergenorden werden, iihnlich wie beima Malz, beideza Biere;man k6nnte z.

B. die Kartoffeln besteuern oder die Rube, gberhaupt alle Stoffe, aus denen Branntwein

<S. Il4> gewonnen werden kann.･Aber das ist sehr schwer, da es unendlich viel solehe

Stoffe gibt. Daher hat kein Staat die Branntweinsteuer nach den Rohproducten<sic> be-

                                                               'Am besten ist die Besteuerg. so: kan $ucht die starkehaltigen Stoffe in Zucker zu ver-

wandeln, dli. <sic> man maischt sie ein; dann sucht man die'Maische zu verdUnnen und fth-

rt den cahrungsproceB<sic> herbei,wobei sich Zueker i'n Alkohol verwandelt.3ei dem Bier

liBt man zur zwei Drittes Zucker, beim Branntwein den ganzen Zucker im Alkohol aberge-

hen. Die Maische ist dann noch nicht gereiniget,sendern der Branntwein wird erst durch

besond. Apparate herausgezogen, destillirt<sic>. Der Branntwein ist'Anfangs mit viel

Wasser vermischt und dieses wird durch fortwahrendes Verdampfen ausgeschieden.

Wahrend dieser Production<sic> nun muB ein geeignetes･Moment fUr die besteuerg. erfaBt

werden. Ain besten ist es, die MaischgefaBe zu messen u. nach der Quantittit der Maisehe

die Steuer aufzulegen. Dies erfordert aber sehr viele COntrolle<sic>, Man hat daher in
Osterreich folgendes System eiftgefOhrt:' Man hat die- Leistungsfahigkeit der Apparate

erhoben ll. zwar entweder naclt dem MaiscdgefaBe oder nach den Gahrsbottichen. Es wird

also entweder bei jedem Brennturnus,bei jedem einzelnen fallender Produetion<sie>, die

Quantittit u Qualitat, oder es wird nach der Leistungsfahigkeit der Fabrik die Steuer

bemessen-; es wird Ramlich bemessen wie viel bei sehr rasehem Betriebe die Fahrik zu

leisten,vermag und dadurch wird die Steller <S. 115> aufgelegt. NatUrlich'hat dann der

Fabrikant ein Interesse daran,so rasch als m6glich zu brennen; je mehr er brennt, umso

gr6Ber ist sein Vorteil.Dies ist jedoch ein Nachteile f"r die Regierg.. u. auch far die

Volkswirtschaft; denn der Fabrikant wird rascher brennen,, selbst ohne die m6glicbst

vollstandige Ausbeutung der Stoffe. Es werden Ritckstande dabei zur"ckgelassen, um nur

rasch zu einer neuen Brennerei zu kornmen. Und das ist fUr die Volkswirtschaft nachtei-

                                      En'de. 5 )
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［編集者註］

1）Rechtshausha　1　tesの。　Rechts”が後に．　Staats”に訂正されている形跡が見ちれる。

2）Malchusの誤記と思われる。

3）Froume駐teauの誤記と思われる。

4）この一行は後に書き加えられたものである。

5）この後に“StaatsscMdeゴと題された手書きのメモが1頁半にわたって続いている。
6）このページ付けば編集者によるものである。
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